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神戸市動物管理センター

► テーマ

●人と動物が，逍fllしJt.91；でさる社会

●法ilt（こJぷづく動物愛設の油，且

（動物の保、，屯J丈ぴ符埋に関する法flt• 条例）

►事菜内容

• 動物袋，；をと適 ,I冷lffの啓発

●狂犬1,liHI; 

• 阻えなくなった）ミ ・ 猫0),JI取り

• 印b動物の収f；と救急治根

• 人、fi共通感染症の潟1t ・ 研究

• 動物の収容 ． imm ・ 返四

►施設の概要

●竣 I:fr;Jl ．焼｝4)棟

・行理棟 ・収？汁束

. ttiり動物棟

OH fl 1 5 7 11:．1) l 

昭相58年3)1

1’'成7年9)123ll 

●敷地lhif1し I. ~98ni 

●建物lhi秋 ．管1'V.棟＼ILC.'I'射I 239ni 

・収脊柚 IR．（嵐． ：階建て） 602m 

・焼！Jll東 23ふm

● 総 I;·tt 約3位． 2 「•Jil’l

► 主要設偏等

◆収容・保管

• )ミ収容オ{ : l"/J給餌器、 J'.1動給水｝とii't、位油IJ換気｝しitt、l,t;lfli洗i'（9公irt

• l'!侶動物含：エアコン

► 治療·検査

• if暉空 (f'lii)動物の救．急処irt)

● 検忙•4 (Jば‘i共辿感染往の研究` が）

"月却関連

• 3次焼却隋段式が

(fil!)J : 1(i7kg h) 

► 指辺・教育

• 

●会，ぷ3i（作］い）i教屯） ：飼い）j指J§JIIビデオ

• 枇，灸4{ （・，じ，,,r,・による-I'll，戊コーナーI: lt/1¥JIJ動物lXI,t}、Fi郎19妙紅'，̀1"J l :• 

“り
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動物救護センターの運営・管理関係資料
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第二室＿黄料編

•: 

袢没
トー一 - -J 
ごー油
----

竺屯麟'"._I

動物の一時保管契約書

兵卑県南部地笙動物救援本部（以下―甲」という，＇と （以下「乙9という"'とは、次の
とおり動物の一時保笞契約を諦枯するし

第I条 乙は兵南限南部地委の発生により披災し、 9午的に飼育が困難となった自らが浙布する剥
物の一峙保音を甲に委託するものとし、甲はこれを受北するものとすふ

第2条契約裏I喘は、契約諏結nから l力月問 9平成年月 日＼とする
2 乙が次条第］項の努力を行ったにも拘わらず、引き続き甲が保笠依頼せざるを）廿なくなった
ときは、乙の申し出により、 '9、乙協語のヒ、契約i9了Hから］力月を越えない鋭囲内で契約
期問を延只することができるものとすか
3 契約期問の延夫を行うこととなったときは、この契約渦了Hから］週間以内に'nと乙との問
謬物の一叶保肖契約の一部変史契約を締結するものとする ただし、乙がやむを行ない坪lu
により I叫問以内：渥約締結ができない旨の申し出があったときは、その期間を延長すること

ができるものとする、一
第3条 乙は、甲に保管を委託している間に、 liら飼甘かできる状態'-するか、知j点に保行依頼
を行うよう努めるものとするっ
2 乙は、契約期問9朽こ、自ら飼育できる状態になったとき人は紐l入等に保旨依曲を行えるよう
になったときは、辿やか，こその旨を甲に連絡し、当該動物を引き取るものとするs
3 乙は、契約掛」OO中に、当該勁物の所有椋を放棄することとなったとさ、又は放案することが
予測されることとなったときは、速やかにその旨を＇即こ述絡し、甲に対して所有栓放乗苔を提

出するものと古ら
第4条 契約担潤が渦了後、乙は）週間以内に勁物を引き取らなけれぼならないものとすふただ
し、乙がやむを得ない坪lhにより i選問以内⑬lき取りができない旨の申し出があったとき
ば＇月、乙協裁の 1、その期問を延長することができるものとすふ

第5条 契約朗閲茄負［後、乙が前条¢9手続きをとることなく］力月が経過したときは、乙が助物
の所有権放変を1乃たものとみなし、甲は、当故勁物を新たな所有者等に譲渡できるものと
するへこの場介、乙は、印が行った行為に対して異議を申し出ないものとする，

第6条 保管に関する経喪ふ叩の負担とするが、保筈動物が大の端合は、狂犬柄千防汰に甚9(
仔録,j詰料及び狂犬病予 l約1i恥こ閲する手夜料ば乙の釦旺 •jふ

第9条 ’l'；ょ、自ら動物の保袴を行うものとするが、保待油設の状況等により、自ら保管が困難な
畔 1よ、西きで保行を市し出た者 以ド「 詩里料とい j に勁物の保管依頼を行うこ

とができるものとす亙
第8条 甲及び 蒔里視は、契約割閤中、保営委，tを受けた勤物に問して過止な保怜を行うものと
するが、やむを得ない享惜により、当該勁物が死し、逃亡又ぷUけしたとしてもその衷1よQ
わないものと＇，、乙は投害賠ほ等を求めないものとする

第9条 契約締結後の動物の保脊施設への搬人及び契約満fj妥の助物の41き取りについては、乙が
行うものとす恥
2 特星栽への紬物の股入、葵約滴了後の勅物の引き取り字こ係砂正1ごついては、甲、乙の
協論により決定するものとする一

この契約の成立を訃するため、本吉2逼を作成し岨乙記名押印の＿卜、各自その 1通を可持するし

平成年月 H 

甲 兵雨県南部地臣勃物救援+吝じ 本部長 鷲尾 l拐彦 も

乙件所

~ - - - - -- - - - ~- -． 

しを ＇ - -

氏名 屈-~ 

仁 99[l 



第二章貞料樋

）こ·ねこ~その他(

饂謡雌~体色I
神ー的

て一恥

勅物台帳泊

動物の一時保筐契約の一部変更契約書

平成 年 ）） 日、 4’9兵窟県南祁地安勅物救援本部9と乙'

の問に締結した動物の一叶保管梵約の一部を次のとおり変史する契約を締結するJ

~ー）と

第2条第 l項「契約朋問は、契約締結Hから l力91問し平成 年 月 日］とする。．を

「契約期間は｀契約紺桔日から平成 年 月 日までとすか」に改めるs

第2粂第 2項及び第 3項を削る，

この契約の成ヤを証するため、小吾 2通を作成し、甲、乙記名押山の上、各自その l通を所持するっ

平成 年 JI ロ
甲兵●県南部地突動物救援本部

本部長 唸瑶 勝彦 而

乙住所（住民栗の住所｝

しも

〔現IL",7

＇'匹

氏名

＂ --

□ 93口



第二室資料網

入所 り^ 9」 El 

取扱

｀ 
B I9 I :-NQ 

口
所有権放棄届

ギ成 年 月 日

印志県南部地突劫物救援本部反 49 

届出者住歴．．げ

(O 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

氏名 3
 

へ，Fタ

下記の助物の所有椎を放審し、無条fl~ ▼無併にて黄小蔀に譲渡いたしますs

この勁物の取り1及いについては、すべて荘本部にお1rせし、いかなることにも今後切の要求を

しないことを申し添えます。

記

犬

猫

租類雑神

種類 [H本猫

］名削し ）年齢（ 歳~若.,,,.ど

毛色｛茶・ロ・悶..茶・斑・ページュ

性別ば~ f・丁術済・未手術＼

特記車瑣

名郎， ｝年齢’ 歳・苫•,,,.も

毛色 Cl・ラ・キジ・ゾウキン・クロ・シロ・三毛

性別，＇/・1・ 丁術済・未手術i

将記車項

その他 種類' 性別(;・午・不明）

）神ワクチン楼種（未桜稲~ 按極「 月

フィラリア＇未処●投薬 Hl 月 日，

町］不妊丁j和 II H戸未実桓l

狂犬柄予防注射t施口( !! 止狂犬抱子l'， 9去登録香刃~

LJ"□ 



第二奎自料網

平成年月日

節察署長様

届w者）t所 神戸巾中央区中'"「通 9」―旦98-33県立硲築会館内

,no,;_]』-5 5 8 3 -41 

紺峨名 兵血県南部地震動物救援本部

区 本部艮 鷲厄肱彦狐

逸走の家畜（犬、ねこ等）の取1号届についての上●吾

私は、助物愛護の9百神をもって，犬・ねこ呼の妥玩勅物の保護を目的とするポランティア団体

「兵油県南部地震動物救援木部」の代人者ですが、この度の兵序原南部地袋の発生により、所有名

が不り」になるなど、泊失物法 Iぬ逸走の家畜になったと息われる火、ねこ等を保護 1拾附し、

l !9|9J'動物救護センター＇神戸北詈昔内 9

2 二田勅物救設センター，三田著笞l付•

の2カ所で飼走しながら、 lll9次本来99吋有者に返忘してさました，

しかし、宍災後 9カ月が経過した現介でも

袢戸勁物救護センタ` ＇で大 硬、ねこ l9L、その他の助物 四

三出動物救護センターで犬 頭、ねこ 匹、その他の動物 匹

の所打者が判明せず、また江伊 E99扱いも小安定ですので、遠央物法に基づく拾袢囲を別iぐのとお

i)捉出致します，

なお、届出以後も当神戸又は三出動物救護センターにおいて三任をもって飼登し、所有者から返

速即いがあった均合は、 •l蓑（保談9 に要した経要内一切の99求することなく返遠いたします勺

□ 75こ



第二車黄料楠

「別表/

平成 年 ！J R 

紺織名 兵廂限南綿地定勁物救援本部

保哀瑞所 劫物救護センター

保護している迅失初法上の「逸走の家畜」と思われる犬、ねこ等一箆表

栢
~' 

E
勺

番

分

区 g リ＇ 性 別 色 推定年蛉訂輻等保翻時i保護瑞所，価
| 

］淋菰 lの特徴 I 

考

」-+―し＿
l 

2 

,—---—+-,―「――
3 
| 

＇ l
 

＇ l ----「―― 7―
| 

| 

犬 'I : 

l | -I 1 ←・[ | 

'' 
ね， 3

, 4 | | l,  

-ロニ―-［一 t--」＿＿|― 1 ― 
| 司三'- -i --f : . . -: 

l 

-- --
i 

-, -

t
 

[-n 

T
 

.
9
,｛ 

~
 

の

の

物

そ

他

動

ー

1
ー

1 l 
____ J __ ー←ーートーー・~

： ＿ー，

ト記9)届出苺項のすべてを存認したことを証咀しますっ

平成年月 ［［ 

所屋

氏名 丑

96 □ 



第＝室自料編

月

B

年

A

所

扱

人

取
日

D 台阪番号

誓約書：飼い・臼l取り）

兵油県南部地烹動物救援木部

神戸勅物救護センター 御,,, 平成年月 日

件祈 l~ E L 

氏名 ll 
/
9
、

私は、下記の動物を兵序県南部地需勁物救9及本部，神p勃物救没センターより引取り、再び家族

の一貝として迎え、担当獣医師の不妊手術や治存等に関する1行rドに従い、生壮未永く飼育すること

を約束します仝

しかし、やむをえず和1育9咽薙な蜆合は、貸センターまたは9日当者に返深いたします，

記

犬

猫

袖頚 i雑稀 ＂名前（

毛色［茶・白•黒·池茶・斑·ベージュ

件別 it．キ・手術済・未手術］

特記車項＼

挿類（日本19

その他

9名前[

毛色,}ラ”キジ・ゾウキン・クロ・ンロ・三毛

性り，19オ・辛・手術済・未手術l

特記享項

］年齢：

年齢

歳・若・中・老＼

成・若・中・名9

種頬， 性りJi噂・午・不』I¥

※1｝放し飼いをしないし糾 月9こ小饉丁・術を受ける 3) 月中に19人病予防注討と登鑓

を受けふ

"'ワクチン接19 〔木接稀~ 接0: JI 

フィラリア 9未処●投薬口［ 月 日）：

※不奸手術済証と狂犬病予肋注射済正の与：しを下記まで郵送してくださいぐ

n〕）不妊手）竹し ）） 

的1-1 1 

神戸市北区山円町下谷上中 兒山 神戸,1]勁物音理センター内

神戸動物救没センター迄

狂犬柄予防辻射実施□（ 月 日 i 狂犬病 f防江登緑祖号~＇

登録料¥~. 注射料¥

n} 

'" 



第二霊資料編＿ ＿＿ 

入所 年 ）） H 

取扱 A B
 
D
 

台帳番号

誓約書（里親）

兵車県南部地浜励物救援本部

神戸効物救設七ンター 碑中 平成 年 ）j 日

住所 T E L 

氏名 甜

私は、下記の動物を兵京県南部雌宍助物救援本郊・序''P動物救設セ／ターより浜＇）受け、家族の
ー貝として迎え、飼育方法や不妊手術等に朋Lて」且当者の99示に従い、生注木水く飼育することを

約束しますc

しかし、やむをえず飼育が困難な場合は、貴センターまたは担当者に返逗しますっ

また、貴センター又は担当者が返涅を要求したときは速やかに返忘すると共に、一切の経若の萌

求ばいたしません。

記―-~―--

犬

猫

種類潅栢 ｝名袖（

毛色（茶． n.黒・沖茶・斑・ページュ
性別ば・辛・手術済・未了術）

特記亨項（

械初 9口本猫

年齢＇ 歳・若・中・高

）名前（ ］年齢， 歳・若・中・老｝

毛色•，トラ・キジ・ゾウキン・ケロ・シロ・ニ毛

性別 (J．牛・手術済・未手術）

特記挙項

その他稽虹
※1］放し飼いをしない'2!

を受けるし

性9,1 （ /·j• 不明‘;

月に位I手術を受ける。 39 月中にjl：犬病 f防注射と台録

＼ ）種ワクチン按種［未接種接稚~ ［ 月 nJi不妊丁術 9 )」 Bi 
7イラリア衷処雹投薬ER 月 日―)

※小妊手術済証旦l：犬病予防庄肘済証の写しを下記まで鯰してください，

1659 -l] 

神戸巾北区山詞崎日＇生山 hl’p巾勁物笠理センター内

：`デ物救疫：夕ijJ;：；:：芍録香号ー］ 〉

[ • 96 



第＝車資料編

救誰保護台帳（犬・猫・その他〔 〕）台帳番号

依頼種類 A迷子 B一時預かり C呈親 D放柴依拍年月日

依頼の条件

H 9年月 日＿

A迷子（拾得者権利放棄〔有・無9時狛かり期閏 日 日まで 引取予定H 月 日〕＼

B一時預かり予定期問 日間！依頼種知変更 月 H : ＝〉

依頼者が必ず記入すること

戸
飼い全との続柄＇

『四話
現仕所

」

BCD飼全

こI 依頓病院及び~ ＼仕所
収容時の状況

こ視住祈 ， 
巾病院名 冤話

種類＇ 悴別雄雌体格I 毛色 年齢

＇' 

｝袋 仔若中老｝

苗釦訪無有（色 l 呼び名 ワグ|泣チい瀑〗｝i―心；；I' E約 咬癖印細
-

食車の甘固(/)希
ン接禎 不妊手術の有無 i布無--

1ヽ妊丁術 望I 手術希望依拍ロ 月 日

収容時の外儒及び疾病

1外印及び疾病1有無 1治療処副有無
外搭及び疾病名 治療処百の概要

収容後のワクチン接種不妊手術収容後は赤ボし・ルペンで記入

狂犬病予防注射 月 ロジステンパー吋 月 ヒl
-

不妊手術実施口 月 H不妊手術実施者，

結果

ア 保護糊親

イ 死亡年！」 R 

ウ 人院', ：）その他 ',9

工 飼い上へ

オ 返 返遠）JFl 月 ロ

番号 餌上氏名 電話

住所
. ---

ヵ 里 星媒月日 月 H 

否サ 且親氏名 雹話

住所

，，，呉

ニコ罹災証明書の確甜

ーゴ身分証朗書の確窃

乃 [l



第二車資料縫＿＿

動物救護センター
診療記録簿

しN 午度（

畜竹氏名 述豆刷|一― 主理
又者仕痢 - --霊 ） 

臣面I;:• 狐了 •一—’ 竺知，特已徴，― -」I年令1 年ー ・ 月i一1特III - 番-
名称 ＇初診‘|’成 年 月 H 
戸大2・中・小型体垂I - - -，距．盈~・平成 年 月 H 

―/／1 -•一—
I, / 
,: / ー 9'9’’ ／一―-―-- 9 I 

_/←I -.  --- i - - - -

I/ - - -

---／ / /// | 

ーー ア•― - - . ＿ 
9’ 9’’ l 

．． 

L□/)_ --- •一—- - - -

|／ 9’’’ ,,,/1 

'-~/ t __ ----__ 1 ___  _ 
-- ---

/ | 

/ 9'’ 打.― —- -—|—-—- - ·— 

／ 

c::. ---------1--
/／ | 

/ 9'’ ――--― 

こS ／ ~1 - - -― 
I/ 9’’ ＿． ---

/ 

，＇／ ー 9’/，9 I - 一ー.- - - -

/ 9’’ 

コ即口



第＝翠自料編

診療報告書
診僚終了後、救柔センターに届けて下さいl‘I'成 年 II 

H 

但当致医師氏名

.4 日、以下の診柑、~処爵を行いましたので報告致します)9\Q / 

台躾番号勁物稀． 病名又はキ症状 拮匿結果 じ0 犬・猫 ヮ.初.中希し

N 犬・猫 ワ•初・中・終 ,, 人・猫 ワ•初・中・終
~一

凡 火＋猫！ ワ•初，中・終 渇 ：犬・猫 ワ•初・中・終

M 犬・猫 ワ•初.中胤冬 Vc 犬・猫 ワ・ -,\JJ• 中・終
F- -

N ）し・猫 ワ•初，中・柊 Nu 犬・猫 ワ•初， 1 ［ I• 終

¥ 大・猫 iヮ屈中終 Nn 犬・術 ワ・ギJJ，中・終

Nj ）こ・狐 ，ワ・ぎ），中・柊 Nu 犬・猫 ワ•初， r ［ I• 終

----

恥 ：犬・猫 ヮネか中・終 Nn 人・猫！ ワ・-,¥JJ・ 中・終
•ー・

9a '!Z.・ 菰i ヮ危か中・終 Nu 犬・猫 ワ•初， 11l• 柊

悩 犬・ 19 '7 ，初 •,1,• 終 ¥ 大・猫 ヮ.初.中・終

＂＂ 
犬・猫 ヮ.令!J・中為{ 他 人・猫 ヮがJJ』中・終

恥 人~猫 ワ，初 •,1,• 終 M 大・猫 ヮh初.中・終

¥a 犬・猫 ヮも『中＄終 他 人・猫 ワ•初・中・終

ぶu 人~拍 ウ，初 •,1,• 終 M | iワ初.中贄

¥o 犬・猫 か初月1 終 N ヮゃか中俗:

＊注 処世粘果 ワ~ワクチン接種、初·初診 ，1」・村治療糀続中または経過99察中のもので特に症

状に変化の認められたもの 終~● R 以降治燦を要しないもの、該当するものに (•9 をつけて下

さい また、ワクチン接様・初診については翌日以降診察治療を必要とするものは「中」に、

必要の無いものには「終lにもくうをつけておいて↑さい"

術名・上症状：荊単に分かりやす（記辿して卜さい 同一の症状で治療中、経過観察中のものはn
付、台帳番号のみ記入して卜さい」

勁物訥l院への入退院について オHの入退院9

台股怖号 入院先病院名 病院へ人院・納1応から返遠！入院目的
- ~一

渇 入 l菜 返逗
-

池 人 l淀 返翌

池 入院 返棗
-. ----

喝 八 l笑 返遼

口り口



第二阜＿負料網

動物移動記録

油

勁物名ー

種如ム旦＿＿

出所日時： ＿＿年 月

猷迭氏名~

病院名~

台帳出： ＿ 9ヽ妊―「約Xiら、

人所＿＿＿年 」1__＿且取り扱い△こ瓦こ9_

＿＿＿＿＿性別呈＿主＿＿＿年齢 ＿＿＿ 

H a皿 9災-----

迎
,, , ______ _ 
TH  

移勁理由・介奸手術・＿＿上塾手術・ 丁術文誨旦＿• 生＿＿＿卜i 日

治痘、｛キな病名又はエ症状を記録9

舜所H片： ＿＿免＿ ＿凡 日 am~ pm  

.A院治療報告 通箆ぃ

入院削洵 ＿ ＿，生＿

診餅名~

検杏内容 血焙慇武・ X線検査・ Eしg＿ニェコ-0----
治僚内容 内科捺法・登度の外9ぼ琺・軽度の外科惜薩＿し毛術＿二他＿

月一 Hから ＿年 _Jl_ __ 日まで ----. 

転揉，梢報冶店・経懇＿灰秘糸・患肌照・要観察，

病院へ転院 •HI,_ __ _ 

度亡 年 19gえな嬰1>、病名又｝よ主症状を記紐

ご 82□ 



第＝雪貴料編

収容相談台帳

受付月 H 月 日 II Fl 月 日

仄名 氏名 氏名

件所 巾 区 仕所 市 区 仕所 市 区

冠話 屯話 雹話

--- -----

助物の神頚 ）こ＋猫•その他 犬・猫•その他 犬・猫•その他

承認・小承謡 承認・不承認 承認・不率品 竿認． 1.;率認

予定期問 JI R~ ！ ！ H 月 H、 月 日 月 日～ 月 口

緊忌性 なし なし なし

粋通 醤通 翡99

あり あり あり
~一

ワクチン 布， 年 JJ｝ ・無 有 l 年 月｝ ・無 有 t 年 月： ・無
.. --

7,ラ＇｝？予肪 有・無 布・無 有・無

．一

不妊手術 布・無 有・無 有・無

怜格 人に 良 良 良

台 否 否
;-------- ----

帥~1: 良 良 良

も 凸 百
-------- . ---

その他疾病

i 
＇ 

"~, 



第二奎貝料編

神戸動物救護センター日計表 (I)

年 月

日 犬 猫 そ9)他 計 延ぺ~Jl放
---- ---.. -----------------..... 

イ．南所以来の延ぺ収容頭数 i 

が前n現在0)収容即数 ； 
.. ----

新し A 所有権+IJll動物

した B 一砕預かり剃物

＜ C 所有者放菜勁物

収 画 L) 出戻i)勁物

L容物 l→計tA+B + C + I(: 
移：9Fゴ．病院ウセンター

-------. --------------------

勁 t―.．::c: 1±1ヰ七ンター
f: 
で G. ¢センダー

-------. ----

入数 2. 言| （E+ F + （； ：l 

出IたI「9I~I 所布I者不1叩1勁物 | l _」」.- 11 | | 11 11 
＇ 

-... 

て 1. 一時預かり勁物
助 ------
しS J.所布者放莱剃」物
----------

ぇ9物＇ 3.計：ll+l+J:
----

移た K. センター⇒病院

勁 r．・センター今 7m 
- ---------

で M. センターウ
-

出数 1. it iK + L+)..む
~ ~一

開所以求ダ）延ぺ収容頒数（イ＋ 1:
-- ----------- --------------. .. -----

今H現在収容頭故口＋ l+, -3 -41 

C氾二



第二車頁料網

神戸動物救護センター日言t表 (2)

年月日

＼ 犬 猫 犬 袖 その他 旨l 延ぺU)l数
-----

場 ・＼棟 /j¥ 
： 

所 B棟 ② 
-----

別 （；棟 ③ 
------

収 D ④ 

容 T 
．．  

頭 F 病院入院
~. 

数 i G そ ＂ 
他

計(A+B + C + D+ E-1'+G1 
--------

治 H 初 診

療 I ワクチン接種
＇ 

碩 J 招統治療
' ----. -

救 k 病院移勁治療 ！ 
~一

目I(「1-l+J+K)

ィ；；妊手術文施頭数 雄

雌

I' 」」.91 | , | i I il I 11 11 I 
ポ H堺り 宿 泊 者 I、 数

ラ 人 数 本1:l帰り 連旧人数 新入人数
計 延べ人設

---------

ン 1 ・ 
rli臥会貝

2 ・ 福祉協会
テ

i " ・ 欣迭 間
9, --------

4 ・ 獣医学牛

ア
5. A ＇ H T 
-----

問
6 ・ I. 1)マー

-

係 7. 一般

合計：1-3ー3+4+;＋り一↑',

「859 9 



第二室黄料編＿

被災動物保護収容頭数報告書

（ 月 前期・後期）

保柔・収容動物の区分

収 容 頭 数飼 ． 報 成 立 叫 数
上 ---. -----

剣 .i:判J明後返遠頭数

不 池施設へ移菅頭数
-

明 収容後死 L 頭数
--- -------

勁
病浣で人院治療中の頭数 l 

＇ そ の 他 | 
物

---- ----

玩 在 収 脊 頭 数 ， 
----

収 容 訓l 数

旦 栽 成 克 頭数
時 -
飼上へ返遠頭数
--- ---

預 他施設へ移管頃数：
一一 -

’’ 
禎かり中死亡頭数

- ．． 

病院で入院治療叶り）頌数
勁
そ の 他

物 坑 在 収 容 頭 救
-

王 収 容 煩 数
--

里 親 成 立 頭 数
親
飼宅引き取り返造輝［数

名
~一

他施設へ移笞頭数
---

望 預かり中死亡頭数

病院で入院治療 l1lダ）頭数
動

＇ 

．． 

そ の 他

物 現 在 収 容 狐9 数

現 1,数
： 

合 ，t 頭 数
累 計

診 燎 頭 数 現在数

＇,延頭数） 累 計

條 苓

犬 猫 その他 合 it

報告 年 月 ロ
.. &LJ 



第二章資料編

業務日誌
日付年月日

来所者名及び用件

霞話受付の内容と対応

←-
来香文古の杓容と対しも

その他

了
田
l 口 口
セ／ター長 I獣灰帥会一 柄祉協ニ

二89□ 



第＝草負料編

動物収容施設（室内）温度湿度記録簿
神戸勁物救護センター

月： nnooo PM  2 : 00 

温度 湿度 温度 湿度

1 

2 
---- -------

3 

4 
----. ~一

5 

6 

-----------

8 

， 
---

lO 
------ ~一 ----- -------

n 

l 2 

l 3 
--- --. --------

14 

l5 
. ----

lf 

" 
l8 

ー・

19' 

90 
----

2l 

22. 

23 i 
~ ~ ------------------. ---- . ------

24 ： 
25 
ー・

l 
祁
---- . --- -----

29 

28 
： 

凶
！ -----

30 
＇ 

3 l 
------

コ船二



禅戸および三田動物救護センター

における収容動物の健康カルテ

・収容被災犬および猫の加掠H数 ．． ．．．．．．． ．．．．90 

・収容被災火および猫の性別比率 ．．． ．．．．．．．． ．．s1 

・異常が品められた収容犬および茄の部位別頭数 ・ •• 92 

・収容被災Jeおよび猫の年齢別頭数 ．． ．．．．．．．．．．83 

・異常が認められるまでの日数 ・・・・・・ ・・・・・・ ••9• 

・収容被災犬および袖の人院加咲n数 ．．．．．．．．．．．95 

'• 

wLJ 



第二己臼料編

収容被災犬および猫の加療日数

神戸動物救謹センタ― | 

100olll-II重--”―…--` to 29 ̀ ) 41 69 70 81• O IOI 
"m 39ぷ).,嶋 7180 91 100 

治療日薮

400 猫

1.10 ?930 49”'e・ m.9辺 909

9 20 3940 S9心 71.日） "'•9OO 

治拒日数

1 三田動物救屈センター 1 

400 

9面

8
 

姦
禁

,oo 

゜

姦
語 'OO

＇ 

犬

,.,o "'・"', 50.,  70 ●,.90 101 

＂ハ 314n "ふr. 71ふC 91100 

治綬日数

西 猫

,,,,.,, 4100.,,o ●'.,,o, 

9 90  3140 S1SC 91和"~"”

治椋日数

1 集計データ I 

1000 犬

（神戸と三田動物救護センターのデータを合わせたもの、以下同じ）

9ヵ 猫

8
0
0
8
 
姦

’” 
”̂ 
姦

忠’”
:'” 

、ニ
1•IO ?Iっ0.91..,;I~; H 90 101 

9 9 20 31...O S1名 71初 "1.100

J a Ju 49 bu U9 90 0 99 909• 

''-"'"心 51紀 99以； a9,OO 

治預日数 治療日数

呵
'JI） 

—, 
J 



第二豆資料編

収容籾廷犬および猫の性別比率

I 神戸動物救護センター I I 三田動物救護センタ― | 

犬

辺好ti
7 蹟

犬

氾好a
16頭

a 
435 頌

去勢II
2 ill 

猫 猫

□
 

JI
頭
翌
20

1 鵡計データ I 

犬 猫

辺妊鵡

43姐
潤Ha
52 改

>/

＂ 



第二草 只料編

異常が認められた収容犬および猫の部位別頭数

| ―神戸動物救譴センタ— ___J 

犬

＂ 心懺

I 三田動物救譲センタ― I 

犬

●誓•
•• 2 ● 
Sヽ芯，．．

'3● 

●、
a9 .. 

.；闘
9C ● 

”t● 
324 ● 

胴
l

猫 猫

●● •A’ 
4なそ彎只 ヤ9 ● ’5. 四鳴＼
． 
49 4 

a •• 
39嶋

| "、集計データ I 

犬 猫

’‘ 褥い● S 鸞...● 
" "̂ハ＼し3● 

巳

見••
;,. 

9 鵡 '6霞

L 

”→ 



第二豆頁料編

収容被災犬および猫の年齢別頭数

I 神戸動物救誕センター ― --7 
犬 犬

ゴ D譲渡さnr.:.動窃

II 「 r 」1

畠

OLJ 
l゚鐵未漏 l•5鯰 6-101.t 11錢以上 不明 1朧未漏 1•5載 6-10歳 11讀以上 不明

治双日数 冶房日数

猫

200 
DIii渡された勤窃

畠100

゜"8未潟 l•5鯰 6•10鯰 11窯以上 不明

治疫日数

I 三田動物救園センタ― | 

猫

80 
〇 譲渡された動窃

的

。
4
 

姦
窟

1袋禾潟 1•5鍍 6•10鯰 11讀以上 不明

治旗日数

•Itデータ 1 

犬 猫

如「 200 
〇誼濃された動窃 I 〇 譲濃された動窃

函 r

語森 200 L n 嘉姦， 00 

l←可
100 

゜1媒未漏 1•S黛 610霰 11虚以上 不明 ＂畠未濁 1•5歳 6-10歳 11舷以上 不明

治療日数 治療日致

)'，.I LI 



第二翠責料編

異常が認められるまでの日数

神戸動物救護センター I 

300 犬

匹

森
睾

900 

鳳
゜I 10 21-00 41嶺●1.70 81 00 

1 13  31“"“”... .1•IOO 

収容後の日数

200 

姦
稟 'OO

。

猫

110,,  :lO 41•.. .1•70 RI却 909

"・"'".... b1OO 7IOO ●1 IOO 

収容後の日数

I 三田動物救設センター I 

100 

80 

゜昌
40 

印

゜U’ 109 

"”  

2930 4950 69 70 89 90 109・
31 40 9卜09 71如 91IOO 

収容後の日数

〇ヽ 猫

“° 
8
 姦

諮
90 

llU 2 ヽ•00 . ,..,,.,70 "'90,o,・
9 9 m) ：99心 ’'so 79SO "'•33 

収容後の日数

1 集計データ I 

心 l 犬
350 

300 

匹

悪姦～ 

＂゚

心 猫

L
 

＂心

姦
忘 'OO

,., 

9•10 2930 4930 U9 J0 8990 909. 

" a) 31...O S950 79SO 99,OO 。
94==  

9 9U 293) 4993 59 70 89 90 909. 
99 ?0 39“3 5、60 7＼印 999叩

収容後の日数 収容後の日数

-” 



第二豆口料編

収容被災犬および猫の入院加療日数

I 神戸動物救護センター I 1 三田動物救護センタ― | 

如、 犬 133 

,OO 、OO
9n 

g匹 g OO 
邸

43 

IOO ， 匹

丘<‘‘ 。Ill劃冒凪鵡'“----O'---“ --ム云と＝Z ーf 』 ,, 
’’ ≫ ． 

病院収容日数 病院収容日殺

函 猫 100 猫

紀

3
姦

9 紅

仁 上丑 “‘=liil -： 
病院収容日数 病院収容日数

I 纂計データ 1 

o
o
o
5
 

犬 ≫o・ 

?00 

g

g

8

 

森
窟

8
 
ー

姦
涵
,OO 

w 

。

ジ）

1、- ー 、三m~面

病院収容日数

り5

＇ 
i止— ＇ギ⇒ヽ己＝444、

病院収容日数



一時預かり・里親へのアンケート調査

●目次

妓災励物の里粗調杏雰、 ~………~~ ~ 98 

調査の拮果（グラカ 999,’999,9,’’9999  9999 い l02 

●親へのアンケート桔呆＇，コメント） ＇9 99  ]2l 

一時預けた人へのアンケー（、結果

（コメント9 l43 

兵麿県南部地震動物救援本部

―l釘



第＝章資料編

被災動物の里親調卦票

※この調企票は、当談□的窓外には使用いたしません。したか9 て、調香閲1系名以外に内容かもれ
ることはありませんので、ありのままをお答え下さいs

※設問への固谷はできるかぎり、実際に世『9し、イヌおよびネコの様［や状況にくわしい方がお各

えください。

※商杏繋は誤渡 坦につき一枚ですJ 複数の動物を追り受けた方は、胡丘票も恨数お使い l、さい，

お名前（里競） 年齢 性別 住所 TEL ＼ ＼ 

歳' 男．女

，家族構成
＇ 
飼 環境 飼 形舘

＇ 
| ' （一戸建て，集合住宅） （室内，屋外．自由）

＇ 
当センタ から引き取った勁物の種類

（イヌ．ネコ） （オス，メス）年齢（約 才｝その他：具体的に〕

--,回引き取った動物以外に勁物はいますか

イヌ： オス 匹 ネコ：オス 匹

メス 匹 メス 匹

□央―



第二嚢黄料編

設問） 当センターの被災袖如袖伽をどのようなお気持ちで引き取ろうと思いましたか。 (Mふ

｛あてはまる選択肢の番号をこ〉で囲んで下さい・ 9-，は 2つまで

1．何となく 2．何とかしなくては 3．動物が好きだから

4．かわいそうだから 5．子供1こせがまれて ,.純血神が欲しかったから

9 ．その他，•できるだけ共体的にお気持ちをお吾き下さい）

設問2 引き取られた動物を選んだ理由は何ですか。＼h[ふ

L 何となく

3 ・好きな助物種だから

5 ・かわいそうにみえたから

2 ~目が合， t， から

4 ・飼しヽやすそうだったから

6 ~純血匝だったから

,.その他9できるだけ共体的にお気持ちをお吾き下さい

' 

設問3 狂犬病予防法にもとづく盪録の有無についておたすねします。

lあてはまる選択肢を選び、（！付きのものは必要な串柄をご記人下さい｝

1 ・既に登録済みを引き取った

＇・自己登録をした［平成年月 比登録香サ

ふまだ鞘採していない滉由 ） 

設問4 不妊手術の有無について、おたすねします令

あてはまる選択肢を選ぴ1}付きのものは必要な車柄をご記入卜さい，9

i，既に手術済みを引き取った

2・ l l己負也で手術した（平成庁月 日’

ふまだ丁術ざせていない i蝉由

設問5 弓lき取った動物の硯状はどうですか。

｛あてはまる遼択腟で［ ＼付きのものは、該当する坦Hにも'-9をつけて下さい，
」・健康でいる

2，いなくな99た

3，病気である心：治療9l’, 999)未受診，,,]受診したが、都合により未治痘

i<l治療を要しない経過観寮中

※"'の楊合｀できればその99且I9 

設問 5-1く前閥で？と答えた方へ＞その理由と時期についてお答えください (SQ)

［理由について＇

l ＿逃げた

［特期について：

2・ 死亡した 3 ~譲浜した

平成 年 月 日頃

-"" 



第＝草資料編

設問5-2く前問で譲渡したと答えた方へ＞よろしかったら譲渡先を教えて下さい， ,sか
該渡先のお名前

件所

T E 9、

設問6 弓lき取った動物の状況やご感想について、下I初の車柄にお答え下さい。

｛l}引き取られた勁物はよくなれましたか，

l． はし・ 2 ・いいえ 3 ~わからない

惑氾（共体的に］ ： 

(2〉銅う上で何か問題はありましたか、

l ・ とくになかった 2 ·あ•,た 3 ・わからない

問題点｛具体的に，

93) i9回引き取られた釣物は、ご釈庭にとって、辛いでしたか。

1 ・ iよ,, '・''いえ 、3・そうとはししえない 1 ・わからない

感想項休的に）

［4)今罰、動物の浜謀について何かご苔労をかけましたか

L 苦労した 2 ▲苦労しなかぇ9た 3 ・わからない

感想 JM本的に＼

設問7 当動物センターを何でお知りになりましたかc 9¥IA9 

（あてはまる］nl答の番号をすべて/9で岡んで下さい9

L ・テレピ 2 新院 3 ・雑誌 4 ・ n伝え
5 ~団体 I具体的に

6 ~その他（共体的に

設閤8 もし当両」初寂底センターがなかったら、どうされましたか。

1．里視：こならなかったと思う

ふ他の施設を探してでも、披災勁物の王視になったと恩う

3 ・わからない

殷問 9 ごのたびの窟災に限らす、日常的に飼育できなくなった動物も含めた成犬・成猫の譲渡［こ

関する制度や、今後もこのような災害時等に際し、動物救譲センターのような施設の設国につい

て、すべての曲初kaJ目者にお考えいたださたい問題ですので、おたすねします。

｛］］今後も柔災以外でが成）、・成猫のための施設の逗営を望みますかし

1 ．望む耳•

2 ・望まない〔坪由 ） 

ふ~わからなしし

□ 9oo― 



璽二章＿貴料編 ＿ 

⑫]．J，・ 成猫の譲浪を呟みますか，

l ・望む（理'"

＇·望まない［坪•

3 ・わからない

93；成大・成猫の記度が布料である堪合はどうですか，

1 ー有料であ—9 ても望む

2ー無料が閲19,'であってほしい

S ・わからなし 9

’19 もし有科だとすると、どのような珀目を有柘こしてもよいと思いますかU

あてはまる項目の番号にすべてこ〉をつけて卜さい］

L ワクチン楼種料

2 ・小妊手数料

3 ・犬(9鈴科

4 ・保特科

5,その他頂休邸こ

（5] もし有料だとすると、どれくらい負担してもよいと思いますかぐ

辰低 「＂ 敢尚 円

伽ーHの保笠料としては、どれくらいなら負和してもよいと思いますか令

敢低 円最忘 H
 

□ 9"9二



堡二章頁料編一

設問l 被災動物をどのようなお気持ちで引き取ろうと思いましたか

犬の里親へのアンケート 何となく

何とかしなくては

勤が好己だから

かわいそうだから

子供にせがまれて

純血HD激しかったから

その他

207件

゜
100 200 

9 9 

300 

回笞59

描の里親へのアンケート Mとなく

同とかしなくて1;

細 1)りさだから

かわいそうだから

子供にせがまnて

託111l積b激しかったから

その他

゜

25件
9 , T 

40 

＠笞該

65件

60 80 

里親へのアンケー ト
（犬＋蝸）

里親へのアンケート

（犬サ面）

伺となく

伺とかしなくては

畑が好さだから

かわいそうだから

純111l擾：：ご、力つゴ~ 60件

その他—••• 101件
0 100 

272件

200 ＇ 300 

Iそのfl!i」の旦見として
1.5ょうど何か動窃を検おうと思っていた所だった 61件
2ボランティアの一買として 36件
3とても佗の人に日つてもらえそうになかったので 8ff 
4.ポランテ4ア活動をしていて1員がうつった 5件
が大千を占めました

＠答数

I(12 ・り



第二迂資料編

設問2 引き取られた動物を選んだ理由は何ですか

犬の里親へのアンケー ト 伺となく

目が合ったから

好きな動窃積だったから

鍔いやすそうだったから

%Ill積だったから

かわいそうに只えたから

その他

゜
100 

回畜数

200 

描の里親へのアンケート 伺となく

目が合ったから

好きな動加覆だったから

nいやすそうだったから
純II!!増だったから

かbいそうに見えたから

その他

゜
10 20 30 40 

49件

50 

回笞芯

匹9へのアンケート
（犬＋描）

伺となく

目が合ったから

好きな動物種だったから

飼いやすそうだったから

純lll1種だったから

かわいそうに見えたから

rその1世」の意Rとして
lとCも他の人に日つてもらえそうになかったので
2 1Jついて<nたから
3.15)愛かったから
4 ホランティアをしていて情がうつったから
5センターの人にいめらnて
6以前飼つていた駄笏に似ているから
か大半を占めました

その他

129件

(J 4件1-] 204件＇

100 200 3OO 

児
5
庄
件
泊
呻

6
3
8
5
1
1
 

◎笞故

I II3 



第二草臼料編

設問3 狂犬病予防法にもとづく登録の有無についておたすねします

犬の里親へのアンケート結果

まだ登録していない
32件

自己登録をした256件

n=392 

まだ登録していない
37件

]11>1 

犬を一時預けた人へのアンケート結果

まだ登録していない
5件

n二468

自己登録を
した36件

n=76 



第二口臼料編

設問4 不妊手術の有無について、おたすねします

犬の里親へのアンケート結果

猫の里親へのアンケート結果

里親へのアンケート結果（犬＋猫）

Ill.、

犬を一時預けた人へのアンケート結果

まだ手術を
させていない、
19件

猫を一時預けた人へのアンケート結果

まだ手術をさせCいない
1件

na26 

一時預けた人へのアンケート結果（犬＋猫）

自己負担で
手術をした
45件

n. 112 



設問5 引き取った動物の現状はどうですか

犬の里親へのアンケート結果

缶気てあ<>24件

猫の里親へのアンケート結果

広気である10件

犬を一時預けた人へのアンケート結果

病気てある5（牛

ne404 
・いしくしうた．とE石taf、
人のべ只り以r9Cいくしのののわ）
裏：”r an 
llCしT. I”̀  

＂しT-'^＂

猫を一時預けた人へのアンケート結果

n-404 

’いしくじ 9k』とZ基Lふ

人の内訳（分かつCいる9‘””””
置9iた en
員亡した 1I停
鱈置しr 14" 

病気である2iキ

第二己頁料網

n=l 11 

Iし｀いいヽっ~.とa｀し，_
人の"'IR（分かつているも＂のの⇔'
』9t、 3"
テLL,9し 7R
....した 4件

n-30 

’いしくし •9た」と克否し9、

人の内駅 1分か9Cいるf””””’’
印 Ir o 
免ごしと l" 霞..,,,'"

里親へのアンケート結果（犬＋猫）

病気である2911

一時預けた人へのアンケート結果（犬＋liii)

病気'Cある12f牛

n,515 

,し “̀“Jf:』々口；；し：`
人""'''”,....,てい，，（A如 h:
』9に '"1
死Cしと 24¢ 

鑢量した R`n 

祐気てある4l件

n-674 

“” 

い(;く(:9'-』>tl;<,/、
人のri.,勺オm_？ら,,,し〇つ，，9,.，
叩19e 9a斗
外こし．＇ ふか4
鴻暑し'_ m•9 

n lS9 

'・"・い3↓・」!Jと曰吝9,：.
人，，＂i 49t• •ノて＇-‘〇\,つののみ9
追ブr， Jな
ltC:した 8q 
譲裏1．た 5勺



第二臼臼料編

設問6 引き取られた動物の状況やこ感想について、おたすねします

(l) 引き取られた動物は良くなられましたか

犬の里親へのアンケート結果 犬を一時預けた人へのアンケート結果

n 400 n二90

猫の里親へのアンケート結果 猫を一時預けた人へのアンケート結果

わからない わからない
3件

＂ヰ

n.132 n•27 

里親へのアンケート結果（犬猫） 一時預けた人へのアンケート結果（犬＋猫）

わからない
13件

nc490 

わからない
17件

わからない
4件

n 159 

/9I― 



第二迂頁料編

設問6
(2) 飼う上で何か問題はありましたか

犬の里親へのアンケート結果

わからない
3件

遜の里親へのアンケート結果

わからない
2件

n.131 

里親へのアンケート結果（犬＋描）

わからない
S件

犬を一時預けた人へのアンケート結果

わからない
1件

na90 

猫を一時預けた人へのアンケート結果

わからない

＂キ

あった
13件

n"25 

一時預けた人へのアンケート結果（犬＋猫）

わからとい

わからない
7件

I(Aヽ

あった
40件

2件

n~l 15 



第二坦白料編

設問6

(3) 今回引き取られた動物はこ家庭にとって幸いでしたか

犬の里親へのアンケート結果 犬を一時預けた人へのアンケート結渠

わからない

そうともいえない
21件

いいえ
2件

わからない
42件

そうともいえない
6件

3件

n.391 ~ n.95 

猫の里親へのアンケート結果 猫を一時預けた人へのアンケート結果

わからない わからない
11件

胃〗紐ぴ•~ 尺〗えない
3件

n 127 ~ n~29 

里親へのアンケート結果（犬＋猫） 一時預けた人へのアンケート結果 （犬＋猫）

わからない わからはい
そうともいえない 45件 14件
27件

いいえ
2件

n,486 

いいえ
4件

わからはい
59件

“” 

n=156 



第二痘頁料編

設問6
(4) 動物の譲渡について何かこ苦労をかけましたか

犬の里親へのアンケート結果

わからない
22件

苦しなかった
280件

猫の里親へのアンケート結果

わからない
7件

犬を一時預けた人へのアンケート結果

わからない
3件

¥
 

舌労した
15件

苦労しなかった
41件

n-364 n=59 

猫を一時預けた人へのアンケート結果

＼
 

苫労した
23件

苦労しなかった
85件

n~ l 15 

里親へのアンケート結果（犬＋猫）

わからない
29件

舌労しなかった
365件

一時預けた人へのアンケート結果（犬＋猫）

わからない
3件

ロ
苦労しなかった
49件

n-479 na73 

わからない
32件

台労しなかった
414件

n-552 

- /Ill [J 



第二立 白料編

設問7 当動物救護センターを何でお知りになりましたか

犬の墾親へのアンケート 犬を一碍預けた人へのアンケート結果

テレビ テレビ

瓢鸞 16C件 罰91

這此 比`

C伝え rにえ 45愕

こlii56件
糧

その池

， 

゜
50 100 "” 200 

゜
90 20 30 40 50 

回笞数 回答故

湿のmil!へのアンケート 涵を一時預けた人へのアンケート桔A

テレビ テレヒ‘

ャ n IIF l'IIII 37'1 !!'1111 

n& ù 

ロ伝え Iつにえ

匹 叩

その忙 その咆
T,  

゜
10 ぬ 30 “ ゜

2 4 6 8 10 12 

回笞致 回笞数

!ll瑣へのアンケート（犬＋描） 一謁預けた人へのアングート紀央（犬＋涵）

;レビ テレビ

11111 197<; 日鸞

n込 這こ

:,ヒス CGえ 55な

竺体 コ悼

その四 tの霞

邸
ヤ

＇ 
， 

゜
100 

゜
10 20 30 40 sc 60 

回否改

＇ I 
I 
回答数

テレピ 203't r団体J. ［その‘合」のコメント1“印9と一鵠険lプを1つ1こまとめた

奇臼 J ?4が9 I 員体駄な団伍名 231 !!t大'i学送＂的所会 言
ll.t- J蕊件 I 4 動窃只讀B会 4件

員体的なその他 1 知り合いの出辰討や動窃訊院の記12介f= 

こはえ J 168., -I 2 ラポシオ
3 ランティアをしていた 9f.> 
4. 霜Uでをい合りせた 6件

団に 一 Ia~a- 5. センターの応を過った 5停

その諭

゜
100 200 300 

I 111 



第二塁ー資料編

設問8 もし当動物救護センターがなかったらどうされましたか

犬の里親へのアンケート結果

n 392 

猫の里親へのアンケート結果

n=128 

里親へのアンケート結果（犬＋猫）

犬を一時預けた人へのアンケート結梨

”冑1こ，，つ“かったと恵う 2叶

心の胄塁e"して
てし’”'こな9，，
ト?35件

n-46 

猫を一時預けた人へのアンケート結果

ollIJ,9ら1.“9.，,,と烹う I件

n=13 

一時預けた人へのアンケート結果（犬＋猫）

//? [ 

竺籟、99ぶ '”9)；C,.，34 
mの鯰設を9して
でも鸞＂＇ Jなっr
,/;'I!ぅ 7件

n-59 



第二哀臼料網

設問9 災害時、および日常的な救謳センターの設四についておたすねします

(l)今後も（震災以外でも）成犬、成猫の譲渡のための施設の運営を望みますか

犬の里親へのアンケート結果

門まない
17件こ

n二397

猫の里親へのアンケート結果

わからない
7件

望まない
6件

n-130 

犬を一時預けた人へのアンケート結果

s
 n,113 

描を一時預けた人へのアンケート結果

n,31 

里親へのアンケート結果（犬＋猫）

臼まない
23件

一時預けた人へのアンケート結果（犬＋猫）

望まない
611 

n-144 

I I 9 



設問9
(2) 成犬、成猫の譲渡を望みますか
犬の里親へのアンケート結果

n:383 

猫の里親へのアンケート結果

n-119 

第二蛍頁料編

犬を一時預けた人へのアンケート結果

猫を一時預けた人へのアンケート結果

里親へのアンケート結果（犬＋猫） 一時預けた人へのアンケート結央 （犬＋猫）

1/4 



第二意臼料編

設問9
(3) 成犬、成猫の譲渡が有料である場合はどうしますか

犬の里親になった人へのアンケート結果

胃料が棟jlJであって欲しい
216件

猫の里親になった人へのアンケート結果

里親へのアンケート結果（犬＋猫）

需村が原則であって欲しい
277件

犬を一時預けた人へのアンケート結果

猫を一時預けた人へのアンケート結渠

一時預けた人へのアンケート結果（犬＋猫）

l "' 



第二童臼料届

設問9
(4)もし有料だとするとどのような項目を有料にしてもいいとおもいますか

犬の里親へのアンケート結果 犬を一時預Xけた人へのアンケート結果

3uり 1 ワクチン畏H・4 IUi 1 ワクチン罹UM
2 スH手術4 2 アサ手卯1
3犬gg4

8?-•i 
3ズgUI1

‘"iifi 9仮eヽ』
5 その ； その

月 § 

2 3 4 5 2 3 4 5 

描の里観へのアンケート区奥 描を一時預けた人へのアンケート話果

80- 1 ワクチン畏l,.，

3}-
1 ワクチン罹袷U

2 不だf{I、 1 不社射•，:K
3大tuI. 3犬giiト
4匹 It 9 ?Rト
5 そのに i そのり

月4(l;● I● |.剛ヽ § 
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設問9
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第＝□＿責料編
設問9
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設問9
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一日1/)保管料として19,どれくらいなら負担しても良いと思いますか
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第＝奎肖料編

里親へのアンケート結果

設問6-1犬
・ i9れてきたnから1本調がぐんと良くなった

・半年は祐ち●かなかったが、今9“合も者い

ている

・よく躾されており助かりました

，新しい棗塊になれるなど時間がかかった

・すばらしい！色の良さと、 9区惜をし被災によ

る心の痛手がなければ山し分無い犬でした

が近隣の塔境さえよければその1伍も徐々に

消えたと思います

. l年ほどはおどおどしていた

•前の飼い上のしつげがよかったのでは

• 9llれてぎたと思うが、こちらの指示が通じ

ないことがあります

・当初おぴえがひどく、大変だった

・家族全目がよく噛まれ、今でもあまり近ぶ

りません

. 3ヵ月問ほど9llれなかった

•名前を呼ぶでも来ない

・非常になついてかわいがられた

・ポール遥びをよくする

．散歩中に離れ、捕まえようとして噛まれた

今ではすっか，'1襄いている

・棗初はおびえていましたが、今では掛Iれま

した

・馴れつつある

・廿えるようになった

•最初は遠唸して吠えませんでした

・家族以外の人にも愛想が良い

・完令になれるまで 2-3）月かかりました

それ以降は求族や親類欠'人にもなれ、かわ

いがられま l-?

・プラ 9 シングやH渠をさすとき、今でもう

なります

・ 1ヵ月問は全然なつかなかった 今はすご

□ 999 □ 

く人1喪っこい

，もらった直後から甘えて、屎りの車の中で

も受想を枷i）まいた

・荒初から摂いていました

・ i9れてきた口からよくなついた

・嗚（同荻が多いので完全になしんだとは言

えない

，以前の飼い主の記憶等のせいか、十分に順

応しない点がある

，当初はしょつもゅう逃亡していた

，時間がかかったが、凱れた

・やっと、かわいいと恩うようになった

・LIえる様になりました 散歩では異性犬と

よく遊び、その剣上にも愛想がよいです

・以前：こ男性によるいじめがあったのか、上

人に対して？ばな程の恐怖惑を持ち、恨れ

る様子がないが、私や娘に対してはすっか

り懐いている

．敢初の L週間は伯をむきだして怒っていた

今はもう何仔も前からいるように柑る舞っ

ている

・長牛ささせようと恩った

・家族とともに生活している

・引き9いてよかった 劫物を飼ぇ9たことの

ない上人と子供達が特に可愛がっています

・しぐさがかわいい ごはんを食べるより造

んだ，)好き好含をしたがる

・センター9こいるときよりも人なつっこくなっ

た

・つなを放しても・ンし・てき、家がわかる

•とてもかしこ (I憂しいが百に 1叔惑で吠えた

り丞えたりする

• 91れるのに約 HJIかかりました

・家族の一貝として疫食をlt1こじCいる

・目にチ 9夕をおこし、時々オドオドしてし・



たが、すっかり治りました

・ i忌もすると嗚きながらしつばを振り再ぶ

夕食時には日夕敷に 9か，．てくる

・舌うことを良く岡＜

・よく飼キの言うことを聞く、哀くて物党え

がよい

・I廷や逍格できちんとついてくる

•よく懐れたが、屈病な性格な卜に地哀の

餃99証かしぇーぽをよく知ってむしゃぶりつ

いてくる様iiまなく、喜んでいてもすぐに

物陰に記れる

・思ったよりすぐに恨れてきた もう｛，j庁も

いるような釦で辺所でも勅物好きの人達の

人気名です

・少々がさつですが、とてもかわいい否犬1こ

なっています

・前の位］エが上手に躾げた所為かとても楽で

した

・家族の 貝と木人も屈っており、ロープな

しでも散歩でき、中でもすぐに栞り込む

・品初から人用が好きだったのでとてもうま

くいってしヽ ます

・すごくなついている（他lO

~南演れたが、いまだに悦士したり、呼んで

も横をすりぬItたりする

・米たときには下痢や食欲がなく元気もなかっ

たが、 2選問ほどで1月9Lてきた

・c.HJIは吠える声も少なく、愈車も少

なく、物音1こ敏感だったが、今は憐れてい

る

・見知らぬ人を恐がる

・甘える

・柵越しにお見合いさせ 1週間で他の犬 2匹

と一緒9こ飼つな

・既に躾られていたので扱いやすかった

・届宅すのと必ず出迎えにき、他の犬とも仲

がししい

'"" 

第皐黄料編

・よく遊応よく廿える

・腹をみせる、風呂に 紺に入る

・わがまま

•おとなしい

•おとない＼恨れた、かわし 9 い

，恐がってい！坦ふが可愛が只いえ

・話が伝わる

・ •慣れたが番犬にならない

・舌うことを閉くようにな9 た

・犬9準が前らなかった

・徐々に祐もつ99た

・ l辿閾はどで落ち活い!,

9,lいこ乗りたがる、 コースヘ化て走り回ヽって

いる

~元気すぎて速しいような悲しいような

・朱たそのnからなついた

・とても後しい頑になりました

・家族と 肴行の明よ吠えない

・咬も

・人になつかない

•イ991に対しても恐批心を抱く

・店難咬み癖

．吠える

・私の姿が見えるのを確認している 雖19の

ためかHで見て確認しているように思える

・とても元気になり食欲旺盛

・呼ぷとすぐ来る 1必をついてくる 言うこ

とをよ（きく

・始めは大変おびえており水1まかり飲んでい

たので、家0Mi'で2~ 3週間飼た後、屋

外に出した

，初めから家族の誰とでも散歩にいき、傍1こ

木て廿え

・ 1ヵ月日に声が出るようになる つながれ

るのが鎌男廿苫丁 口に放感

・ 1几U もうまくいって、ほっとしてい

る 家族に刃向かうことはない



▼すっかり家族の 貝ですイ，1年も前から件

人という8月をして生活しています 他 1)

・飼育方法を本毎で学び行99ている

・家族の 比こな•,ている

・やさしすぎ、他人を見ても吠えない

・おとなしく良く懐いている

・ぷ比令良によくなついている 夜放してい

てもちゃんと戻ってきて犬小屋で漑ていま

す

・すぐ9こ病気になったのでしばらく家のなか

に入れていたのですが喋培が変わって戸惑っ

てしまったのかもしれません

＂特に上人に慄いている

・最初のころよく吠えた 神経習で1ほ約なの

であつかいにくし刈 ともあったが、

今は恨れた

~ 「あまえた lで叱るとすぐいじける件格で

す 披災したせいか来た当時はカミが）や

大きい百 に敏惑で怖がって走し）回ること

があった

・当初は 力））問声が出ず、嗚くことの出＊

ない／なのか大変心配した

~家の人と他人との区別が出米ない

・甘えすき

・引き取った叶からすでにオスワリ、オテ、

オカワ 1）などをちゃんとしこまれていた

・救護センターにいたときと比べて飼い）J¢

Hになった

・脱走しても化す家に特，，てくる

・人変かしこく、従順けなげ、チャーミン

ゲ

・佃を考えているのか良くわからない

~犬は飼•,たことがなくどうしつけていいか

わからず、成）こで来た告1にはなついている

と思う

・現在25kgですが凡仕犬[8迎、 9歳）には

H笛いているようです

l」{23-

第＝車育料縮

・ぺ弓ンダにばるので、 トイレの叶に抱きか

かえると最初は怒，，たが、今は証 i家族 9

が剌をし てもおこらなくなった i咬まな

いl

・いい子です 7ードは9分に与えているの

に英便を食べます

・かわいいけどわがまま

・日に入れても痛くない程かわいい』常によ

い大である

・とても累止な子で 3週間程で末本的なこと

9よ躾られと

・以前からいるl9とも1巾良くしてくれるため

助かっている

•よく言うことを長『き以前からいるイスとも

仲良くしています

・鎮を外しているが知らない人以外吠えない

・小さい子供9こ9llれなかった

設問6-l猫
・速れて昂••たときはおぴえる時もあ •3 たが、

人．判にすごく懐いています

・娘とー諸に荘ている

・大人の猫なので特にりけることなくトイレ

もツメ研ざも干＜馴れた

• 99,'の飼キが抱かなかったのか、独られるの

を非常に嫌がります それによ (l柑みます

しかし 徐々に馴lれてきています

．1ヵ月ほとです・うか，，打ち舒けた 9他2¥ 

・病院にいてもかわいそうなのでこれから田

禄を探します

.,,,))ほど他の人に屈iれるが）にかかった

・すこし神舒筵のようでしたが、すくに99れ

ました

・昂初はかげの方にしていたのが 1年たった

今では家に号ってくると玄関で待9えたり、

紐に 9さるようになった

・しんどくてもごみごろしていて可愛い



・今や家族に一月です

・名前を9げんでも叶々わからなくなる ひと

みしりをする

•今まで飼った糀のなかで 番馴れた様に恩

ぅ

・ 1週問ほど孤立していたが、今で・ま大変iこ

慄いている

・米て 2、 3 Rで恨れた＇｛也 4)

・ 緒：こ寝ている

・他の 2匹とも{9よくて人なつっこくて可愛

し>

，舟に一番なついている

・元々、人間になつかない状態のものを、敢

えてもらってきたので哨気になるli,'になっ

かせたかった

・什与から！吾ると足回りにじゃれつき餌をね

だる 夜は一緒に寝る 名前を呼ぶと振り

返る

・)、変符聞がかかりました 以前築団で飼育

されていたとのことでしたが、とても人に

飼われていたと思えないほど狂品でした

~すぐにいままで迅しこた191こなれなかよくし

てい史す この（もやさしい子なので育て

やすくとてもよかったと惑謝しています

・おとなしい猫なのでよほどのことがない限

，Jリ9きません でも、目や態度で何を戸い

たいのか1"1をして欲しいのかわかります

・前の剣い王の話からすると、前の飼い上よ

りなれている様子

・里視になってくれる人が決ま 9 ていたので

短い間でしたかとても人なっ，、こい子でし

た

~子lllから育てたせいか付格もよくわかり、

とても可愛いです もら’‘てよかった

・ごろごろしてる 餌ときにすりすりする

・ひざ＇の上でよく iるた

・l人や娘達にはよく懐きましたが私にはあ

□ 924― 
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まり恨きません むしろ恐がっています

・引き収った当時：よ整戒心が強かったが、今

では家族令貝に9llれた

・引き取った当時に比ぺると大分閥れた様だ

が、人に触られるのはいやなようだ 甘え

声をだし たり、すり寄って来たりはして

くるが、丁を出すと逃げる

・家庭でn」愛がられ、自分のお気に入りの場

所も見1」け、快適な生活を楽Lんでいるよ

うです

・巌初は全くびくびくしていた 寝ながらも

ピクンという感じ 今は家のりを我物娯

・猫が右くなかった 地定のショ 9クで令lI舒

度になった

・気ままに家の「l'で生活をしている 昼：よ19

し入れの中、孜9ま私の布団の上、押し入れ

のふすま はすたずたになった

・なかなか甘えてくれず抱かせてくれなか9

たが最近：こな •9 て抱いてあげられた

・Iヵ月ほどでゴロゴロ嗚（ほど馴lれました

・ 1ヵ月ほどでよくなついた

・昂初はとてもきつかったのですが、もとも

といる猫とも屈ll れてがんば•9 てくれてます

今はと てもf目和されているみたいでう

れしいです

．猫雌2、3ヵ月9よ嗚いて困りました

・引き取り後3カ）1ぐらいは落ち者かなかっ

た 9下痢をよくした9 現什は非常に惜れ

て＂ る
・品初から人なつっこくて、なれた

・センターにいるとき以 lにかわいくなった

今まで見た描の「hで一番性格のいい39だっ

たのに~

•もともと怖が 9）で今でも少し馴れない〖およ

ある ,.,.こさせているが外へ出ようとし

ない

・人恨れじごいるが名前をl呼んでも"分のこ



ととは思わない

，多頭詞いに臥llれていたようなので、もとも

と家にいる小さいほうのチをかわいがって

くれて、なめてあげた 1)していました

・閥れてきているが定哭後9こ怖い息いをした

のか、とても用心深い

~教えもしないのに｝イレを,·,分からするよ

うになった 爪も切らせてくれるし~遥は

絶対にかかない、こんなにかしこい猫は 2

度といないと恩っている は這1呂は誼い

だけど＇,

・全くいし＼ fになった

・家のなかで忌れてる

・かわいくてIL)Jがない

・ものすご（甘えん」方でゃんもゃさんです

・年齢的にあまりなつかない

設問6-2犬
•前から飼っている大と相性が品芯’9 った

・元気すぎて辻岡されそうです

・吠え声が人きいので隣りに気がねした

・連れて1忌ってすぐに下拍）をした

・下半身不l通のため散歩や他の火とのつなが

り

. 4l常に神紆臼

・地震を息わせる音と被災による何らかの恐

怖心を屈わせるとき吠えやまず侵しくなで

たり散歩に出たりした

·引き取り後•••度逃げ出した

・恐がりのためよくなく

・散歩の時力が強いので人変です

•以前から肘•)ている犬との折合いが悪くそ

れを矮正するのに苦労した

.,屯みついた•他））

·~む吠える

• 3ヵ月問ほど翡れなく、噛みつかれた

．）しが大きくなり廻りの人達と気まずくなり

仁 929□ 
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引っ越しました

・食べ物、性格、 ・Jわれていた状況が令く判

らない

．1ヵ月近く餌も思うように食べなかった

．栢神的に不安なのか、誰かがいないと吠え

てばかりだ・9た 室いで飼・うようにしたら

沼ち菩いてきた

・無駄嗚さ・夜嗚きをした

・啄族が家を出入りするたび9こひどい吠えh

をする 外を通る人に向かってひど（吠え

るので怒嗚られたり、様みをいわれる

・大きな声で明から暗くので困った

•以前空内で飼われていたのか、外で飼うの

に苦労した よく嗚いた

・址了家庭で育てられたせいか、閃性が嫌い

とのことで主人になじむのに時間かかかり

ました

・予防捺神などに経済的に大変だった

．令てのことにおびえたままの状態が長（絞

いていたので根気のいることが多かった

·釈けのなっていない 1で、食へ物を持•ベ

いくと飛ぴかかるなど今も注怠が必要です

・下痢をしやす<.，.隣と肝械が悪く、合う

食串を見つけるのに告労した

・址同士のケンカ

・股初何も食ぺなかった 何が好きか判らず

..，た
•あまり表梢のない犬だったので91れるか心

配だった

•もらったときに風利をひいていて私たちに

ぱ判らなくて病院に行くのが遅れました

もっとき ちんと活を閲けばよか•，たと思

しヽ ます

•長い旅行が化来なか•，た

・甘えるだけで、他人が来ても吠えず、岱犬

にならない 9}｛屯の躾けができていない

・飼い始めのころ、夜中にずっと速吠えして



こまく9た

曹その後の余妥や救急にすぐ反応し、嗚き続

ける 今9よ落ち芍いている

・散歩に連れだすのが大変で苦労しました

今は大分版れました

・遇保熙99犬だったのか何阿か噛まれた

・ 1ヵ月程度卜呵が続いた

・家の中で飼われていたらしく、外ではよく

吠えて大変だった

•とても怖が,,で人のざわめき、車の名など

が駄目です

・散歩 9こ苫労している

•初めはストレスからか、嗚きやまずうなっ

たりもしていた

• 91使排尿のコントロールができず｀イ，1回も

散歩に連れ出した

・当初特いてばかりでうるさく、系族にも臥ll

れなかった

・元気が良すぎて朝晩の散歩が大変だ

・引き収り後、何Inlも発作入院を繰り返し

た

•他人にすぐに吠えつく

・食串をとらなくて困った

・人間不信、特に男の人に恐怖惑があって逃

げ怒う

・先仕猫と激しくケンカした

・家族にはとても恨れてよいのですか、他の

犬と仲良くできません 闘争心が強く、特

に近所の一μLだけはケンカをして伍を追わ

せました

• 2ヵ月ほど乳が，.,て大変だっtこ

・幼大のサに使19きがひどく、近所に迷惑に

なるために抱いて夜を過ごし、とても大変

だったが、 l年経ち、今はよい子です

・食べ物にこだわる F 9グフードを嫌いl会I

類を好む

・以前から飼っている大となかが悪い

口9269 9 

第＝章黄料編

・夜になると其杏してうなり声をあげ、器れ

たり点i1易した

・もらった犬が強く、前からの大が柏神的に

かわいそうな車をした

・定期的に散歩に連れていけなかった

．何をいってもわからなか，•た

•以曲は空内で剣われていたようなので慣れ

てくれるか心配だった

・トイレが宜えられない

・排便II店（を部足のあもこちでする

・気性が荒い、よく咽みつく

▼散歩中放すと泥水を飲んだ1)i1と水で体をiら

したり他の）訊9蕊を体になすり付けて体を

洗うのに1且訊がかかった

・ lヵ月和卜痢が続き、病院に行ったり、食

車を変えた 99人変でした

•初め 1よ立欲がなく、一言も声を出さなくも’

どくび（びくした様子であっ｝

・LIえん坊でひとりになると寂しがる

・数力月問元刻に造吠えをしと 現布はない

・世活の出来るのが一人だったので

．卑に酔う

・よく吠えるので近所に耐’1にいった

・よく嗚いていたので隣の人が怒ヽってきた

•よく頃いていた 9他 3

・夜,,りこよく嗚いた 1他1,

・使の躾けに苦労した 現在ひとりで留守番

しているので！廿ってくると何か忠さをして

います

・屋外で放し館いをしたが、植木や建物を噛

み切った

・以前からいる大とのr,、足内での Iイレの
しつけ

・けんか

・食糾アレルギー

・録れて物を壊す

・食ぺ物を勝手に食ぺてしまう



第＝奎負料罐

・おとなしくとても飼いやすい

會落ち者きが無い

~人：こ咬みつく

・柵を高くしても乗り越える、散歩をよくね

だる

．恨れるまで他の勃物や人を攻にする傾向が

あった

・食卓を仕ぺない

會小屋の甘心地が悪かった

~家族の反対｀餌をすぐ胞きる

・よく吠える

・既にいた大との伸

・トイレの朕遥幻

・近所から苫惜の竜話を受けた

• 9919剥離

•物を壊す、動物をサ l .，曲る、ガツガツ立べ

る

・性格が陪らなかった

・食負

・番犬にならない（他 1: 

・アレルギー

，逃亡

・近所迷惑、睦眠不足

．咬むため、こちらも警戒する

・咬み癖

・幾を追い回した

・窮気ばかりした 屈吐、元気がなかった

・火がこわい 火小屋に入らない

・通行人に吠える

・目が小自由なので怪我を心91した

・声がでない 屈外、鎖が採

・散歩中、気に人らない大にすごい葵いで吠

えかかる

・既にわが家にいる雄の）辺が9みにいきます

庭も半分に分けています

・団地なので同りの必惑

・ぉぴえがひどく、番犬になればよいと思っ

たがそうではなか,,た

・初めのころ食串中人を咄むことがあった

，先に犬がいたことで父親と窓見があわなかっ

た

・トイレの躾ができていないためいまでも大

変困 99ています

・飼っていた猫が1μJじような症状で火がL<

な，-て一遺問没どして亡くなりました

，なつかない よく逃げる なかなか捕まら

ない

・たぶん外で剣っていた犬らしく、最初は家

かl'でおしっこをすることがあったが、か

しこい［ なので今はしない

・元々いたたがやきもちをやいた i｝した

・炭切たろう [L38番）を鎌っていた

・村9木や鉢梱えをほとんど壊された

，恨れる前はZ戒心がつよかった

，家から勝手に出ていくことが多かった

，発惜期によくり9（ 悦士する

・おぴえがひとくそれをはどいてあげるのに

時問がかか9うた

・トイレのIIll坦 Lつけが出来ていない］変

な咳をしていた［1ヵ月ほどで飢りました］

・よく吠える

・過酷な中を牛き抜いただけあ99て、とにか

く元気、とても阻い

▼ガレージにせる犬と猫：こ怒る その他はな

し

・当初非常におびえた様子だった

・やきもちやき 迫ぼえが激しい

・引き取りた時にはまだ家が冶建出来てない

ため、後の期間が困った・試行錨説はあっ

た

・回虫が寄牛し弱っていた

・室内飼育をした 9ミめ排尿のしつけに苫労し

てます 1也人のイスに時々喧陥をしかけま

す ネコ を追いかけました現11は大分

-／ 
『
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ましになりました

，初め，牙をむいて噛んだりした

，病気をよくする

・臼共に噛みつき、白 ようになっ

た

設悶6-2猫
，皮●病9よ2ヵ月程で治ったが自分の毛をむ

しる注がついてしまった

，よく暉んだ

，牡猫がいたのでうまく行くか心配だった

・とても恐がりで、神経質だった

，春先：こ家中にスプレーして大変だ，、た

・排尿排便を食岱や水9、れにしてしまう

，カンズメ以外のものを与えると吐いてしま

う 溺い所が好きなので上の方の人形等を

落としてしまう

・先に飼っていた茄をいじめるときがある

大きなもに19病

，ぷ在の特に世話が遅れた

・F.)，9}しーミングをいやがる

，初めの i9;）1問下痢が続ゃヽ た

・ I，i分の婿りが遅い時が可哀相

・既にいた猫と仲

，俣性皮）汁炎

，下痢，丘餌制双，肱話

，前から熊］9 ていたことの折り合9,

．舟：よ勁物を1伯が9)部屋でかうことを婢がっ

た

，健康状態には問題がないということで浬れ

てきたが，猫のエイズのようであ，tた 少

し納得がいかない

，病気がちで非常な寒がり 多尿で、 トイレ

の砂をかき，，・す 餅と水をこぼしては要求

する

，品の去野済みと言われていたのに 9月に出

産，｝ l9し）、常沢先生他、 9斤長さん等とご

相談したにも関わらず、木部に相談するの

第二奎責料編--

で返字はrかって欲しいとのことでしたが、

返率はいただけませんでした

・飼い始めたころは昭いところに賠れて出て

こなくて餌も食べなかった

・ -fを叱まれて1船 tーがり入院してしまった

・早期の段階で全（気i-1かなか991，

~よく怪我をして柵ってくる！ケンカばしな

いが＼ので心配です

・他の猫とケンカした

~品初はなにも食べず、 トイレをカーペット

の上でした

・回虫が他の 2頭の描にも伝染してしまいま

した それから、今は洛ち芦きましたが、

猫のテリトリー，，いが激しく大変でした

・棗初は101度も外の猫に反応して大声で嗚い

た i今は違う｝品近ぱ少しにおいつけを

すること

・人間を信じて無いみたいで、ずぇ＇とおびえ

ていた

・すでにいる猫との仲が速（．ケンカをしな

いように注窟を払う点

・皮膚病があったため他のj99こうつったため

柏痘が大変だった

「＇誌 □

．伺即こ頂いた191こ皮肘病があったためうつっ

た

・マンションということ トイレがなかなか

うまくできない

・ 時家山 3 匹の臼共ととも 1こ 99.• てきま

した

•それまで銅・っていた他の猫・複数）によく

いじめられている

•他の猫と合わなかった

・他の一緒に引き取った猫と折り合いがあわ

ない

・苔通の牛活体験がとほしいのかストレスな

のかも＼もや鉛等などを宜ぺた 火を恐がら

ない



・性格がものすごくきつく、他の猫と合わず

別の部尽に入れてある

・家族的にあま，)猫は好きでないから世話が

大変です

•iiりから飼っている猫とすごくはなかよくな

らなかった

設問6-3犬
・委災を身近に惑じるようになった

・番犬になっています i他2} 

・心にかける生き物がいることはいいことだ

し、紺晩の散歩9ま冬l9はつらいこともある

が、健康 に良く、楽しそうな様子を兄る

のがうれしい

・人の竹格を見て、 （供たちに百任悪が出て

きました

・牧歩で遥勁不足の解9月にな，,ている

・番犬の代わりになった

・家の中が明る（なった、慰めになる 被災

した版しい状況の中では人も勁物も1叶じで

ある 生きるための前向きな努力を教えて

くれた

・舟ってくると屯っぱをちぎれんばかりに揉，'

て迎えてくれる

・子犬から来たのでよくなれている

・わか家の名カウンセラーです

・上人が会社に閉かけた後、一人になっても

淋しくない

一人にすぐに吠えて飛びかかろうとする 家

に人りたがる

・今まで以上に）e関係9)友達が増えました
◆ F1番代わりになる

4 毎Hの散歩が大変ですが、速勁不足の解泊

になり、 またr供のよい遊ひ相手9こなって
います

◆規91I正しい生活ができるようになり、家の

中が凪ぺやかになりました また、家族の芸

□ i29 L 

第二室貝柱緬＿

話もより増えたように恩います

・家族が増えたし大の散歩が健康につながっ

ている

・見た目、恐いみたいなので番犬になる

・引き取·•た献後に前から餌っていた犬が突

然死に．ンョックでしたが、チ供にとって

ぱ今回のたがいたのが悲しみを忘れさせる

為によかったと恩います

・射●9ナや性格の璃正に手がかかる・子供も人

入も心が和みます

．散歩のおかげでずいぶんスリムになり、院

点になった

•高暉圧の低が散歩のために血圧が下がった

•以前に剣っていた犬が死に、とても淋しかっ

たが、今の犬を引き取り大変助けられまし

た

・以育（飼っていだたが1年前になくなりまし

た このたが来るまで皆の力が抜けたよう

な牛活で したが、この犬が来てから家の

中が明るくなり、皆が生き生きしました

．訊題の中心になった

・ストレス酪消となります

・ （供たちの震災後の不安な気持ちを犬とじゃ

れあうことでストレス解消になった

・震災で洛ち込んだ気持ちを救ってくれた

t更しい気持ちになれる 見ているだけでホノ

とする

・朝の嗚き声で皆起きます 家中明るくなり

ました

・子供がとても喜び、動物をかわいがること

によって家族の絆も強くなった

•よく嗚（ので、家族で心配している

・娘達か楽しむ懐会が培えたこと

・近所のアイドルで、病弱なおじいちゃんの

横嫌がよくなります

・手問がかかる

・震災について大いに考えさせられた



塁二章黄料耀

・苦しむのをみて、 つらい日々もありました

・子供が枯婚したので文婦二人だけの寂しい

叶活に拘いを与えてくれる

・頑な心を開かせ、少しずつ体力がつき毛並

みがよくなり）、,,ていく¢況

犬が刺激

由へ行

恩います

忍

されて以前より冗気になった

・先仕猫とケンカしたので引き取ったj11こ申

し糾なかった

・行動で神戸にl紡りできたこと ［教育＼

・大の骰歩を兼ね、家族令貝の迷勁不足解泊、

また、夫婦で弁当を持ら大とともに休日に

（同数も増えてとてもよかったと

・この1止で一番愛している）ゞの役に立つこと

・よ私と家族にとってとてもキせなことた

．誰にでもなつくので近所の人；ーもかわいが

られています

・性格のよい明るい子で近所でも人気名です

生活にハリが山て飼•,てよかうたと思って

しします

・つらいことや嫌なことがあると犬と遊びな

ぐさめてもらっている

てよい

えた

分が落も希(

・船駄吠えもなく、

政はみんなにとっ

逗刻になっている

・とても人になつきい（が増えた様に梨しい

・ U9きかで近所から苦惜

曹犬が好きになり迎解が深まった

ー最初は不安そうで心配でしたが、徐々にこ

ららを信頓してくれるようになりうれしい

です

・たの為にといいながら枯措家族がいろんな

窓林で他強させられる所があります

~人の散歩が n 課となり、遥動する桟会が堵

人がのんぴり寝ているのを見ると気

かと戸って番）こになる程

度は1)：えてくれますし、 it代のいない我家

にとって＇ま子供の代わ｝｝をしてくれて毎日

が楽しい

・家族の一貝in立場とな・っている

．散歩に出掛けるようにな・ってから自然の四

手の変化を知り、

いる

です

ストレスの解郡こなって

・寝食を共にすることによ＂家庭内がとても

明るくなり、話題も増えた

・我啄の一貝になってい史す

・犬がいると寂しくないと子供たらがいって

いる

・家族とひとりとしてなくてはならない存在

子育てしているようで楽しみも仕し

みもあります

~かけがえのない存／9です

~会話が少なくなりかけた荘に犬が求ると犬

を辿じて会活がはずむようになった

·飢っていた大の念~クしの淋しさがまぎれた

・文姉＿人で話もなかったが、大が来てから

楽しい恩いをしています

・以前飼っていた犬がLくなり淋しかったの

で

．哀災で落ち込んだ環を本当に見tめてくれ

た

・会社のみんなにn／妥がられなごんだ

• 4カll目に発病し丁術も繰り返しなので経

済的•こかなりのi1世tーった

・番人として役に立っている

・里親探しの一時預かりのため

．散歩が必要で、私自身の健応こ良か99た

・犬が好き

・父が犬嫌い

．既にいた大と f想以上に仲がいい

..族の 届になった

．泳私のコミュニケーションの一助、気持ち

を落ち若かせてくれる

・家誤の一貝

・心がなごむ

□ 99(J □ 



第＝車黄料編

．散歩かできる

・家族の旦

・家族の気持ちの拠り所となった

• I刊分より小さいものの気持ちが陪ぅた

・活賠が増えた

・既にいたJ，がとても倦しくな’”ビ

・す9とは逹った可愛さがある

•矢II り合いが増え fこ

．既にいた犬猫とも仲がいい

一家族が培えたようだ

・わが子と 紺

・家庭が明るくなった

・よく歩くようになった

・家族が平和1こ、明る（なった

・特に父親がn」愛がっている

，活気が戻った

•よく吠える

一世話が少し人娑

・家族はあまり関わっていない

・子供には被災犬のことが理解できた

・家に活気が出た

・家族を見た楽しませてくれる

・チ供がすごく喜んでる

・いぜんur受がっていた犬同社よくなついた
ため

・家の者と外部の人をすぐ兄牙けたので番犬

の役割を釆たしぷの名にはよく廿え心をな

ごませてくれる

・了供が 緒に散歩するようになった

・とくに家族がどうのこうのと'， 9うわけでは

9
,
 
な

・家の中が1こぎやかになり、話題によく出る

・函族以外の人に吠えるので近所に迅惑を掛

ける

．膝をいためていた家族が、散歩が日諜とな

り冗気にな.,た•他 1)

・家族の 貝となっている

・ーロ中遊ぺない

・視了の共通の話臨ができた

＂家族みんながとてもかわいがり、散歩もみ

んなで協力しあい幸せにしています

・にきやか9こなった

・一度に）ヽ と猫をL（したことはギいとば舌

えませんが家族で高力して辰期まで諦めな

いで丁当 てしてやれて良かったと思いま

す

會人見知りすることなく性格が明るいのでぶ

族のみんなからかわいがられている

・今や家族の一貝 この子なしでは考えられ

ないというくらい、わが家にとってかけが

えのない 存在になっています

・なつかない

・ぶ族の一貝とした みんなで話ながら可愛

がった

．賢くて良い・1なので良かった 今では求姑

にとってなくてはならない存在です

・ -—絡に遊ぷのが楽しい

・リッキーの笑頷を見るのが梨しい

・人好きな花を杭えることが出来なくなった

・f供たもの悟操教育に非常に役こたった

・父舟の話し柑丁になってくれる お朕を引っ

込める散歩の手伝いをしてくれる 家のな

かの怒られ役をか•ぺくれる

・なにか人助けをしたかったから

・ど人にとってちょうどいいあいてのよう

・迅げ出すたび9こ探して大変tこった

・無駄吠えがなくおとなしい

・f供が可妥がっている

・心に澗ししをあたえてもら，t， 心が和んだ

・「じいちゃん と名付けました 呼んでも

反Jいの鈍いと99げた奴ですが、 n)受がって

し］ます

・骰歩がつらい時がある

・家族の会話の中心が）、、猫のことが多い

n I3i 



.―田勁物救没センターに届たときよりも元

気になっているし、 1頭なので良く Hもい

きとどくので、食べ物も安定している 家

族もかわいがっています

·あまりかわいいので以前よりき•,ちりと朝

夕散歩に40分かけていってます

・言任をもって動物の心身共の健●を守るに

は経済的抱体的(9神的な負担が大きい

・ストレス解泊になる

・ (•供が犬を迎けるようになった

設問6-3猫
，気持ちが豊かになりました

，取・族が一人増えた印象です

・心が祁む

・文誦だけの生活に孫が来t'ようです

・紺院のケージにいれているのでここに来て

良かったのか判らない

・家庭が叩るくなったし，家族問の会話が増

えた

・家族の 貝と思ってます

·しんどいはずなのに—叶懇命生きているか

らがんばろうと忘欲がわく

・なっ＿うこくてひっつきむしで以前の猫のよ

うだ

・了秩たちはトイレの世話、食宰や牛9Lを与

えて可変が—うています 家族が家族以外の

ものに目 を16」けることは人変に祁やかで

よかったと恩います

，反応に乏しく、引取って猫が幸せかどうか

疑問である

・一人森らしの寂しさが随分地される

・独り券らしの中、早く居屯する源とな'た

・目をなおして里親を探そうと思う

・家の＇ドが明るくな'た

・心がなごむ、励まされる

・笑いが増え、仮しくなれた

i 3 2 勺

第＝幸貞料編

・引き取ってから 3り； ｝」になるがいなくては

ならない存在

．恨れる前に病気で死んでしまったので、と

てもかわいそうで、無理に述れてこないほ

うがよかったのかと思っている

・いつも犬、 19がいるので増えただけ 子猫

からかわいいと思ってもらってきたのでは

ないので

, (1共たちの発育にブラスになったと思う

，引き取るぺきでなかった

, l9と］よ思えないほど鈍くさく体の向きを変

えるにも時間がかかり、階段も始めは上れ

なくて丸人の上を歩くこともできないし、

とても楽が｝｝です でも、丁のかかるこの

子の世話をしている時とてもキせな気持ち

にさせてくれます

・引き取った猫が幸せだと思いとい

・以前かっていた猫が死んで間がなかったせ

いか（供たちがとても再ぴました

. "月問は小妊丁術をしてはいけないと言

われたが、 t猫が牛まれてしまい家族の問

でもめた

・述い描だ99たので避妊打1りをする車を,1め

られていたので、 f猫が産まれてしまい大

変だった 今回は子猫も我家で飼っている

が、こんな卓では新たな捻て猫が出るかも

しれず、なんのために施設があったのかわ

からなくなる 人間同＋のトラブルより、

その猫や／猫の心配をすべき

・求族みんな動物好きなので 1頭1頭の個性

の達う紗飼ううえで楽しみも増えました

センターから引き収った猫もキせそうで、

穏やかな頷を見ていると、旦かったと思い

ます

うち］ようるさい姑さんがいるので、猫のお

陰で私］］身気持ちが和みましな

~なんだが仙がっている様子だった



・十供が喜んでいる

・良い子だ・ったので気分的にも良かったです

•よくなついてくれて良かった

•かわいい仕卓で愛銭を振りまき、今ではすっ

かり家族の一貝になって生活しています

もしかして19中心かも'

．膜が今からでは出来ないため）ヽの食宰のと

きは紐でつないでおく

・令部で5l応9こなりましたが、それぞれ19竹

があって飽きません それぞれかわいい

・ゃんちゃで家の中がめちゃめちゃ9こなる

・話題の中心になる 気がまぎれる柑他 1)

・いるだけで心が和む 柑1』.）‘にしてても併 •3

たら迎えてくれる 手術の時に系を 1日空

けただけ でさびしい思いをした いてく

れないと寂しい

・上人にとっては困るイI布らしいですがチ供

は特にかわいが•>ています

•他の猫とケンカをします

・元気がよくはほえましい

設問6-4犬
・,I，し込んでから 2ヵ月待ちました どうし

てもっと早くにならなかったのでしょうか

・借り道の交通挙屑が忠く苦労した

・トイレや冬の寒さ

・苦労もあったが幸せを与えてくれた

，センターでの生活をもっと聞きたかった

，以前の1簑（が判らないため、馴れるまでよ

そよそしく大変だった

・今までの生立ちが判らなく苦労している

・迫が1吼りにくく、速かった

•生後 6 ヵ月といわれましたが、誤渡時に妊

娠しており、 5月に 3匹出茫しました 幸

い友迄が貰ってくれましたが

~家のなかでいたずらをした 前からいる犬

と吠えあい人変だった 散髪代が忘かった

933 □ 

第＝章貞料編

曹センターの方から以祁の食串、名前他をほ

とんどおしえて片えなかった 特に老人の

楊合で以 前の飼主が9よっきりしている場

合には以前の飼育状況を許しく伝えていた

だきたい

・以外と●務的にあっざ＇）していたのにぴっ

くりした

・トイレ以外でおしっこをする

・告沿してますけど、それほどのせ労とは思3

ていません

・なれるまで孜：こなると嗚き、近所に気兼ね

した

・食べ物の好みがわからなく、いろいろな 7̀ ―

ドを賃い珊駄にLた

・病気：こなったとき心配だった

・初めの犬と l0日問でわかれなければならな

く非常につらかった

曹｛「国か噛まれ、食串が贅沢

・何度も伺い性格を坪解して惜れてから引き

取ればよかった 一目見て決めたため解ら

ないことばかりで同りました

・センターの告労がわか,/, 7ィラリアが

ひどか.,た

・子犬は人気があり抽選だった

・引き取るときに避妊手術をするしないでポ

ランティとセンターの人との窪見が対立し

たようで、後n手術をするとの約束でやと

引き取らせてもらえた

・迫距離を車で連れて滞ったのが大には負杞

だった様で食車をいろいろとりえたが食べ

なく、吠えたり、嗚いたりもした gヵ月

位声を出さなか9 た］

・散歩などでの使康絣持

．迷／犬だったので啜社まで数力月待った

・家に小がないのでセンターで有利で送迎し

てくれれば

・この）凸の前にも犬を引き取ったが、その大



の飼主が見つかh手放した 子供の也惜が

乱れた

•毎日が）運勁

・嗚き過ぎるため

·大きい犬で自もまで連れて悟るのが大変だ—3

た

・前から飼っていた犬 2匹と折り合わない

・ l逍●ほどのチ、こッタ入院の後だったので

浴ち若いてやって来た

・他の勅物を攻竺するため

'手続きがスムーズだった

・莉送 9他 i,'

・経済的に十か99た

・トイレの躾

・訓練が）、変

・センダーでの過保環が里親の苦労を招く

・何団か予約があるとかもら，，てくれとか（

りかえした

'無駄：まえを全くせずおとなしい

・夜中に泣くので近所に気を使う

・ 99れて侶るとき、抵9んなく、車でもおとな

Lかった

・父か海外に単身赴仔してしまったので槻話

をする人が減った

・熊本からでしたので速かった 苫労とは舌

えないげれどそのときは夢中でいきました

のであっという問に連れて婿りました 遠

しので

・引き取ってから五か月頃ロープに足がから

まり脊慌捐1品を起こし現在も通院中 当時

は下半身マピで荘たき 1)でしたが現在は

歩行も困難無く元気で散歩もできぐいぐい

とd1っぱりとても喜んでいます

・我を説得すること

・廿労したのかもしれませんがそのときは

生懸命でしたのでいまは澗足しています・

引き取ったとき（大だったのですぐに環培

□ i34 

第二車資料編

になれた

・人を咬んだ

・サークルの清入や庭の改造

・何度も救没センターヘいき引き取れる動物

を探した

~あまり懐かなかった 散歩に行こうとしな

かった

. fieから持ってくるとき 車中で東品まで

延々ピイビィり9かれた

・丁紙やアンケート祠査など用わしい

• 2、3阿咬まれた

・浬れて垢るとき それと処方食が志価なの

で~

・輸送が大変だった

・私が欲しいと思っていた大にもしった i）で宮

んでいます

・領を引きちぎる

•あまり苦労しなかった

・地だの後逍症が祁らぐのに 2ヵ月かか<9た

設問6-4猫
・白血病にかかり、毎口の通l院が大変だっ t，

けどせっかくうちの（になったのだからと

いう気持ちが大きかうた

・茄からいる勁物との同居飼育に時問を必要

とした

・片Hがないので皿話がかかった 目が空洞

でその後造症になり通院した

・好きな猫がいつも悩にいてくれるので何を

しても苦労とは屈いません

・手術の割Hの様なものがあり舒済的にはちょっ

と苦しかった

．袖にストレスがたまらないようにプ、疫に気

を使った

・受取りに行くのが大変だった

．抜糸を予定より早くしてもらって助かった

・勅送：他い



・当初 l力）1程、箪笥のすき面に入ったまま

出てこず食車もl0日に l度くらいで排便笠

人変苦労した 少しなついてきたころに逃

げ出し 3ヵ月外に食卓を追んでやっとなっ

いてきて家に追れて届ることが出来た

・オ常昧の対応で承知の 1だが、やはり lH 

かけて引き取りにいくのは、人変だと思っ

た

・推だといわれていたのが雌で子供が牛まれ

るまで気付かなか，，た

・トイレの躾など、良くされていたので、何

も缶労しなくてすみました 人にも憫れて

いるようです

•今まで飼っていた猫よりけんかが強いので

今まで釦っていた猫にス｝レスがたま 93て

いる様子

・以前：こ柑を詞ヽっていたのでそのまますっと

飼えました

・医療円が大分かかりました イ凌［T術、回

虫の躯除 139員分）、ワクチン接種、 Hゃ

にの治疾など

・わが家においてる肋間が長くなかった

・トイレのしつけがされており助かった

・病気治療と痘せ方が異常I'ったので元に戻

すのが大変だっt，9他li

・引き収り後 l力）1ぐらいの浴ら若かない的

期に近所の人を狡んで俗を負わせた ぽ

の人がいきなり抱いたためで相丁も落ち度

を認めたため、その後の付き合い関係は良

好）

•もともといる動物と憐れさせるのに品初だ

け苫労した

・他の佃と合わない

・二mまで引き取りに行’” i 姫路から•,

・一円は速かった

・性格がものすご（きつく、他の紺と合わず

別の部送に入れてある

こ 939□ 

第二奎資料編

・靴下等を食べてしまうので多少心配した

［他 l)

・家の中で飼っている動物が増えてしまった

・次の●親を探すのに非常に廿労した 無期

限と言われていたので

•長い時間かけて奄車で干共まで遠れてかえ

るのがかわいそうだった

設問9-1犬
く望む＞

・捨て犬や括て猫を少なくしたいから

•野犬や野猫が人に迅惑をかけ、それでなく

とも勁物嫌いな人が苺殺したり偽つけが｝

したらやりきれないから

・拾てられる哀れな勁物を救いたい

・私たちと同じ生命体だから

・犬は家族の員であり、捨てる人の気が知

れないが、どうしても飼育することがでさ

ない 大のために必要です

・様々な坪由で犬や猫を買えなくなる人がい

ます 里親制度が徹底すれぱ捨てる人が減

るのではないでしょうか

・無則（な飼い主がいる限り必要

，人の助け無し ない

・飼えなくなった勁物が［肖ぐに保健所行きで

は可哀相

・人も剥物も生きるすべてのも 9)は同じであ

ると患う

・劾物愛渡の観点から

．どんなものもキせに生きる権利がある

，飼いキの哀｛（有る行動をサホートする施設

がある秤度必要

・いろいろな串惜で飼えなくなる場合もある

ので止当な理由があれば施設で預かってあ

げてほしい

•野犬、野良猫は人間にとっても動物にとっ

てもよくないから



・家●の車情でしいくできない時に保護でき

るように

・勁物愛誘ヽ）窓味から必要

・施設がなければ動物たちが日／哀柑

・犬猫の卒せのために

・不幸な動物をな（すため

・動物であ •9 ても幸せ 9こ蒜らす権利があり、

人間はそうしてやる義務がある

・一頭でも多くの飼主あるいは王視が見つか

ればいいと息います

・勅物は口がきけないのでもっと保衷してあ

げるべきです

・身勝手な人間が多いから

•これから先何があるかわからないから

・咆みますが、ポランティア形式でなく、行

政がやるべきだと思います

・勁物が好きだから

・行き場のなくな 9• た動物の保衷のため

・必要とする人がいると思うから

・勁物であれ人間であれ牛命は大車である

•一匹でも幸せにしてやりたい

・多く 9)たの中から選ぺるから

・拾て大拾て猫を見るたびに施設があればと

思います

・人問として当然の義務だと思う

•野放しの成大は危ない

・飼主に拾てられ保槌所に連れて行かれるの

ばかわいそう

・公的施殴なら

・どうしても丁放さなければならない力の車

を思うと処分されるより譲渡か良いと思う

・犬猫も人間と1，1じ生き物だから、出求る限

りの所で引き収り生かしてあげたい

．捨てられることを防ぐため

.,，jらかの坪由で飼えなくなることもあり野
良大にさせないため

•生あるものの大切な心を井らたい

□ !36ニ

堕＝霊資料編

・あまりにも箇）札）こ拾てられる大や猫が多く

てかわいそうだから

・人判の 方的都合ではあるが、飼えなくな

ることもある 放•すると野・た化芥の問題

もあり施設があればいいと思う

・子Kがいいと思っていたが、成大でもなつ

くことがわかった

・何かの理由で飼えなくなシた場合、動物に

は罪はないのだから放恒するのは阿垣であ

る

・不辛な犬や猫を少しでも減らすため

・南価な犬は価格の面で人丁困罹なため

・突癸的な災宙で飼えなくなるかも知れない

から

・人や猫には貸仔がないから

・勁物の命を大切にしたい

・人問の都合で動物の牛死が決められるのは

理不尽

・犬も猫も牛きる椎利を持93ているから

・ •1上の都合で剃えなくとも、飼い始めた以

上終生飼有するのが当然であるから、施設

は必要

・大芽を全うしてほしい

・牛きるチャンスをすこしでもりえたい

・ 1匹でも救われると＊）とします

・探せば飼う人はいると思う

・勁物菱袋の桔神から

・不卒な犬猫二もの越された人よ）牛を全

うするチャンスを与える場所があってほし

し入

・大切な命を守りたい

・保徒所で殺してしまうのは可哀相

・核家放の子供たもに命の大切さを教えられ

る

'彼らの生命を~、iべ）たい

▲享惜があって剣えなくなりぺ 9 卜を拾てる

人が減ると思うから



'欲しいと思う人は沢山いるのではと忌いま

す

'飼えなくなるケースも多くなるので

'―l9いでも多くの動物が処分されなくて済む

ように

・勃物を飼いたい人は1尺由いると思う

・ 匹でも幸せになってほしいから

・多くの勁物ずきの人がいるとおもうので

•生卯あるものですから大切に育てれば求族

同様になると思います

'今回の湯合、人でも大変なときにとも恩う

が、もし、こういうセンターがなければ「

放さなければならない •1上の思いも大変だ

が、野放しになった助物が町にあふれて、

かわいそうだ し大変だと思う

・処分される勁物が一,,しでも少なくな・.ては

しいと恩います

•野良大野良l9毎がな（なると思うから

・-I'しでも多くのチたちを幸せにしたい

・勁物の人洞も同じ生き物、命を大切にした

，，、

・放浪動物には出来ない

．我家のように譲渡を期に、犬の人問も辛せ

になれるから 命を大切にしたい

・価百任に犬や猫を捨てる人があとを絶たな

い 最終的には保箆和こ行さ殺されてしま

ぅ

・公園で以前は飼われていたような人がうろ

うろしているのはかわいそう

・人問の都合で勁物が困らないため

・犬猫の保i9のため

・不幸な犬をみるのはつらいので見視が見•3

かるまで

•野放しにされるのはかわいそうだから

・勁物愛護の立場から是非必要だと思います

・少しでも動物が幸せになってほしいから

・やむをえない99由でぺ 9 卜を負•I えなくな•，

n Lイ9□ 

第＝言黄料腫

たときに釦育を打せられる施設があれ19心

強い

•野大化しないため

•野犬化しないため

~要らないからと 9含てないで欲しい

・勁物を飼うことには経済的・体｝」的負担が

かかることを宜伝し、無百任な扱いをやめ

て欲しい

・家族の淀衷上の珂由で世話ができない場合

・飼い上のいない人、描が存在している

・保護する動物がいる限り保段すべきだ

・人間のエゴで栽されてしまうので

・動物愛設の粗神よ i)

・災者,,は必要

・引き取る者がいるならその方が幸せ

・災宮時は必要

・勁物のキせのため

•どうしても虹えなくなる人がいる

・殺されるよりはいい

・勤物の幸せのため

・施設があれば捨て）し、拾て猫が演ると思う

飼いたい人も手に入れる機会が増える

・勁物の幸せのため

・日」哀相

・捨て犬猫のため

・勁物・人のため

•野犬化防止

・保箆所ヽ ）機能允尖

．拾て犬猫のため

・助物への百任

・里視を望む人への機関が必要

・処分するのは可哀相

・泉後まで面倒を見ないことがある

・抒良）J猫防91

・保偉所行きはUJ哀想

•野良犬猫防止

・佃人には阪界がある



・劫物愛点生命の祖厳の話識

、勤物を無駄：こ殺したくない

、拾てられたり殺される記こ飼ってくれる人

を捜すぺきだ またその楊しのぎの鉗11度で

あってほしくない

•野犬化防止

・幸社になってはしい

・翌乳を捜すぺき

・個人には限界がある

・ポランティアでは汲界がある

•生まれてきた以上幸せに生かしてあげたい

・無くてすむのがl番ですが1占，，な犬猫が多

い現9tなので

・飼いものいない寂l，そうな犬猫をたくさん

見てきているので

・手枚さざるを得ない飼いiにとっては助か

ると思うので

・動物這の無駄な死を避けるため

•野良犬になるとかわいそう

．何らかの坪由で飼育できなくなった場合の

救ま91，紺として

・万が 金］えなくなった吟にも忠まれた環境

に巡 1)会う可能性が与えられるため

・捨てられると、近所迷惑だから

・犬にも人間といっしょで生命があります

生きてます

•お令で＇肖うことに抵抗がある 多少は世の

ためと思う

・人間でも施設に入 •9 ており、助物も．が族の

-•目である

・欲しいと思っているもが）にとっては良いの

で

・飼育は大変だと忌いますができるだ'・H統19

て欲しい

．剥物は自分でお金を出して生活できないか

ら

、勤物のためにも

口 998口
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・野良大野良猫を増やさないために

曹べ 9 卜はなにもわからない立場なので一i'•

てあげるべきです

・人間に依存している動物が野件化して開［中

をうろつく姿を見るとど弓にかならないか

と恩 うので、こういった施設は必要とお

もいます

，動物、生命の祖さを了供にも教育できた

・必ず、暖かし＇思いやりや、税金を使ってで

も生命をJ、り）にして欲しいと思うから

曹寂しい犬が少しでも滅るように i匹でも

多く飼い主が出来て幸せな犬が増えるよう

9こ

、むかしみたいに野良火が居なくなり飼いた

いひとが困る

・飼い主の納気や屯故等で飼育が出来なくな

る

・欲しい人のために

．剥物の剣えない所や柑］外への移転などポイ

拾てをなくすため

・良いことです

・少しでもたたちをしあわせにしてやりたい

・野火が増える 筒単に殺せない

.勅物が安心できる［人湖も・

・大や術：こは何の罪もない力ら

•前にも己ったように、 9が気等で飼育が杞来

なくなった時に、このような抽設があれば

安心して任せられる

．捨て犬、拾てJ位が多すぎる 誨設があれば

滅る＂／能性がある

・こういうセンターがあると囲いたときぱ愁

激しました またまだ存ぷ方もたくさんい

ると思います

・可愛そうだガら

・人閤の身勝手で捨てられる劫物を少な（す

るため

・勧物愛荘



・人間に一狩身近な命あるものを人問の都合

で小キ9こさせるのは忍ぴない

・当たり前だと思います 囚っている(,•犬、

茄1也｝は安炎外でも廿るばずです

・心が憩う勁物ですので人閤の心に灯をりえ

てくれる

•生き物だから

•生き物は大切にしたい

・飼い主がいなくなった勁物を人間の都合で

殺しては行けない

．拾て火や11を追れていく

・ロ）笈そうだから

・人問の森務だと息う

・少しでも殺処分される勅物を減らしたい

・(,/ なくな •9 た占合の

帥物の行き場所が必要と思う

（望まない）

．」年未滴だと願れやすいか、それ以 lでは

閥れにくし、から

・基本的には望まないが、文災などの非常埒

には望む

・ 2 飼上がかえ，．て無寅任になる

·~災の時だから、前の剣上も拘えなくな 99

たのでしょう 乎9時：よ飼主が家族として

一生をみてやるのが当然とおもいます

・引き取られた勁物とそうでないものとのギャ 9

プが大色い

・飼いキのわが生まを助長する

・間菜獣l匹帥か吋問的に拘束されていた

·~災の場合は望む

・べ‘',,ショ 9プがあるから成渡のみを考え

ると不要と思う

曹施設9こf貝99る，拾てる：人が多いから

~黄任をもって飼わなければならない

. b LI 
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＼わからない，

• 3 公的斉金で連営されるならば守む

・気符ち的には守むが、行政の協力が必要

・木当 1こ犬猫を可愛が•,てくれる人が埒える

反面気軽に施設に勃物を持ち込んでくる 9」

能性大

設問9-1猫
（望む）

・勁物であっても生きて＂るかぎり幸せにし

てあげたい

，捨て39、捻て大の受け皿を9弄生する

・人問と一緒に住む潅利が有ると思う

・帥物であ•,ても一19の斗命を与えられ人間

と共存しているかぎり何らかの丁をさしの

べるべきと恩う

・保餓所のように処分されるだけでは悲しい

・/、Fa1の勝手で飼えなくな9 たら捨てられ野

良にならざるをえな9，犬猫たちは人間の

手で保熙すべき

・飼大●J猫を捨てることがなくなるように

~お金を出して質 a てまで動物は飼いた（な

し入

•一匹でも多く人、猫が生きられればそれに

こしたことはないと思います

・人間の膀丁で捨てられているから保誘され

なければならない

・動物保悉のためによい

匹でも抒良犬．野良猫を＇少なくしたい

・いろんな坪由で飼えなくな 99た勧物野良：こ

なったら可哀相

曹見捨てられる曲物は細くならない

・街には野良が埒えているから

・人の務丁で拾てられた勃物が夕しんでいかな

くてすむ寺せにしてくれるところを少しで

も探してほしい

・生あるものとして生まれてきた以1、 匹



でも多（大切に育てたいと思うから

・一匹でも多く、飼主を見つけるために必要

と思う

”人間の都合で捨てられtこ'9処分されるので

はあまりにかわいそう

・劫物といえども牛きる権利があると息う

・捨てた捨て袖の受け皿を社会システムとし

て構築するのは当然と息う

，拾て犬捨て猫の受け皿を社会システムとし

て惜箱するのは当然と息う

，町に野良描があふれているから

・動物も人間と1,1じように生きている

・出会いを無（したくない

・人間同様幸せになって欲しい

・殺されるよりはいい

・殺されるのは過酷すざる

・人の都合で不キになるのがnf哀相

，拾て大猫l坊ll̂

，イ与な勁物がいる

曹行政により処分されるのは可哀相

，動物が好きな人に飼ってもらえる

・披災劫物救済

・欧米に近づければ

・野良猫、野良大を増やしたくない

•野良人、肝良猫増加の l加I

・行き楊のない勁物に対して、何らかの対応

は必姿と思うから

~保険所ですぐ処分ではなく、何週間か恰ぐ

ば助かる命もあると思う

，勅物も生きるために生まれてきたから

・少しでも野艮猫野良）しが滅ればよいと思い

ます

，私：こと'て勁物、べ,,：よぶ族の，目です

祐てられて年にひかれているような動物

を培やしたくありません

，iな年多くの命が処分されています この命

を救うために坦親探し、また、野良人や猫

こi4OLJ 
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を丁術して元の場所返せば、かわいそうな

命は生まれません 令いる野良たちもその

命を令うさせてやるぺきです

・入院や、先亡：こよって剣えなくなった時、

すぐに飢い上が見つけられない

・人間：こー・番身近な命あるものを人朋の都合

で小幸：こさせるのはど、びない

・劾物昔理センターに送られるよりずっとい

9 9から

．どのような勁物も幸福になる権利を持って

いる

．捨て19拾て犬は可愛そうだから

・捨て犬、捨て猫を増やさないため必要

・捨て人、猫や処分されてしまう勁物を減ら

すため

・路頭：こ述う可愛そうな大猫をなくすため

・動物にも生きる権利があるから

・里親を連すク）は罹しそうだから

・野放し1こされてはこまる

．昨今、サ1っ越しなどでどうしても荊えなく

なった動物が可愛そうだから

・人も大、猫も生命という点では同じ生き物

であるのだから出来るだけ大切にしたいか

ら

・人も火、猫も生命という点では同し生き物

であるのだから出来るだけ大切にしたいか

ら

・やっぱり袴迎センターで譲ってもらえるの

を知らない人や、行きに（い人もいるだろ

うし、池設の方が打きやすい

•いわゆる捨て犬、拾て猫 1こせざるを得ない

状況が改稗される 避妊など、飼育方法の

澁／えにつながる

・捨て火、捨て猫9こよる野1位、抒犬化を防ぐ

ため飼い方のマナ・ー等の普及のため

・ n木の行政は殺処分にはお金をかけるか、

ぷ度には消祢的である もっと横極的に里



親制度を行うぺきである 行政のあり方を

変えないと、無百行な創いキも減らないので

は？

•おとなしく良くなついた成犬、成猫は実験

動物として払い下げられるが、そのような

動物こそ滋しい里視が見付かりやすいので

は＇同じ税金を使うのなら殺すより牛かす

ほうを望みます

・ペ 9 卜は家族の対話に役方っている

・捨てられたり安楽死させられる動物を少し

でも減らすため特にいぬ

•ノラが滅るだろうから

・被災以外でもべ9 卜を飼えなくなったとき

（長期9)入院等）に預19る施設があるとよ

いので

・動物が欲しい人といらない人との接点を考

える方法があると良いと思います

曹生きている以上どうにかして助けてあげて

欲しい

・少しでも動物が中せになれると思うから

・仮設件宅で長期に釦えなくなったときに

・飼った以卜は幾後まで飼わないと行けない

と思うので

・.J能であれば引き取る

・どうぶ’)が家族の和を取りj寺ってくれる

・不幸な動物を救うためには必要

く望まない〉

•安劫に手放す人が出る

・飼いキの教育に｝」をいれるべきで、施設の

設窃はまだ先の挙だと思う とはいえ、品

渡に よる取行の艮い点は認めている

試い上が変わっても、全体として l頭の

勁物を賓任も •9 て 世話するというい意味

では＼

・収猫はその七地で自立しているようなので、

施設への収容＝幸せではないと思う 地だ

二ばi□ 
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の様に室l村飼いの猫が多数発生し、人那こ

余裕の無い地域への投助とは恨本的に逗う

飼えない猫を剣える人に称旋するような登

録システムなら賛成するが、無召任な飼い

キが増えるのでは ．． 9 

・剣いキさんがいるのなら飼い粽けて欲しい

し、野良大／野良袖は保柔しても保誘しき

れないと思うから

・ •1 い上の貢任が曖昧にならないように

・営利を追及せず動物の命に携わる仕亭なの

で人選を含め遥営が難しいと思う

設問9-2犬
（望む）

・飼キの都合で殺すのはみが:)てだから

・大人、了伐は関係ないから

・不幸な犬をつくらないため

・犬の性格にもよる

・一匹でも不幸な勁物を減らしたいから｛他

2 9 

~動物がすきである＇他幻

~今の人が存命を全うしたら、また新しい家

誤を受け入れることになるでしょう

~勁物は布直だから 1曼しくすればそれなりの

答えを出してくれる

・品烹飼えなくなったときに安心だから

・ （供か｝、人かと言うことはその勃物には何

の百任もなく、ヤ1格的になじめるかどうか

と舌う車だと思う

・やもな (1放す坦合もあると思います

・やむを得ず飼育できなくなることがあるか

ら

・難しいと思うが心で楼すれば徐々に打ち前

けると思うから

・幼犬・成犬には関係ないと思う

・ •1育が容易かと思われる

・i犬を生ませて増やすよりも今牛きている



人を最後までみてやりたい

•おとなしく、なつく）しがいればもっと飼い

たい

•野犬化しないため

．何かの理由で手放されたもので、特に不幸

だから

・成大が飼いやすい人もいる

・残された時間を大切にしてあげたい

・ペットショップで購入したくない

．欲しい人には幸せ

（望まない）

・成犬では愛惜か余りわかない

・好みであれこれ選ばれるのは可哀相

・成犬を戦らすのは大変

・せっかく●いているのにかわいそう

・子犬子猫のかわいい詩も飼土にしって欲し

いし、大きくな•,てからではなつかないこ

とが多いと思う

・子犬から飼ったほうが性格がわかる

・育てにくいは2¥

・飼いキか変わり、恨れないと思う

・成犬だと恨れに（い

・小さな頃から●れ執しんだ家族のなかで

生を終えるのがよいと恩う

設問9-2猫
く望む）

・系庭税培の許す漉囲で

・いっぱし•だから

．虹育困難銅育斜不明守の場合は当然里親剖

度があるべきと思う

・番幸せなことはちゃんと世話をしてくれ

る飼上の元で苺らすことだと思う

•生きているのだから

・家歴環培の許す限り引き受けたい

・成大・成猫はとても餌いやすい

□w= 
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匹でも辛せになれればいい

．享惜があ9 て必ずいる人、要らない人がい

るはず

，飼えなくな99た人、犬猫が欲しい人手もど

うすれば紺えるのか手に入れられるのか、

わからない人がいます そんなときにこう

いっte,1度があると喜ばれると思います

•どうしてもやむを得ない場合があると思う

処分されてしまう勁物をなくしたい

ーやむを得ない場合望むと思う

i硲頭に迷う可愛そうな犬猫をな（すため

•今ではなくて、いつか

ーその動物との付き含いだから、年齢ぱ閲係

ないし子供でなければ9llれないとは息えな

し＼から

・最初は大変だけど、飼いキが努｝Jすればきっ

と通じて信伽しあえると思う

・ （犬、 f猫は容易tこ飼える分、人きくなっ

て拾てられる楊合が多い その点初めから

成犬、 成猫なら｀ォ、当にきちんと飼って

くれる人しか沼まないので、一生かわいがっ

てもらえるのでは？

・成人、成猫も子）こ、子猫と同じ命です 今

の日本の行政のあり方は改岳すべきです

・ノラが減るだろうから

（望まない）

・飼うならばイナ、 •（猫で且が合ってかわい

いと思、うものを餞いたい

・育てた人に育仔感をも•,てはしい

•山来れば子）口子猫から育てたい

．嗅きにくし、から

・出米ることなら創いキさんの元に焙したい

し、もともと捨て犬捻て猫は増やさないよ

うにするぺきだと思う

・慣れに（い センターがはなれている
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一時預けた人へのアンケート結果

設閤6-l犬
・呆初は声がかすれが）、神経質であったが、

徐々に落ち芸きました

・家族にはよく馴れたが、知らない人には怖

がり、吠えたり噛むよう 9こなって困ります

・被災前り汐tiiにもどり・女足した生活をして

し、ます

・筏災後物名にぴくび（していましたが lヵ

月ほどで馴れました

・元からかっていたから

・家族といると安心しています

・犬自身が捨てられたと思っていたのか嗚き

声もでなくなっていました どんな状態で

も家で飼育するのが・番だと思いました

＂シッケを厳し（したら家族にもよく恨れま

した

・新しい元9環忠こ惜れるのに l力）Jぐらい

かかった

・震災前からとてもかわいがって百っていた

ので良く聞れていると思う

・二頭とも元の状態に戻った［他 l; 

~鋲誤の言っていることをよくわかるように

なり、子供たちもよく相手をしています

とてもかわいいです

・元気に毎日お牧歩しています

設問6-l猫
．哀災後物音にぴくびくしていたが、 1ヵ月

ほどでなれた

•今の家にも 3 日ぐらいですぐなれた｛他 9] 

・トイレがitれた

・震災前に比べ性格が暗くなった

・畏初のころは外に出ないでいましたが、家

まわりに出るようになりましな

=“3 n 

・「l分の猫

設問6-2犬
.よく09いたので近所に気兼ねしました

・家の中で飼えなかったこと

・転居先探しに困った

・祖母との庶見の相速

．抱いたり、 99をつなごうとするといやがり、

噛みつくことがある 生まれつきの性格の

様です

・庭0)芝生や植木が駐口になりそう！こなった

・飼う場所がなかった

・怖がりになり吠える

・色が変わった

.仮設件宅のため近所の述惑になった

・ての家が全壊で犬を連れていけなかった

•よく嗚< i他l" 

•よく 0）、える

・引き収っ心際には、内成が少し弱•うている

とのことで莱をl貝いて、他には異常がない

とのお話をされたのですが、文際には且

耳、皮膚と病気があり今も耳は毎日治療を

しています

設問6-2猫
・マンソコンのため絶対見つからないように

している

・ ｝イレが乱れた

・必妥以上に神絆賓になっていた

・仮設住宅なので他のJj,こ迷惑をかけない様

に気を使っている

・引き取った＿ヶ月間は私共9よ避罹所だった

ので半地の親戚の家に預9}た 現在は仮設

なので他の方へ述惑をかけないように気を

つかっている



・仮設住宅は狭く、子供がアトピーで室lIJで

飼うのには大変気をつかった

・仮設件宅吐狭くて奎内で飼いづらい

・仮設件宅で飼っていたため［他1,

，仮件まいを餡つけないようにするの1こ苦労

した

・仮住まいは劫物を飼ってはいけなか’”この

で家を低つけないようにするのが大変だマ

た

設問6-3犬
・委災の時には本当に困ったのが今では家族

の一艮，他"

．尖炎で動物達と別れていましたが、淋しさ

で一杯でした 紺に生活できるようになっ

て家族の笑い頓が元通りになりました

•朝暁の散歩の協力苔と思っています

・子供が可愛がっていた

・犬、家族ともに再んでいる

•今罰の地虔を乗り趣えた

・紆n犬の顔を見るとししとおしく、 f・元で知

えることになりほっとしている

・現存仮設住まいだから

・環境に9llれて． センターしこいたときは原因

小明に突然困れていましたが今ではその様

なことばなくなりましだ

・夜間会社で一人だから

・犬にと.,ては良かったと思いますが、毎日

薬を切らすことが出求ず治療行が毎月大変

です

・家族の一月なので

設問6-3猫
・一緒に件めるようになり心がほのぽのとし

た

．猫がいると（供がいるようで明るい

•今1炎のことを考えると判らない

「li“-
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・夫と 2人なので猫の話が出来ます

曹以前よりわがままになっている

~面のアバートは放し剣いが出来たけど1収設

件宅ではそうも行かず19も人間も 4ヽII由な

思いをした

設問6-4犬
・救殺センターのおかげで本当にたすかりま

した 9他し

・センターから早く引き取るように頌簗に冤

話が入り、無理ならば呈視に出すよう 1こ言

われ電話が入るたびに淋しい思いをしまし

た

，吠えたりしたときにいろいろ言われtこ

i他幻

・引取りに行った時他の家庭に行っていて悲

しかった 伺宅後他のたと接触していたた

め、 ジステンパーにかか＂ていた

は不衛生なのではないかと思った

・仮設なので苫労した

◆自分の人のことなので

センター

◆)Sを飼っていただ（ためのアパートを採さ

れるのに大変ご告労や迷惑をかけたと思，9

ています

·別れるのは t か•，たが他にどうしようもな

かった

・要の実琢まで追いため車に京せたが今まで

克せたことがなかったので多少輿ピしてい

た

・液初のころは散歩中に倒れたりしていたが、

今は大丈文

•いつも II分のそば1こ爵いてし]る

．どこで創うか

▼この頃は大もだいぷ罰Iれて薬を人れたり染

るのもあま勺嫌がらなくなりましたが、敢

初 ヵ月ほどは姫がり大変でした

・近所の人が犬を嫌う



設問6-4猫
・センターから度々里視に出せと能促されて、

娘の面会時にもひどいことを言われつらい

思いをした 9他），

・見執が兄つからない

・非常に神粍供になっており、元からいた仲

間の抽と立場が逆転していじめられるよう

になり、かばうのに苦労した

．避器所で引き取ったのでどうしてよいかわ

からなかった

・引き取った時避●所だったのでどうしてよ

いかわからなかった

設閤9-l犬
・やむを得ず手放すとき9こ、 l:l分ではなかな

か引き取りfが見つからないと思うから

．冗気なときはよいか、散歩にもつれていけ

なくなったときに困るので

・混乱叶9こ保泄していただき、惑勁しました

・野艮犬、肝良猫）よかわいそう

・人問の都合で不辛せには出来ません

・どうしても飼えなくなってしまう届合があ

ると思うので（他 l)

・飼えなくな•,たときの預ける場所として

・飼主のいない勁物を見ると心か痛みます

・殺してしまうよりセンターで旦視を探して

もらったほうが良い［他29

・動物のために允実してほしい

・可愛がってもらえる所で有ててもらうのが

いいと思う

・かわいそうだから

・動植物も自然界の一貝ですので救涎センター

を呟みます

~野良）こや野良猫を増やすことはその動物円

休小中であると思う

~野良火野良猫が増えるから

二，49□ 

第＝車＿．貞料編

•今固J9が戻ってきたのでありがとうござい

ました

·f. を釦 •3 ていると家やマンションを1甘りら

れなくて困る

・出来るだけ不辛な犬や猫をなくすためぜひ

運咄を統けてほしい

•野犬化しないため

・保惟所で殺される哀れな人茄を増やさない

ため［他い

・マンションヘ転居のf正ですが、その際に

犬をどうすればよいか述っています

•野良）、猫防 9t

．卓惜により世話が出来なくな・”こときのた

め

•あれぼ助かる

・享19により放惜される場合もあり、しのも'

ない

・やむを得ない埋由で釦えなくなることもあ

る

•野犬化防 II

•今回ー叶的に預かってもらったおかげで、

什串．牛i五の内廷がはや（できた

·+•」抗JJの出来串で飼えなくな •9 たとき．

なければ保健所行きになる可能件が高い

・災害のときは絶対に必要だと思いますが、

9吋の場合はそれなりの条flを付けないと

なん9こでも無料ということになれば和1い上

のモラルの低，、する恐れがあります｛他"

•まだた（さんの飼いキのいない勁物がいる

から 9他．3•, 

・何いキが病気になったりしてかえなくなっ

たら困る

•千物はすぺて生きる椎利がある

・勁物も生あるものです

・地霊等の天炎の時には甲む H常的にはい

らない

・転勒などでSI.a返した湯合拾てるわけには



し、かないから

・災宮のときは絶対：こ必要ですが、常時とな

ると遥営方法を考えないと力咳

のモラルの低下につながると思います、外

91にはいろいろな施設があるようですが、

もじ9吋となるとそういう例を参考：こ者え

ていくぺさだと思います！他い

曹同居したくても出来ない華1百が発生するこ

とがある

~宍災峙などではやっ：9 ；9 助けてや'て欲し

いと思います

~転勁などの埋由で飼えなくなったときなど

に利用したい

・野良犬抒且猫が増え危険

・大切な命あるものだから

・施設がな：サ

~預けて後悔している＇他 2)

・忌後まで一緒にいてあげたいから

•原則として剥物を飼育する以上、最後まで

百任をも•,て剣って欲しいが、今度のよう

な需災時は特別でしょう

設問 9-1猫

・少しでもよい飼い「に当たる機会を培やL

てあげたい

・個人では色々な条件がそろわないと飼うこ

とができない i他l] 

・多くの動物によい剣上にあえる復会を培や

してやりたい

・笠災で阻話になり、とても助か<9た｛他 29

・飼われていたぺ9 卜が拾てられるのはとて

も残991こ思う

・かわいそうだから

・捨て

・命の尊蔽

・どうにもならない理由｛例えば和1い＋ダヒし9

で飼えない場合なとの仲介などを望みます

二，40□ 

E飼い主が病気になったりして

•野良犬野良猫がなくなるから i他 l } 

．捨て大捨て猫が増えるよりは往営して欲

しい

・小キな人猫を少しでも減らすため：他19

設問9-2犬
・飼えなくなってしまったときに代わりに叫

愛がってくれる人がいるなら 1他1.

・とうしても手放さなければならない人とそ

のべ 9卜のために［他 2)

•特に千犬チ猫より引き取り手が少ないので

守ってあげるべき

・殺されるくらいなら

・隣の火を見て

・性格9こよる

・大、猫がよりより現境で牛存できるのであ

ればどういう ll多でも

・入問の仕む場所にも困るような場合、ペッ

トにまで気を虻ヽってやれないから

・もし、 l年後まだ残してきな猫 2匹が里執

に出されずいたならば、愛者があるのでま

た育てたい

・我家で）しを昂後まで面鉗を見たいから

·~ぬまでそばに恒くし1也 2]

・今までの思い出が一杯で、代わりの飼育は

考えられない

・ （犬の切から賦わないと

・小さい時から育てたい

設問9-2猫
・根気よくつき合えばなれてくると思う

｛他1¥

・元の飼キでなくともかわいがってもらえる

ならそれに越したことはない

・欲しい人もあると屈う
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堡 勇嗅

I 結果の要約
••• 

編ヌイ．
~
~
 

※0注｝結釆の紫約1よ、

勅物救護センター分のデータによろ，

イヌ福・ネコ蘊とも、保脊譲渡 •24頁の＂用語の舒説＂参照）を実施した神p

(1J現在の状況と飼蚕上の閻題点lこついて

〇現在 9封企時！でも品註剥物を飼—)ている里視は9割を占めているc.994 9頁，35頁参照！

二譲渡動物を引き取り、剣う l．で困ったことが―あった＿ 1訪割近くを占め、 な が4寺J

あった」人のうち、 l今も焙決できていない．．が全体の2割を古めている。 99136ii,34頁強c

参照

-」困ったことの主な内容は、「勁物の性格や以前の飼い方がかわらなかった＿が3剖で、

のしつけがうまくいかなかった」が2岩1であったC e問3-］，複数阿谷、 91(,35参照）

―トイレ

QI譲渡動物（成熟動物］の適応度について

①里親及び新しい環壊への適応について

ふ成火の甲親へのなつき具合は、細い始めて 3ヵ月 で8割強が、―現在 では10●]近くの人が

「よくなついている」と答えた．．もなみに．譲渡時1歳未滴のイヌの場合は「3ヵ月」が9割強、

「現在」では l0令1 であり、成犬のなつき見合は子イヌ・右イヌにせまる高い割合であ•，た．

澗4-1,9頁~32且窃H参照i

◇象にきたときの動物の様子について、「すぐになれ、 とくに問題はなかった lが領1近くを占め

たり以面―食餌を出してもすぐに食ぺなかった＿ イヌが2割近く、「（すみっこ）でふるえていた一

イスが1舎1強いた。湘l5,8此 36頁参照）

aィズが里祝守に積極的に校拶するようになった割合は、 J9世問後までで6制を占め、 2週間後で
は9.1、lヵII後では8割を占めた，憫,,が，10頁"頁参照J

〇見知らぬ人に吠えるようになった時期を時系列で兄ると，飼い始めてから1週問位してが491近

<, 2週間したら4割， 1ヵ月後では5も1強となった， 91UIm5i,ll頁， 12頁参照］
②里親宅に先住動物がいる複数飼育での適応lこついて

〔浙参イヌに対する先仲イヌの反応のうも、飼い始めて1ヵ月ごろまでの問9こ「 緒に遊ぷよう

が増えて4割を占めたが、い！1を過ぎると、あまり変化は兄られなかったc (Q4・ l2 9こなった

頁訊頁参毘

(3)里親の意識について

0里祝になった勁機！こ ころ、 1hJか役立ちたい．と•かわいそうだから．

使企感ふ向の国答が日すで共に4割を超えたが、 lちょうど剣いたかったから」という自己助桟

ぶ向の答えも l割と高い 1問i，棧数回答 13頁．・"頁参照］

09吾1強の人が旦殺になってよかったと思•，ていもその理由として家誤が明るくなった」が6

割でもっとも存く、次いで「・つの生命を救えた」が5剖を占めた1 1llり2,2-l．使数回答、 l4頁，

という

3l頁参暗9

_mu 



第二車資料霧

ネコ編

(1)現在の状況と飼蚕上の閾題点について

(9項在9調査特9・でも頑放勁物を飼ヽっている且視は雌1を占めている， 9914l8il,3邸9参照9

99ヽ譲渡動物を引き取＇］，飼う上で困ったことが「あ 99た」は6邦］近くで、・なかった」は4割強。

「あった 1人のうち、 l今も解決できていない」が全休の礫1強を占めている9 9問315H',34H 

参照

CBわたことのキな内容’i, 「動物の性格や以liiの剣い方がわからなかった」が3割近くで ！イ

レのしつげがうま（いかなか,,た，、「なかなかなついてくれない」，＇先住ネコと仲良くできな

ぃ」がそれぞれ2覇iS後であった,(問3-l恨数固答、 l6頁，35頁参照9

(2)誼渡動物1成熟動物）の適応度について

①里親及び新しい渓境への適応について

（）成猫の里褪へのなつき具合は、飼い始めて 13ヵ月 lで891が、 l現在」では］0割近くの人が

「よくなついている」と答えた3 もなみに、譲渡時1歳末滴のネコの場合は、「39月」で9剖強、

「現在lが1時1であり、成袖のなつき具合は子ネコ・若ネコにせまる店い割合であったし 9問4-

)）8頁， 33頁 35頁参照

ご）家：こきたときり）勁物の様子について、「すぐになれ、とくに問思まなかった」が391近くを占め

た 反面・食餌をりえてもすぐには食ぺなかった」ネコが3割近く、「｛すみっこで（ふるえてい

た」ネコが2割近くいた3 19恥 l9頁 36頁参照）

ぐ月 まうようになった割合は、 1週間後で｝お割近くを占め、 2週問後で

は6割近く、）力 1」後では9剖強を占めるまでに増えているc 阻18-（か l9日蒻頁参照

0 トイレのしつけは、•その日のうち． 9こうまくいったネコが9剖近くで、これを含め）週間後で

は8割強、 2追間後では雌1近くのネコがし叫）ができている。 9問845190)［,4319参照）

②里親宅に先住動物がいる複如•'百 Cの適応について

ぐ）新参ネコに対する先f土ネコのに応のうち、引き合わせた直後では「石い所などに行き、降りて

こなかった」ネコが1剖いたが、その後減少していか 方、「府に遊ぷようにな'”ビ」はlh

月後では9割近くだったが、 6ヵ月後では4割に増えている、代）521頁 39頁参匹）

131里親の意匿について

，C生説にな9た勁機について問いたところ、 何か19すちたい」が5者1近く、 1かわいそうだから＿

如剖近くと使命惑心向の阿答が上位を占めなが，「ちょうど剣いたかったから＿という自己勁

機志Ihrも3割を占めていふ 9問L楼数回答 22頁，3↓頁参瞑9

C岨滋の人が里視になってよかったと思っている，その理由として 一つの叶命を救えたこと」

と一家誤が明るくな‘-，た」が共に5割を超え、大千を占めな (lU」2,2-l棧数阿答 23只， 34只参

照）

9-, I49― 



第二塁ー棗料編

II 結果の概要くイヌ編＞

1飼蓑上の問題点について

(1)成犬を引き取って困ったことがあったかどうか（問3)

困ったことが「あった」は6割近くを占め、「なかった」が4割強。「あった」人のう

ち、「今も解決できていない」が全体の2割強c

引き収った動物を飼う 1•，で困ったことがあったかどうか聞いたところ 、 保管品渡

（神戸 以 l‘.、'袢旋，浪渡と断りがない限り1i壻譲渡を，記述）では「困ったと、1よったこ

とはない」が43.0％であったのに対し、＇困ったことかあるーは 57.0％と6科lJ近くを

占めた

「困ったことがある」について、解決できたかどうかをみると、 「蚊初はあった

が、 1カ／1以内には解決できたJは令体の20.9%、「最初はあったが、その陪決に1カ

月以 I:．かかった」は令体の13.:1％であった，'これに対し、「今も解決できず、困 9)

ている」は全体の22.8％を占めている。

怜旋，，乳渡（西宮）では、「困ったことがある」は77.5％を占め、しかも「今も解決

できず、困っている」が37.5％と、いずれも神） iに比ぺて際立って硲い。

図1.成犬を引き取って困ったことがあったか（問3)

神戸 N=307 

り 1•) グラッ0)キヽ·'J シ J ンで「 ~111;」とあるのIi
itit,，仰t」 0)ことをいう 以Fl99Jし

I<／）口

'：iic〉グラフのキャプシ 3ンで lihttとあるのは
I怜旋，、n浜」のことを＼ヽう 以 l、.lulじ



第二室資料網

(2)どういうことで困ったか（問3-1)

困ったことの主な内容は、 「動物の性格や以前の飼われ方がわからなかった」 3召J、

「トイレのしつけがうまくいかなかった」2割。（複致回答）

前ltりで困ったことがあったと答えた人にその内容をlilいたところ、 「動物の性格

や以前どのように飼われていたか、わからなかった」という答えが31.6％で最も邸

率を占め、次いで「故初のころ、 トイレのしつけがうまくいかなかった」 22.7%、

「よ＜ 1!!語をしても、なかなかなついてくれない」17.7%、「緊張したり9§成した

りしている動物の扱いがよくわからなかった」16.6％などの順であった:

斡旋譲渡では 「動物の性格や以Iiriどのように剣われていたか、わからなかった」

が45.2%、「家族のi'！担がふえた」が29.0％と高率なのがH立った。

図2.どういうことで困ったか（問3-1，複敬回答）

家族のA担が
増えた

動物の扱いが
よくわからなかった

なかなかなついて
くれない

先住動物と
／中良くできない

逃1jてしまった

性格や以前の飼われ万が

わからない

トイレのしつけがうまく

いかなかった

その他

0 10 20 30 40 :iO 60 70 80<)(） 1(X) 

Ì.70.， 
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151 J 
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堡豆資料編

2譲渡動物の適応度について

(1)里親や新しい環境によくなれたか

①家にきたときの様子はどうか（問5)

「すぐになれ、とくに周題はなかった」が約6雹j。反面、「食餌を出してもすぐには

食べなかった」が約2割、「（すみつこで）ふるえていた」も1割強。（複数＠答）

新しい屈榜に米たときの浪渡動物の反応や様了・をliりいたところ、「すぐになれ、

とくに問題はなかった」という答えが58.0％と17立って晶い 問辿があった中では、

「食餌を出しても、すぐには食べなかった」 18.9%、「（すみっこで）ふるえていた」

14. :~% 、 ← よくないていた」 10. 7％などの順であったc

斡旋譲渡では 「すぐになれ、とくに1!il題はなかった4 という答えが80.0％と際立っ

て踪枠であった

図3．家にきたときの様子（問5，複散回答）

。
10 20 30 “) 50 60 70 80 90 

すぐになれ、

とくに閲題なかった

食餌を出しても、
すぐには食べなかった

し1よらく、おしっこそ
しなかった

ずみっこで
ふるえていた

よくないていた

その（も

q9 (I, 

● 枷 N.4J7
i・,., ＂＝ 4919 

~111· .. 
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第二章頁料編

②動物と里親との現在の関係について（問4、4-1)

現在も「詞っている」人9割。譲渡動物のなつき具合については、"3ヵ月’'の時

点で8割強、 ’'現在’'では10割近くの人が「よくなついている」と答えた。ちなみ

に、譲渡時1歳末満のイヌの場合は ''3ヵ用が9割強、＂現在＇＇ では10割であリ、 成

犬のなつき具合は子イヌ 若イヌに迫る高い割合。

現イ£(，温l査IJ寺 以卜•rnl じ ） 、 動物はどうなっているかの1iil に対し、現在も 「飼って

いる」人は90.9％であった 現在は飼っていない人についてみると、「人に譲渡し

た」1.6%、「逃げてしまった 2.9%、「クじ亡した」4.6％であった：

斡旋譲渡では、現在も r創っている」が82.5％で、保n;;ni度と比ぺJ'il・，低い内lj介

を示した。その分、 「人に識渡した」と符えた人の割合が謀くなっている （凶4)

現在も飼われているイヌのなつき具合をII、Hilを追ってliりいたところ、譲渡後 "3ヵ

II''ですでに よくなついている」は83.:,％だったが、 ＇現在 ’'ではそれが98.6% 

となった (|X15) 

斡旋品i度でも1Iil様の傾JnJをぶした

ちなみに、19月渡時1歳木満のイヌの場合は "3ヵH"が93.7%、 ＂現在＇では J00°o

であり、成犬のなつき具合は ｛・イヌ ・芹イヌに迫るばiい．hl合であった (32頁の表

参照）
図4. 現在の動物の状況 （問4)

西宮 ( n=40►

図5.里親への譲渡動物のなつき具合（問 4-1．時系列）
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第二翠肖料編

紅里親等に友好的な行動を示し始めた時期はいつか（閤7-(4))

里親等に栢極的に挨拶するようになった割合は、 1週間後までで6割、 1ヵ月後ま

ででは8割。

19!•親やその家族に足を扮iったり耳をねかせて近づいてくるなどして梢枷的に挨拶

するようになった(/)はいつごろからか1itlいたところ、 ？そのll(/）うち」が3(）． 3%

これを含めliりltl後までに挨拶するようになったイヌは61.!)%、 1カ月後まででは79.

1％であった 他方、「1カ）ji丸しかかったイヌが8.1%、現｛l：でもまだそういう行

{l))をとらないイスが1.9％あった

臀旋，；!ti敗では そのIIのうち」が12.5％で、これを含め1週間後までが77.5%、]h 

JJ 後までが82.3% 、 「 •1 カ Il 以,.. が3.0%、現在でもまだそういうm,)）をとらない
イスが2.5％あった

4カ月以上(I)8.1% 

図6.里親等に友好的な行動を示し始めた時期（問7-(4))

神戸 (N=307)

4カ月以上(I)8.1% l I そうしない(m)1.9% 

1~3カ月後

(i~k)10.2% 

108~1カ月以内

17.2%(e~h) 

154「

I 

西宮 (N= 40) 



第二章資料編

'4)見知らぬ人等にほえ始めた時期はいつか（問7-(5))

見知らぬ人にほえるようになった時期を特系列で見ると、詞い始めてから1週間位

してが4剥近く、 1ヵ月後では5割強。

なわば：）．心設の形成眈期の指椋として、兄知らぬ人や他犬などが家に近づいたり

したときにほえるようになった時期を開いたところ、 そのIIのうち」がl1. 3°0 

これを含めl週間後までにはえるようになったイヌは:H.I%、1ヵ月後までが52.-1°0 

であった 他方、 「1ヵ月以 I..」かかったイスが11.7%、現イ［でもまだそういう行動

をとらないイヌが17.6％あった

怜旋品渡では rそのl」のうち が2~. o％で、これを含め 1週間後までが15. （）%、 1 カ

J)後までが62.5%、f,1カH以I:」が12.5%、現化でもまだそういう行動をとらない

イヌが15.（）％あった

図7．見知らぬ人等にほえ始めた時期（問7-(5)) 

神戸 (N=307) 西宮 (N=40) 

155 」



堕二邑頁料網

(2)先住イヌの譲渡動物に対する反応(Q4)

新参イヌに対する先住イヌの反応のうち＼飼い始めて1ヵ月ごろまでに「一緒に遊

ぶようになった」が増えて約4号1を占めたが 1ヵ月を過ぎると あまリ変化は見られ

なかった。

先住イヌの反1，しや行動に時間を追って変化があったかどうか聞いたところ、「一

緒に遊ぶようになり、社交的になった」の割合が＂直後＇は 1ふ7％だったのが、 '1カ

月後＂には 39・ 6％と急に高くなり、以後はほぽ横ばいを示し、「ときどき、けんか

をする」が咽後＂にはいなかったのが漸約をホし "6ヵ月後＇』には 11.9％となった

また、「以前よりいきいきとして、行勁も桔極的になったは微増を示し、「飼いt
に廿え、注意をひ（行動が増えた：はほぽ横ばいをホした2

他方、「攻撃的ではなかったが、興味をホした」の割合が＇直後＂には 4ふ］％だっ

たのが '’lヵ月1奏＇には 18・8％と急に低くなり、以後はほぽ横ばいを示した

図8 先住イヌの譲渡勤物に対する反応(04，時系列複数回答I
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第二L 白料編

3．里親の意識について

(1)里親になった動機（問l)

「何か役立ちたい」、「かわいそう」という 芍命感志向＇＇の 答えが上位で共に4割

を超えたが「ちょうど飼いたかった」という＇ 自己動機志向’＇の答えも 4割強と高

い。（複数回笞〉

'I !•親になった動機を開いたところ、「かわいそうだと息ったから」 43. 3%、 「 ちょ

うと動物を飼いたいと息っていたから」 42.0%、「何か11分のできることで役"(1:ち

たいと思ったから」 40.4%(]）月nで、割合にはほとんど究がなかった （複数同答）
愴旋譲渡では「何か自分のできることで役立ちたいと思ったから」という答えが

77. 5%、つづいて「かわいそうだと息ったからa 55.0％と ＂1史命感志向＂が顕秤に

研かった

図9.里親になった動機（問1．複数回答）

。
10 20 Xi 40 50 60 

かわいそうだと思ったから

伺か役立ちたい

と思ったから

友人や関係者に

穀まれたから

子倶など家族1こ
せがまれたから

ちょうど動物を鯖いたいと

思っていたから

すでに93っているが．
もう一出欲しかったから

その他

70 80 90 

55.0'' .. 

97..5"J 
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第二窒頁料編

(2)里親になってよかったと思うこと（問2問 2-1)

里親になって「よかった」は9割強。その理由として、「家族が明るくなった」が6

割で最も高く、次いで「一つの生命を救えたこと」 5国j。（複数＠答）

'f!• 親になってよかったと思うことがあるかどうか問いたところ、「ある」と答え

た人の割合が92.2％と圧倒的に窃かった

「ある」と答えた人にその内容をVilいたところ、 「家族が1!/]るくなった」が61.I 

％で1位を占め、次いで「一つの牛命を救うことができ、よかったと息う」 50.2°0 

などの順であった

斡旋譲渡ではり！視になってよかったと思うことが「ある」と笞えた人が97.5％で、

その理山として「・つのIt命を救うことができ、よかったと息う が（；4.1%で1位

を占め、次いで「家族が明るくなった」 38.5％などの顛であった

図10.里親になってよかったと思うこと（問2-1，複数回答）

。
10 20 30 40 50 60 70 80 

一つの生命を枚うことができ、
よかったと思う
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日っている動物に
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第二豆資料編

結果の概要くネコ編＞

1飼蚕上の問題点について

(1)成描を引き取って困ったことがあったか（問3)

困ったことが「あった」が6割近くで「なかった」は4割強。「あった」人のうち、

「今も解決できていない」が全体の2割強。

,；1き取ったネコを飼う上で困ったことがあったかどうか聞いたところ、保符汲渡

（神/7・,以ド、＇袢旋譲渡と断りがない限り、保岱：，， i｛渡を，記述）では「1村ったと思った

ことはない」が44.9％であったのに対し、 f困ったことがある」は53.I％であった

「1-1<1ったことがある」の中で、 9作決できたかとうかをみると、「今も解決できず、

困っている」 24.6%、f最初はあったが、 1カH以内には棺決できた」 17.I%、 最

t})はあったが、その鮒決に1ヵ月以,.かかったJ13. 1％の月nであった
斡旋譲渡（西宮）では、 13例II'「困ったことがある」はII例を古め、しかも 1今も

解決できず困っている」は7例を占めている(

図1．成猫を引き取って困ったことがあったか（問3)

(N= 69) 

15Y [ 



第二奎黄料霊

(2)どういうことで困ったか（問3-l)

困ったことの内容は 「動物の性格や以前の飼われ方がわからなかったこと」約3

割「トイレのしつけがうまくいかながった」 「なかなかなついてくれないJ「先

住ネコと仲良くできない」がそれぞれ2割前後。’複数回答）

前間で困ったことがあったと答えた人にその内容を閉いてみると、 「動物の性

格や以崩どのように飼われていたか、わからなかったこと」が28.9％で最も高く、

次いで「最初のころ、 トイレのしつけがうまくいかなかったこと」が21.0%、

「よ（世話をしても、なかなかなついてくれないこと」と「以前から釦っている動

物と仲良くできないことーが詞半で1&4％であり、これらが上位を占めていた 2

図2・ どういうことで困ったか（問3丸複数回答I

家族の●坦が地えた

砒塙の扱いがよくわからなかった

なかなかなついてくれない

先住動物と仲良くできない

逝けてしまった

性格や以前の飼われ万がわからない

トイレのしつけがうまくいかなかった

その他
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368% 
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第二車自料編

直数回答）

2譲渡動物の適応度について

(1)里親や新しい願境によくなれたか

① 家にきたときの様子はどうか（問5)

「すぐになれ とくに周題なかった」が約5割を占めた反面、「食餌を出してもす

ぐには食べなかった」が3巻1近く、「すみっこで）ふるえていた」が2割近く。（複数

⑫笞）

新しい界壊に来たときの誤渡ネコの反応や様子を聞いたところ、「すぐになれ、と

くに問題はなかった」と答えた人が49A％と半数を占めた。他h、1食餌を出して

も、すぐには食ぺなかった」 27.S％、「1すみっこで！ふるえていた＿ 17.3%、，よく

ないていた lllふ％などの様了が指摘された2

斡旋譲渡では13例中「すぐになれ、とくに問題はなかった」という答えは4例と

少なかった~

図3 家にきたときの様子（問5，紐数回答I

゜
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食餌を出しても、すぐに9こ哀べなが？

，`ばらく、おしっこをしなかった

すすみっこで9ふるえていた

•2 

＇ 
して~しな＜

 
よ

その他

494% 

的

9 ia「]



第二豆資料編

2 動物と里親との現在の関係はどうか（問4、4-1)
現在も飼っている人は9割強 里親へのなつき貝合！な、飼い始めて"3ヵ月で8lし
が、現在では10割近くの人が「よくなついている」と答えた。ちなみに、譲渡時
1漱未満のネコの場合は、 "3ヵ月’'で9割強、．＇現在’'が 10割であリ成描のなつき貝合

は子ネコ・巷ネコに迫る高い割合c

現(1;、動物はどうなっているかの間に対し、現化も「節Iっている は91.3％であっ

た 現（I；は{iJiJっていない人についてみると、―人に浪渡したJl. 5%、屯逃げて

しまった」 4.3%、 夕tしした 2.9％であった ([Xl4> 
幹旋汲渡ては、 13例I|I、現在も §，1っている」はJI例と多い

現在も和1われている動物のなつき具合をII}澗を追って問いたところ、成渡後'3ヵ

/J"の時．I,＇i．ですでに よくなつしヽている と答えた人は8l.6％で、＇現 {i:"(7ヵll以 I・.

耗過）ではそれが！）5.2%と邸くなった • }i、 ほとんとなっし、てし、なし、．、 まだ 1•

分になついてはいない と笞えた人は、 "3カ月’'の時点ではそれぞれ!).2％すついた

が、＇＇現面では ほとんとなついていない-と答えた人はし、なくなり、「まだ 1•分
になついてはいない と答えた人が1.8％となった、(IXI3)

ちなみに、；，tiJ:tll.yli成」；；i1~(/) ネコの楊合は、 ":l ヵ JI''で91,1j強、＇現在｀か l(）：tlIであり、

成猫のなつき！し合は r・ネコ ・｝’,：ネコに追
る点jい内ll合であった (:J:i(ill)j,:参照）

9年1~t，哀泥えて刊よ、 13f§lj中、，．lti9ii妥に よ

くなついている と芥えた人は3カfl後
図4.現在の動物の状況（問4)

には10例も占めている
人：•譲履し,_

、N=69,

図5.里親への譲渡動物のなつき具合（問4-1，時系列）
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第二宣白料編

,3, 里親等に友好的な行動をとりはじめた時期はいつか（問8-(4))

里親等に友好的にふるまうようになった割合は、 1週腔後では5割近くを占め、 1ヵ

月後では？笞l，強。

ネコが’I'．汎やその求族に対し、しつ

ぽを 1．．げて珀部をこすりつけたり 11・ぇ

図6.里親等に挨拶行動をとりはじめた時期（問8-(4))
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なったのはいつごろからかrlflいたとこ

ろ、「そのIIのうち が21.6%、これ

を含めliり1!II後までが16.•I% 、 1 カ） l 後

までが72.I％であった 他）i、＂現在'

でもまだそういうii動をとらないネコ

が7.2%＼、f..:

4 排泄のしつけがうまくいくようになっ

たのはいつか（問8-(5))

うまくいー）たのが「その8のうち」が？るU近く、これを含め1週陵後ではすでに8

割強

り6
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第二室負料謂

(2)先住ネコの譲渡動物に対する反応はどうだったか(Q5)

新巷ネコに対する先住ネコの反応のうち 引き合わせた堕後では「寓い所などに行っ

て降りてこなかったリした」が4割で以後減少。「一緒に遊ぶようになったjは直

後では1割近くだったが 6ヵ月では4宮1に増IJJ。

先住ネコの反応や行動に時1尉を追って変化があったかどうか問いたところ、譲渡

の＇直後に「高い所や安全な所にわき、しばらく降りたり出てこなかったりした」

というネコが40.9％いたが、 "3ヵ月後＂には IO％となり、「人目につかない所で過

ごす時間が増えた」というネコが22.7％いたが、 "3ヵ月後＂にはいなくなったー逆に、

「一緒に遊ぶようなった」、ロシャイだったネコがだいぶ社交的になった＇というネ

コは、それぞれ9・ 1％から40.0%、（）.0％から 10.0％と増えていった＂

図＆先住ネコ6ん鼠渡励如こ対する反応(05時系列，複数回答I
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3．里親の意識について

(1)里親になった動機（問1)

里親になった動穂は，「何か役ワちたい」約5憲1「かわいそう」約4曾Iど＇使命感

志同’'が上位。「ちょうと飼いたかった」という自己9！磯志向＂も 3割。複数回答］

里毅になった動機を開いたところ、「何か自分のできることで役立ちたいと思っ

たから」 47.8%、「かわいそうだと思ったから」 39.1%、「ちょうど動物を飼いたい

と思っていたから」 30.4％などの顧であ 99たご

斡旋譲渡では、 13例中、「何か役すちたい」 8例、「かわいそう」 7例、「ちょうと’

飼いたかった」は5例となっているぃ

図9・ 里親になった動機［問1，複数回答）

¢ 1 0 20 3 40 50 印 9C 

かわいそうだと思ったから

何か役立ちたいと思ったから 4ー8文

友人や関係者に栢まれたから

子供など家族にせがまれたから

ちょうど動物を飼いたいと思っていたから

すでに飼っているが、もう一頭欲しかったから

その9せ 9N= 699 

二965n 
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(2)里親になってよかったと思うこと（問2、問2-1)

里親になって「よかった」は9割強。その理由として 「一つの生命を救えてよかっ

た」、「家族が甲るくなった」という答えがともに5割を越え、大半を占めた。（複教

回答）

里親になってよかったと息うことがあるかどうか1itlいたところ、「ある と答え

た人が95.7％と11浄1(lりに多かった

「ある と答えた人にその内容を1:ilいたところ、←一つの牛命を救うことができ、

よかったと息う」56.0%、「家族が明るくなった」 54.5％の順で、これらの答えが

大半を占めたa

怜旋，9Ri度の13例IIl、り凜になってよかったと思うことが 「ある」と答えた人は12

例で、その坪111として、 「家族が明るくなった」は8例、「人人や知人ができた」は6

例であった＿

図10里親になってよかったと思うこと（問2-1，複散回答）

。
10 20 ヌ 40 50 60 70 80 90 

すぐになれ、
とくに問題なかった

食餓を出しても、
すぐ{-It食べなかった

しllらく、おしっこを
しなかった

（すヽ '-こで
ふる入ていた

よくないていた

その他
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III 本調査で使用した用語の解説

譲渡動物

愛玩動物は終生和］尭を原則として飼われているが、やむを得ない理由で飼えなくなり新たな飼い

ギに譲渡された動物を芦い、ここではイヌ及びネコを対象としたそ

成熟動物

本報告でいう●熱動物とはl歳以上のイヌ及びネコをいう，

先住動物

新たに飼い始める勁物（新参動物］｝こ対し、すでに住lっている1月種の勁物をいう，両者の間でトラ

プルが起こることがある。

里親

譲渡勁物を引き取って飼萎する新たな虹い士を言う

被災動物

本報告では阪神大筏災で被宮にあった人に創われていた勁物で、やむを得ず里視に譲渡された勁

物を言う。

保管譲渡

今El「兵卓県南邸地委勁物救援本部＿が神戸及び三柑で実加した譲渡方式で、一日動物を特定の

施設に収容・保径し、そののち呈褪に譲社する譲渡方江をいう e

斡旋譲渡

今同、西宮保砲所西宮巾獣医師会が実旅した成渡方式で、里子に出したい飼い主と田視になりた

い人とをコーデイネートし、お互いの希望や条件が合えば、両者を引き合わせ、護渡を成立させる

誤渡方出をいうコ

※保管譲渡）J式では、被災動物を一日施設に収容し、治燎や世話を行なったc この方式では、一

時期、勁物を柚設に保営することで、前の飼い上との絆や苔惜性の行勁守を9［ち、新たな環培涅

紺になじみやすくする効果も答えられふ

※磐旋譲渡方式は、施設がなくても可能であり、勁物の救済活勅として楼勁力がある，また前の

飼い上と見親を直接会わせることから、個体の付格や以前の剃い方等の必要な梢報が里視に伝わ｝｝

やすい

□ !09 □ 
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N 調査の概要

l馴査目的

I成熟効物1イヌおよぴネコ）1,）新しい環培涅親のもと）での反ぬや行勁および呈視との閲係を

到べるため、阪神大沼災兵鹿姐南部地震） 1こともない坦裂に譲渡された被災勁物の状況を追跡し、

もって今後の勁物愛殴施策等に供することを＂的とする，

2調査内容

1］！現在の状況と飼菱上の問題点について

121 譲渡勁物［成熟動物〉の適I•も産について

①里践およぴ新しい塊楼への適応について

、邸且親宅：こ「先仲動物：がいる複数•1表での遥応について

939韮親の窓識について

3調査項目

（））現在の状況と飼蚕上の問題点について

•現在、動物はどうなっているか憫」む

•飼うドで困ったと思うこと力咽いたがまたそれはどういうことか（問ふ 3-1)

●袋災の後遠症と思われるようなことが9,1かあるか。あるとすれば，それはどんなことか(IIqn)

(21譲渡動物（成熟動物）の適応度について

①里親および新しい環境への適応について

•あなたの家につれてきたときの動物の反応や様子はどうだったか (915l

●敢初のこ，，の勁物の惇衷状態）iどうだったか＇、問 s,
●動物と里親との問係はどうか＇,よくなついているが（問 4-1)

●引き取った当時，イヌはよく吠えたか いつ吠えなくなったが11um)）（9)＇ 

•星親がなでたり話かけたりすること：こ、イヌはどれくらいしたら友好的な）丈9しを示しはじめ

たか（問9(3)＼

．．親や家族に、イヌが栢栖的に「挨拶lをするようになったのはいつごろからか［問げI))

●見知らぬ人や他犬などが家に近づいた 1） 訪れたとき、吠えるようになったのは、いつごろか

らか（問9(5i i 

●引き取った当時、ネコはよくないたがまたいつなかなくなったか（問8(l)（2)） 

•ネコが家具や壁などに、烈1部や脇腹をすりつけ臭いつけ｝はじめたのは、いつごろからか

憫813)） 

●ネコが里視や家族に9月部をすりつけたり、「甘えた→ような戸を出して近為ってくるように

なったのは、いつごろからか,,渭8I4)

• I里我がしてほしい崩所がネコの排泄のしつけが、うまくいくようにな 99たのはいつごろか
らかしlIり815) 9 

●オ~コをうっかリ 9または怠図的に）臣外に出したことがあるか3 あるとすれば、その時期は，

口i心 □
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またいつごろ舜ってきたか憚」9-9-i,9-2〉

•In餌いギとの交流はあるがあるとすれば、どんな交流か また1H朗い上が会いにくるとき、

動物はどんな反応を示すか，その後の生親1こ対する反応はどうか＿ il[l)io,LO-1_10-2,11)-39 

②里親宅Ie「先住動物」がいる複数飼育での適応について

•いつ、どこで、どのように引き合わせたか：QL2ふ

●引き合わせた後、冗からいたイスまたはネコはどのような反応を示したか(Ql,S)

•動物岡上の様（（関係］はどうか IQSJ

(3)里親の意識について

●里親1こなった勁機I玲！か1間l!

•里視1こなって，よかったと思うか。またどんなことがよかったかぐ il[l 」 2,2-L!

•里視になって、感じたことや意見など 9自由記入i 1問l2i

4謁直対函

1995年平成9年11月17日未明に店生した阪神大妥災によって被災した勁物のうち、 "r成9年211か
ら11月までに保管該渡を尖施した l兵串県南祁地英勁物救援本部」 99•神戸劫物救汝センター l と~

印年21」から5月までに斡旋譲渡を実施した兵底瓶内宮保健所＼及び西宮市獣辰師会，によぅて譲渡

されたイヌ及びネコとその里蒻

5罰査実施期間 tr威 8年2月2OH~3月3ln

6調査の系統及び調査云

:[::, I: 調企客体

浬視及びイヌオニ

協｝」 兵●県市祁地震勁物救扱本部、西宮保健所~西宮巾獣医師会

詢杏月は、キとして近畿地区9こ什住する l愛坑勁物飼炭脊迎十」 42名によるぐ調査区の広さや甲

親数を者慮してl調査区ごとに謂査員2~;名の頭杏班を禍成し、うち 人を幹車 9リーダー）としたし

7詞査方法

メールオーダーの後、訪問岡楼法（ただし、一部は郵送十誼話財査法）

調企3)手珈は以↑のとおりであふ

渕査貝は、担当する調企区内の名簿浬親iのすべてに調究依頼状を祁送したし調企内容で王視の

記憶をたどる部分の裂問については、予めその内容を依頼状に添えた，

数n後｀冤話で訪問日のアポイントをとった

「""LJ
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潤査依頼状の返迅やア沢イントの際、●親が転居していたら、転居先がわかれは追跡し、また譲

性後lヵ月径たないうちに再頑枇した楊合、門譲渡先がlh月以上飼っていれ99追跡し、可能なかぎ

り名簿を更新した、

この際、転居先不明や譲渡を受けてから］ヵ月以内に逃亡・死亡したイヌやネコは甜企除外とし、

商杏里桟故9母某回を確定した，

アポイントカ兒 調査員がl.9宅を訪問して囲き取り調査を行なったが、返隔

地や深夜,1査しかできない協合などは、旦執に予め甜査票を邸送し、固杢票を見ながら屯活による
院き取り調査をt施したc

8鯛査範囲と母振団

｛l)神戸動物救證センター分については、調査範囲を兵席限及び畿内約90巾町［神戸巾は区単位、

以下l司じ）に限定し、この地域に柑仕する里親に譲社されなイヌ約1即取及びネコl13叫の里視

名池を母焦団と Lた＾ただしイヌは？00頭の標本、ネコぱ悉杵とした」

())兵磨果西宮1呆健所・西宮市獣医師会（以下、西宮保健所という）分については、取り扱い数か

少ないので、該渡された（一時預かりを含む）イヌ6l頭及びネコ25頭とその呈親名簿の令数を丹

娯団とし、甜丘範囲も全国を対象とした，

調杏範囲名簿仝数 I釘対蒋象量による | I ：＇ 母葉団数
除外数

莉脊が直

＇ 
神戸動物救「女 イヌ 頑沸及玲釣 92OO〕

＇ 
「193> 摂本

七ンター

悉；ネコ 兵胆認況屈 l13 l6 I99 

： 
ィヌ，全 同 6 l 1 印 (57) 悉ザ

！西宮保悔所

：;！, 悉皆ネコ 仝 国 25 1 21(16, 

------ ．． --------
※名簿数は、平成が91 月 31 日現在かデータ，~※ 9 ]内dバ数字は栖本む笹欲 ' '内の数字は里視故．
如 i保団●は、名碑全数から名簿補止したもので、転居先不明、引収後lヵ月以内に返却'逃亡'死亡
したも 99、よた引取後 9 ヵ月以内•こ｝、,,,,譲沼し、その円譲渡先の追跡が,,能なものを除いた。

、3｝神戸動物救證センター分のイヌの標本抽出及びネコのrーふこぷ］一の区分lこついて

イヌについては、誤渡数が多いので、実企，、の制約から調企範囲内の椋本調逍とした，調企

地域を被災地.,,,岩救助法迫用市町，淡路烏を除く1と悛災迎涸辺活の2活に分け、それぞれ

の抽出単伊を、第」次は巾町、第2次ぱ●親の●化 段袖出とし、さら 9こ兵原1尺及び畿内の2地

坂994区分に分けて拙出，この結果、椋本名笞数は200となった，

菰出率は以卜のとおりである，

披災地唇については、市町の拙出字は2地域とも1'1とし、市町内の旦視抽出率は、出滋数が

多い兵固県担城はl/2ないしl’3を拙出し｀幾内地域はl9]とした、

LJ I98 LI 
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被災地周辺唇については、市町の抽出率は2地城とも旦視数の多い市町は悉杵とし、里親数

如ないし2の少ない市町を99出により加え、令体の里穀数の192となるよう拙出し1ふ市削内

の田親抽出率は2地域ともl,'］とした3

ネコは悉皆邸I斉であるが、文査・娯計 l、 イヌと同様の区分とする J

イ ヌ ネ -
＇己 別 丙 訳

＇兵 奎 呉 畿 内 兵 店 只 我 内

被災地忌 市削拍呂率 l/l ] i l l/l l i i 

両査巾町数 8, 7 3 l6 3 
旦坦拙 /[1，ゃ 1,｝ 2. l/3 :, 1 l9 i l,’l 
空木名簿数 6 ]. 73 9 4 98 ， 

被災地IEl辺屡 市町抽山字 2‘ l/2 ]/1 :/I 9. 
甜沓吉 il」―訣 ； ] 4 ， l 3 
坦栽抽山率 l l 9'l l9l 1/1 '~ 
慄本名簿数 l4 ふも l 6 20 

9調査区の設定について

(1)神戸.,.,救幸ピンター分の詞査区

以下のように設定した。

咀別、地域別（被災地喝の兵席原！こついてば、さらにイヌの抽出率印l]の各区分に届する市町の

イヌの里親の椋本名碑数と1,1区分のネコの●親名恋数から、 9調企区を棚ね30頭（イヌとネコの比

が悶とし、また尖杏上の配虚から近楼するいくつかの市町を統合''°頭以卜mI]町は単独また

は分割，して調査区を設定した，その結躇市町数皿濶査図数12、甜丘員数33とな’”ビ

，~・

呂 su

祓文地屈

| 
内 訳

-

市町薮

講査区数

閲杏貝数
- ~. 

市町数

祠査同数
胡査貝~数

兵

地
＿
卑

域 叫

ヌ抽三□戸口
某

畿 内

5
 l
 2
 

彼文地閲辺喝

"~l3 
9 9 
2 

5 

計
数

数

数
区

貝

r
 
査
査

批L
調

汎

90 
l』

33 
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(2)西宮保健所分の詞査区

甜査区は、 1印戸励物救表センター4ぶこ中じ、被災地層と被災地周辺唱及び近畿以外●の3屈に

分け、 l！如夜としたシ謁査貝は1区3人、百t9人で行なったっ

70回収結果 ト表のとおりであるな

母集団数 甜及び査JH不否能数 有効回収数 回 収率
~ ~ 

神戸勁物救設 ィ ヌ l 9 3 12 1 81 93.8% 

センター

不コ l 9 9 1 2 l l 5 9{).6% 

イ ' 6し ＇ 
53 部.3%

四宮保使所

ネコ 2 1 
I 
5 l6 冗．認％ I 

_____ __J  

11集計方法等について

調企区ごとに担当した調香呉詞杏班が中間●言lを行ない、これらを詢企委貝会で取りまとめ、

令体保計を行なった，

なお、回答内容：こ疑義があれば、窓話で丑親に照会し確究した，何らかの理由により、個々の愕

問に同答がないものは不詳」とした。

（））神戸枷9]這センター分の果計について

イヌ器本については、商杏委H会で凝別、地域別：被災地暦のうち、兵産県は里栽抽出半別）

の』区分別に策計し、これに抽出率に基づく推計用稟中［市町拍用率 X旦親抽出享を乗じて合箆

し、総計を推足した。

ネコ，令数］については、イヌどの生9]結果の比較も考慮し、忌9：1、地域別の9区分こと

し、これらを合箆して稔計としたっ

□ 992 0 
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(2)西宮保健所分の案計について

ィ9 ・ネコ別に分げて行なった，それぞれ付9p勁物救誇センター分との比枝を考屯し、滋別に

集計し、合負して総言9としt,,

(3)イヌ”ネコ別、年齢別の集計について

イヌ・ネコとも簗計にあたっては、哉渡助物を以下のように分It、各グループごとに●言lしたc

••\群：震災後、被災勅物によって牛まれた（イス，子ネコ岱

c群 康浜時、 l歳未溝のイヌ・ネコ群

B群：浜渡時、 1盆以上のイヌ・ネコ群

この結果、回収した栖本の内訳：よ下ムのとおりであふ

「― 有効固収数 A 群c~が 309 贔齢数iB群喝乙

神戸勁物救投 Iイヌ 417 ,1四嵐： u I 揺 6%
＇センター

ネコ l l 5 1 8 2 9 l 69 

イヌ 53 ¢ 」2 ,o I l 
四宮保健所

ネコ I l6 ,; 
! 
3 | L3 

゜※神戸のイスの数字は乗率をかけ、復元した故字c他1よ実数e

(4)本報告書の集計結果の数値について

今回の●杏目的にそって、この戦止古の調立桔呆の数値iよ、イヌ·ネコとも一部を除き成熟•

物を対象としたB群のみの分99数値である，

なお、本報告古の―"結果の概要では、神戸勁物救投センター関係の数値を上体に記述し、

とくにネコ福では西宮保健所分のテータはサンプル数が少ないので、上な内容を例数として記栽

した。

仁 99，二
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V.都寸資料 社団法人日本愛玩袖初l面会

譲渡動物の行動と里親の対応調査票

※こ99頭企京19、当該目的以外には使用いたしません。したがって、調脊関係者以外に内容がもれ

ることはありませんので、ありのままをお答えください，

※設問への回答はできるかぎり、実際に世話をし、イヌおよびネコの様十や状況にくわしい方がお

笞えくださいっ

※調杏票は譲浜剥物 釦につき 孜です，複数の勁物を浚り受げた方は、調企京も楼数1こふIt` そ

れぞれについてお答えください

お名前（世喋•J..,9 庁 齢 軋 業；仕所 TE]』 し
＼ 

品

文庶iT)閂育者注ぶ世活をしている）J 午 齢 付 9,' 仕活形態

氣
男， 女 -p 住9釘宅紐是知9i1直止9 咄；S9l辰，

患て の 硲な＼，

求族惜成(|百））叶人0)み） こ和ごまで相べだこぐのぁぷ作紅そ"釘合牛殺

を 年

譲此動物について 年 齢 竹 別 途 n 飼っている場所と飼妾形態

イヌ・ネコ 忠面， ii: 歴隕］，'•,仇：品湘1',., (3:,',l'，と':::'と畷合

品種名
じ紐：主；：つな，，代で，土；こ俎し材．>,1にタ -;9月’•’，令り柑

波 ； ！ ---------------““......... ----------—ー ・オス→メス ！ ！ n 
名前 約

,, 
布Iょ断）有無Iすでに済んでいた，済ませた，まだ経んでいない｝手術¢)実施け粁昭和平成 年 JJ: 

謡渡馳靱以外に飼，-9ている固内国数年粕性!II不妊ム墓か）有紐飼守年裟楼数聾育なら.ii.いの問係などもご記）汀さい'I

\•,:,'，イヌ，ネコ→そダ）訟，いない

飼育●99入欄

●甜翻ギ番号 t登区昔サ孜怨租昔＇＇ ＂料丑

●斡捉桃閲 臨叡慮D数 日9

•調企実施日 平成 年 月 じ

●調査貝名

と＇既笠 0罹九祀., 印］

コm□ 



第＝草百科誦

基本項目（フェイスシート）の主な集計結果 イヌ編

サンプル数神戸のイヌ B群の実数133頭（復元数309刷について

] 実際に且話をしている人は、 20~34歳が19%、35~19歳が39・L%、50~64叔が3L3%、65歳91

-C は9 曹 2％であり、これを刃女比でみると男性が29·1％、女性が75慮％であ••た

②更視の件まいは、一戸建てが9°・8％、保合住定が0.2％であった3

足里親のうち、今阿はじめて勁物を飼った人はlL3％であり、経験呑9ふ 飢育経

験者のうち、イヌの経験者は；5%、ネコは且％であったし

さらにその飼育経坑年数をみると、イヌを10年以上が85・3％であったしネコの経験者では10年

以卜が50%、2~g年が30％であった」

④ 我渡動物を性別でみると、オスが印％、メスが・'"％であな年齢別では9~5汲が90%、6ヽ l0歳

が24%、11淑以上は5・5％であったc

＇団 不妊手術の実施状況ば譲渡前に済んでいたのがオス49％、メス11%c淫i9後に里視が済ませ

たのがオス16％、メス23％であ 9ヽ に加箆するとすスで63％、メスで69％が実柚済であったも

・同 譲渡勁物以外に飼，，ている動物の布無について問いたところ、廿％の里親が何らかの動物を飼っ

ていた 飼っていた勁物の種類をみると、飼っていた旦視のうち、イヌ44％、ネコ29％、イヌも

ネコも鉗っているが6％であったc

牛守掲＼

神戸i子イヌ9 澗H・C群の焦言1結果9

3カ）j 6カ月 現 在 1！ 動物と飼いキ四）関係

° ・ O 0.0 ° ・ C 1.ilとんとなついていない
6 ・ 3 "・" 〇.（I 2.まだ十分になついてはいない

93. 7 1 00. o 100. 0 ふよくなついて，，必

N=i 63 6 L 99 1 

□ 999「]



墾二章資柱盪

基本項目（フェイスシート）の主な集計結果 ネコ編

サンプ｝＞数神戸のネコ B群の69頭について

'.D 実際に冊話をしている人は、 l9歳以下が2・ 9%、20-34訊が30A%,35へ49歳が36,2%、50~64

歳が広8％であり、これを男女比でみると男竹がl3%、女性が87％であった仝

,, 里親の体まいは、一戸建てが；4%、築合止毛が26％であった，

③ 見視のうち、今団はじめて動物を飼，，た人はl0％であり、経験者はOO'Sであった飼育経験者

のうも、イヌの経験者はl2％、ネコは77％であった，

さらにその飼育舒験年数をみると、 イスをl0年以卜が5狐9であった，ネコの経験者では10年以

上が62%、2～虹卜が32%、2年未滴が4％であった，

④ 譲i9勁物を19別でみると、オス・メスとも90％である。年齢gりではl~5歳が7S%、6 10歳が駐

%、 n没以 lは3％であった，
了・ ネコの飼武形態については、屈内釦いが81％で、 19％が屋内外の自由飼いであった

圧内飢育のうち、「主に放し飼い」が93％で、「主にケージ飼い」は5％であ99:

95‘ 不妊手術の実施状況は、譲浬前に済んでいたのがオス56％、メス63%，誤渡後に里親が済ませ

たのがオスL8％、メスl9％、済ませていないネコがオスで24％、メスでl1％であった，

'" 成9庄勁物以外にb.]っている勁物の有匝について肉いたところ、 5S'始の里親が何らかの勧物を飼っ

ていた 飼,,又九｝た動物の種釦をみると、関っていた呈親のうち、イヌ2邸％、ネコ、39％、イヌも

ネコも飼っているが2因であった，

特掲｝

袢戸｛ネコ‘ 9問4-1・ C群の案計詰果）

3カ月 6カ）」 現 在 ！剪物と飼いキーとの関係

3.8 〇~ ［＇ ,;.o l.ほとんどなついていない

3 ・ 8 ° ・ O (I+ 0 2..まだ十分になついていない

9 2 + 4 100. 0 luO. 0 ふよくなついている

N= 26 26 ~' 

□ 996 □ 



調査票及び集計結果

（函丘砧初を引き受けた動機箸について1

問1．里親になった動機はなんですかc

（あてはまる回答の番号をすぺて0で囲んでくだざい：

，，布効慄本数：神イヌ309，神ネコ69，西イス40，四ネコL3)＜棧数回笞9

Lかわいそうだと思ったから

2.1，Jか自分のできることで役立ちたいと思ったから

3~ 友人や関係名に頼まれたから ・ ・ ・ ・ ・ ~ 

4・ 子供など家族にせがまれたから ・ ・ • 

5・ ちょうど勁物を創いたいと思っていたから

ふすでに飼っているが、もう一頭欲しいと思ったから

＇~その他（具体的（こ

問2・里親になって｀よかったと思うこと1が可かおりますかc

［有効標本荻：神イヌ3位神ネコ紐，内イス糾西ネコl3)

Lある

2・ ない（間3へ）

問2-1 「前問であると答えた方へ」それはどういうごとですか。

（あてはまる番号をすべて：）で囲んでください・

＼布効棉本数神イス283，神ネコ訊也イヌts,四ネコL2)＜棧数回答＞

L 一つの牛命を救うことができ、よか•，たと思う ・ ・ 

2．家族が明るくなった ・ ・ • 

ふ友人や釘l人が培えた ・ 

．」！ァロ

第＝章黄料編

※〔注）神戸＝保管譲渡

西宮＝称旋成ii

礼l[p（イヌ4.1．3．ネコ39.l) 

内宮げヌ55.0，ネコ53.8)

神戸9イヌ40.4，ネ OH.8)

西宮 iイヌ99.5，ネコ61.5i 

神戸［ィヌ 1.6．ネコ 14

西宮 9イヌ 1.5.ネコ o.o;

神戸［イヌ19.2．ネコ 8.99 

匹舌〔イヌ12.5．ネコ'・「l

神戸しイ 1'2.0.ネコ00.0)

西g•イス 29.5．ネコ38．勺］

油p9イヌ 2.9．ネコ10.0)

内宮げヌ 9.5，ネコ15')

神99 （イヌ30.6，ネコ33..1}

西宮 4 ヌ10.0.ネコ15.1} 

神戸（イヌ饂 2，ネコ 95.9•

西宮［イヌ99・ 5，ネコ訟39

神戸（イス 9ふ不コ 4."¥ 

西宮9イズ 2ふえコ 9・n 

神巨パス訊 2~ 大コ訊 9)9

西宮（イス且 l，ネコ3i3)

神戸イヌ6Ll，ネコ54・ 月］

西宮 9イヌ38ぷ，ネコ66・ "] 

神戸（イヌ l(・ 恥ネコ凡 0;

西百しイヌ l?・ 9，ネコ印~ （い



L 飼•,ている動物によい仲間ができた

5~ その他 i共体的に

⑪司蓑上の問題点について）

問3では、詞う上で困ったと思うことが何かありましたか。

有効標本数：神イヌ307惰堺コ69．西イヌ的，西和13',

1・ 敢初はあったが、 1 9月以内には解決できた

已最初はあったが、その解決に 1ヵ月以 lかかった

ふ今も航決できず、困t‘・ている

4・ 困ったと思ったことはない (IUIiへ＼

問3-19前問で 1 2~ 3 と答えた人へjそれはどういうことですか。

あてはまる香サをすぺて（ーて遡んでください］

［有幼摂本殺：神イヌl8Uオ神ネコ38，四イヌ叫，匹ネコi］］勺桟数固答＞

堕二堅ー資料編

神戸iイヌ］2,4,ネコl3,6i

西印イヌ 5~ l，ネコー，

神戸いヌ 39~ 6~ ネコ"•''

西宮日 93°・8、ネコ33・ 39 

神戸9イヌ2°・9・ ネコ17・ 4) 

内宮（イヌ20,0，ネコ95,4) 

神戸（イヌ lふ3，ネコ）3、）（

西宮（イヌ90ぶネコ15A)

神戸（イヌ22ふネコ29心

西宮（イヌ 39· ふネコ 53~8! 

11ロ（イヌ 43~ （）~ネコ 4U)

西宮（イヌ"・ふネコlふ9(

L求族の負'"が増えたこと 神戸ロヌ認＆ネコ 9.8} 

西官（イヌ200,ネコいi

2・ 緊張したり警戒したヽ）している勁物の扱いがよくわからなかったこと

ふよく皿話をしても、ながなかなついてくれない［くれなかっかこと

i・ 以蔀から飼ってし、る勅物と仲艮くできなし；いできなかった｝こと

5・ 逃げてしまうに しまった9こと

ふ動物の性格や以削ピのように飼われていとか、わからなかうたこと

7~ 最初のころ、 トイレのしつけがうまくいかなか99たこと

口！98口

袢アi：ィス16・ 6~ ネ：3 5~ 2J 

内宮9イ9 9~’~ ネコ l& 19 

袢戸｛イヌ19.9，ネコ］＆心

内宮9イヌ訊Lネコ認 ll

91p ：ィヌ 6・ 6，ネコl8A)

西呂・（イヌ 9・ 9，ネコ29.2J

神戸しイヌふ4，ネコ 9・8) 

也宮＇イヌ l2・ 糾ネコ 9ん）

神戸•イヌ'）1,6，ネコ 2&99

西宮イ叉l応2・ ネコ212. 

神戸＼イヌ22・9，ネコ21.0] 

山宮9イヌ訟，．ネコl&l) 



8．その他し具体的に

〔現在の動物の状況について）

問4現在、動物はどうなっていますか◇

第＝幸資料編

神口！イヌ4屯屯ネコ36.89 

内宮！イヌ15・ 2，ネコ36ふ

9布効標本数：神イヌ309i叫9ネコ69・ 位イヌ40，内ネコ訟

L飼っている 神戸げス的． 9,ネコ91.3l

四宮，：イヌ82.5,ネコ84,（i:＇ 

2・ 人に譲渡した ・ ・ • 神戸，：イヌ 1.6，ネコ I.5〉

西冶.：ィヌ l2.5，ネコ 0.(/、;,

3. 逃げてしま •9 た 神戸｛イヌ 2,9，ネご14. 3,; 

四宮：_ィス (J.0，ネコ 7.7}

4.9じししt， 神戸〔イヌ 4.6，大`ー12.約

西宮召ヌ 5,0，ネコ,.7, 

閥4-1・ 「前問で 1ーと笞えた人へ動物と飼い杢との関係はどうですかc

誼i座後、おおむね39月時の状況、おおむねい月の状況、誤渡後？ヵ月以上経過している｝」はさら

に「現在＿の状況とに分げ、それぞれ該当する項Hの桐iこ0をつけて卜ざい〕

神戸9イ91

3カ1」

4 ~ 6 

11. g 

83. 5 

（有効摂本数］ 395

神戸［ネコ

3カ）J

9 ・ 2 

9 ・ 2 

8 l. 6 

9有効椋本数！ 65 

6カ月

° ・ 9 
9 ・ 3 

g 0, 0 

3 9 9 

6カ月

0.0 

11. l 

8 & $l 

6 5 

現 在 動物と剣い上との関係

o., I.ほとんどなついていない

"・・' 2. まだ 1• 分になっ＇，とてはいな'·し

9 & 6 3.よくなついてし9る

385 

現 在 ＇勁物と飼い上との関係

° ・ O l.ほとんどなついていない
4 ・ 8 2. まだ I•分になついては＼りない

~5. 2 3.よくなついている

65 

口99り二



第二章頁料網

四宮（イヌ）

3カ！」 6カ月 現在 動物と飼い主と0)関係

5. 3 ° ・ O ° ・ O Lほとんどなついていない

13.1 2 ~ 8 ° ・ O 2.まだ十分になついてはいない

81,6 97. 2 ,oo ふよくなついている
9有効標本数938 36 33 

内宮＇ネコ）

3カ）1 6カ月 現在 勁物と飼い主との関係

0. o ° ・ O ° ・ O I.ほとんどなついていない

l 6. 7 16. 7 0.0 2，まだ十分になついてはいない

紐． 3 0. 0 100 3.よくなついている

9布効原本数1l2 1 2 l2 

〔新しい藁壊に来たごろの譲渡動物の反応や状況について〕

暉筍なたの家に来たとき、動物の反応や様子はどうでしたか。

｛あてはまる番gをすべて(9で囲んでください9

｛有効標本数神イヌ309．神ネコ孤西1バ0，四ネコ139 く複数回答>

l・ すぐになれ、とくに間粗はなかった

2．食餅を出しても、すぐには食ぺなかった

3~ しばらく、おしっこをしなかった

4・ （すみ，，こで＼ふるえていた

ふよくないていた

6~ その他：共休的に

□ 9切口

れl9戸9イス謡9），ネコ49ふ

内宮（イヌ8°・ °・ネコ30.s!

神戸9イヌ18．り，ネコ29・ 5! 

西宮 9イヌl9・ ふネコ3&59 

神戸（イヌ凡 6，ネコ(・釘

西百（イヌ 5.（9．ネロ°・ 0, 

神戸けヌ l↓3,ネコE 39 

匹釦イヌ29ぷネコ53.8!

神戸（イヌ i°・9、ネコ！1・ s! 

也宮9イ922・5，ネコ23・ O) 

神戸9イ932・ 0，ネコ23.1) 

内宮（イヌ訟5，ネコ,.,!



問6最初のころの動物の健康状態はどうでしたか。

（あてはまる番サをすべて0で囲んでください｝

（有効標本数：神イヌ309，神ネコ69，西イヌ40，西ネコl3〉く複薮回答＞

L下痢！または下血9をした

2．軟便をした

3．便秘ぎみだった ... 

4・棗初から正9な便をした

5・ l9吐をした

6・ ふるえがあった

9．ひきつけがあった

＆とくに況常はなかった

9．その他

（以前から飼っていた動物への彩署について）

第二室資料編

神戸9イヌ 15,3，ネコlふ5)

西宮（イス lふ,,ネコ］5，49

神戸［イス14ぶネコ9°・じ

西宮 9イヌ 5・0，ネコ'・"

神戸9イヌ L3，ネコ 5・ 9) 

西官（イヌ 5ぶネコ'・"

神戸イス49・ 1，ネコ34,9)

四宮，イス狐 0，ネコ69・ 5} 

神戸 9イヌ 9・2，ネコ 5,9‘, 

西宮1イヌ 9・ ふネコ15A}

神p9イヌ 12,9，ネコ 4・3)

内宮げヌ I,5，ネコ 0,0)

神戸，イヌ 1,0,ネコ 0，か

西宮［イヌ°・ 0，ネコ(,〔,'

神戸〔イヌ腿8,ネコ59・ 9 

西宮：ィ 937ふネコ53ぶ）

神戸9イス 3ふ，ネコ 1ふ

四侶~ （イヌ 92~ 5，ネコ°・O] 

(Qi、2,3, 4、5、かは、フェイスシートで泣渡勁物以外にイヌまたはネコを剣っていると答

えた方のみお答えください，，そうでない）」は、問7またはl[l」8へ；

QI譲り受けた動物と以前から飼っていた動物とを、いつ引き合わせましたか

［有幼標本数神イヌ印，神ネコ22，酉 iヌ］3，西ネコ3i

1．嘩浜剥物を家に連れてきたと同時：こ、すぐに引き合わせた

2．しばら（様子を見て、その日のうちに引き合わせた

3．お甘いに慣れるまではと恩い、 2~3日してから引き合わせた

神戸［イヌ邸'·ネコ 92~?；

西宮［イヌ69,2，ネコ3&39 

神戸‘イヌ°・ °・ネコ；L1, 

四代~ （イス 2?~ 1，ネコ6,；・n 

神戸9イヌ°・'，・大コ化99)

西宮しイヌ 0ぶネコ 0心’

4．お互いに惧れるまではと思い、一週間ぐらいしてから引き合わせた

7 !Si LJ 

神戸 9イヌ〇~ ［9,ネコ"''

西宮＼イヌ，·,~ネコ°· O) 



凡その他！共体的に

Q,.どこで引き合わせましたか．

右効楳本数神イヌ51，神ネコ22，西イヌ 13，西ネコ3)

第二章資料躙

神戸（イヌll.8．ネコ認．6）

酉宮9イヌ"・"・ネコ 0.o¥

l．以前からいる勁物が酋段もっともよくいる居場西に連れていき、引き合わせた

．．．．．．．・・・・... 神戸9イヌ"・'・ネコ5'.5)

西宮け~ヌ 69.2．ネコ 0.0)

2．,!庭を含む）の中だが、丼段もっともよくいる）苗場吋以外で引き合わせた

3・系嘩を含む以外の場所で引き合わせた

叩・どのような状況で、おHいを引き合わせましたか，

｛有効椋小数：神イス5l，神ネコ22，西イス13曹内ネコ3)

L両）」とも、とくに制限せず、自由に引き合わせた

2・ どちらか―hを抱くか保定し、他方は自l199こして合わせた

ふともに抱くか保定して、引き合わせた

神戸（イヌ35ぶネコ'5.5

西宮（イヌ30.8．ネコl⑳)

神戸9イス 2.0,ネコ 0,0)

西~げ（イス°·°・ネコ 0▼09 

神戸（イヌ35ぶネコ81,8!

西宮（イヌ3&4，ネコloo!

神戸（イ 931,4，ネコ 46!

西宮（イヌ23.1，ネコ 0,0(

" 神戸ィヌふ 9~ ネコ 4· む

曲宮［イヌ 0,0,ネコ 0,0)

4. どちらか—一方を抱くか保定＇，、他方にリードをつけて引き合わせた

神戸！イヌ11,8，ネコ 0曹0)

匹出！イヌl5ふネコ 0,0)

5・ ともにリードでつないで，引き合わせた ・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ •. ・ • 神戸！イヌ1L＆ネコ 0・ O) 

西宮！イヌli4，ネコ 0.0)

6、どちらか一方をケージしまた＇まクレート；に入れたまま、引き合わせた

＇・両方ともケージ＇,またはクレート］ iこ人れたまま、引き合わせた

LJ 982 ~ 

神戸！イヌ 9曹0，ネコ 9.0)

四宮！イヌ 9・ エネコ 0.0)

神戸（イス。.0.ネコ 0.o)

西宮（イヌ°・ 0，ネコ°・か
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Qt. Iイヌを知lっていた方へ引き合わせたあと、もとからいたイヌはどのような反応や行勁を示

しました応

｛弓lさ合わせた直後から、 卜記のような時間的な経過に分け、~それぞれにあてはまる狽目の梱は

すぺてく〕をつけて下さい：

神戸（イヌi

直 後 l力月後 3カ）J後 §力）j後 もとからいた19の反応や行動

° ・ O "・" ＇ 0. o o.o 1ル符党的にふるまった
993, 1 18. 8 17.8 L 4. 3 2．攻柴的ではなか之9たが．尻味を不した

0.0 ° ・ O ° ・ O ° ・ O 3. J~気をなくし、体調不良になった
15. 7 1.1 + Ii 15.6 11, 9 4．玩いキiこ廿な袢窓をひく行蘭が増えた

5. 9 (1.0 6 ・ ? 11. 9 ；．以訓よりいきいきし．打動も租板的にな".Jた

15. 7 39. 6 3.i. 6 33. 3 6.―緒に遊ぶようにな似社交的になった

(I+ 0 4. 2 8 → 9,’ 11. 9 tときどき、ケンカをする

4 3, 1 37.5 4 11. o 45.2 ＆その他滉体的に ' 
3 ・ 9 10.-1 11. l 1r;．7 飢不許

｛有疇木艇 5l iS 45 42 

西H~ イ丸

直 後＇ l力月後 3カ月後 6カIJ後 もとからいたイヌの反応や行動

15. t 9, 9 ;． 7 ! 8 ・ 3 lJ攻愁的にふるま，，た
， 
53. 8 2 3, 0 15. 4 8. 3 2．攻幣的ではなかったが，囲昧をホした ＇ 

15. 4 ’・ 9 7. 7 : "・リ 3. Iじ気をなくし、体詢不且：こなった ： 

30. 8 30.l¥ 3 1J. 8 2~.u 屯廊Iい•おこ廿え、 it点をひく行弥が増えた

° ・ O 0.0 0.0 o.o 5以前よりいきいきし91」動も積栢的になった
15, 4 n.o 30.8 ,l l. 7' G．一巌こ逸ぷようになり．仕交的になった

1 ；；・ 4 23.0 2 3. o 33.3 7.と含どき、ケンカをする
38. 5 ,i 6. 2 53. 8 41. 7 ＆そ0)｛加具体的：： i 

゜~。
,., ,~' ° ・ O 9．不詳

潅劾標本数｝ l3 認 lS l2 

i 83 
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QS.「ネコ頷もて公た力ヘ、引き合わせたあと、もとからいたネコはとのような反応や行動を示

しましたか

（引き合わせだ直後から、時問的な紆維と変化をド記のような時閉に分け、それぞれにあてはま

る項日の憫1ますべて0をつけて卜さい‘

神仁パネコ）

酉後 i1カ月後 ＆力 J」後 釦ケ！J後 もとからいたネコの反応や行劫

40. 9 18.2 1 0. o 1 0. tl ］・が山て芍こヤな安か全・っなた所hにしもた含． Lばらく降hたり

"・ 1•、 ',·，』 ;t 〗,tB. 1 °・ O 0. o 公元気をなくし．体謂ィ；良iこな．，た
| 

"・" : 9, 1 。~ U "・" ふ甘I泄り）ンつ寸がみがれるようにな1)た
認． 7， -''・: 4. 5 ° ・ " ° ・ O '1, i、Elにつかない所で逍：：す玲B9が培えたo,仰｝ 、t―1‘O.o ° ・ O 〇~ ( 5，いつの問1ごか、家を出ていて9てしまった

9: 1: ,＇i i & 2 3 5. o ,j o. u 6・ 緒1・遊ぶようになった
0.0 ふ0.0 ° ・ " 1 0. o ？．シャイだ，~たネコがだいぶ杵交 1¥1 になう）さ

68. 2 45. 5 45. ｛l ~5. li ふそ1J)他浅体的に ｝ 

°・ a 9 ~ 1 Jふtl l o. (J 9.イヽ詳
［該当する頭数四 29 初 90 

内宮iネコ）

直後 1カ月後 3カ月後 的1月後 もとからいた不コダ）反比や行勁

66. 7' ＇紐沼66.7 66.7 66, 7 1 高い所や玄か令たな•I~打9L冴ぇ： ぎ l塩ばら（浄・-lf: h 
→出て• -な・ --

0.0 ° ・ O 0.0 ° ・ O 2．元気をなくし、体澗不且：こなった
{Lも.. ；濾 u.0 ° ・ O ° ・ O 3．排11!0しつげがみだれるようi"なった
°・ O ↓。+1) ° ・ O 0. o 4.J'，月につかない所で過ごす時間が増えた I 
0. 0, °・ ° 0. o '・" 5.いつの問iこが家を阻ていってしま，.”t
(L:か '・"し 0.o 0.0 ° ・ O o,一緒に遊ぶようにながf←
°・ O 0. (I 0.0 0.0 ?.シャイだ•9 たネコがだいぶ社必的になった

認．3 33. 3 33. 3 33. 3 ＆そi1)他I具体的に
＇ 

°・ O 0.0 〇.01 0.0 9．不辞

頌当する頭故 3 3 3 3 

LJ I沼口
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Q6柔疇同十の様了はいかがですかe 譲渡後3？月た ~a た吟点で9)状況、おおむね6< 月股さら

：こそれ以上たっていれは［現在」の状況で、該当する項目に0をつ・ナてドさい］

神戸〔イヌ，

釦ヶ J)時 5ヵ月特 現在 劫物同士の様子

33. 3 34. ~ 45.5 1岱辻いに仲良くできている

13. 3 14+ 0 認． 6 2.まだときどき＇rンカするので、できるだけ能して焦，，ている
28．しl 27. 9 2s.o 3．胡しい関係でばないが．一つ后視(I)下で岩らしている

0. o °・ O ° ・ O 4.うまくいかず，誤渡勢称を人に譲・）た：ぃっ ＇ 17. 8 1 1. 6 11. 4 5．その他澳休府1こ

i有効慄本数l 15 43 中i

神戸［ネ切

H)l時 6ぇ，月時 現在 動梱同十ダ）様[-

3 0→ 3, 52. 6 52. 6 1，芯団いに仲且く？きている ！ 

2 0. o 13, 7 15. 7 ; 2,まだときどきケンカ"j?位）で、できるだ：f帷して飼之9ている

50. 0 3 1, 5 3 1. 5 3，親Lし湘界ではないが ・つ歴根3)下で吾らしている

° ・ O ° ・ O ° ・ O 4,うまくいかず，譲i哀帥杓を人に譲,_,'だしいつ I 

5 ・ O 1 (I+ 5 10. 5 5．その地＇,具休的に

＇ ＇'布効慄本欲 20 19 1 t9 

西宮（イ丸

3ヵ月時 6ヵ月時 現在 廓物同 l：の様 f 

38. t 46. 1 3 & 4 Lお互いにi札tくできている

23.1 窃． l 23.1 ?.tだときどさケンがする/J)―で、できるだ1了離して拘グている

且；． 4 23. l 23. 1 3，親しい熙係ではないが つ歴根の下で某らしている

° ・ C ゜~[' .゚0
1,うまくしかず、譲渡助均を／,i:誤った lいつ

＇ ] 5. 4 ’・ ? 応． 4 5，そ0i他洪体的i: ＇ 渾NJIか1汝心 l3 13 認

四宮＇,ネコ l

3,,月時もヵ月時現在 動物 1刈上の様子

0. 0 o. 0 o. 0 1.お互いにin良くー、き-、-t]る

り．0 0.o o. 0 2．ミだときどきケンカするので、でさるだけ羅して飼ゲている

33.., 33. 3 33. 3 3．親しい関係ではなし，加 つ屋根OFで弄らしている

0. 0 0. 0 0. 0 :．うま（いかず．譲渡助物を！，iこ誤ったlいつ l 

I li6. 7 66. 7 眺 7 5．和）他具体的に ， 

直螂本数1 3 3 3 

i85 9 9 
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（譲渡動物の適応状況について〕

関7・イヌを匪り受けた方におたでねしますC (（））以外は、各設問に該当する答えを問Bの下段の囲

みの中から選んで番号でお答え下さい◇ネコの方は問8へ）

a その日のうち 1b1 2-3日後 ：6 4~5日後 ：d: l週間後

:e¥ 10B後 ,f, 2週間後 ・g; 3週間後 ,h‘, 1カ月後

:i, l力月半後 りI 2カ月後 ,.k: 3カ月後 ,，11 4カ月以上

mそうしない rn,わからない

(l)引さ取ってきた当時はよく吠えました（なきました）か。

ぼ効椋本数神イヌ309．西イス409

LIまし‘

神戸 ・, 9 9 9 9 9 9 ~ ~ 9 9 • ~’’’’~ ~ ~ 9 9 9 9 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~’~ ~ 9 9 9 ~ ~ ~ • • 9 9 ~’~ ~ ・ 9 9 ~ 9 • 9 9 ~ ~ ~ • • • 9 9 ；イヌ2LS)

西宮 ,~ ~ ~ ~, 9 ~ ~ ~ ~ ~ ~ 9 ~ ▼ 9 ~ ~ ~’’’’~ ~ ・ ・ ・ 9 9 9 • • • 9 9 9 9 9 ・,  ~ ~ • • 9 • 9 9 9 9 • 9 • • 9 9 9 9 9 9 • ~ 9 9 9,  9イス2t5) 

2・ ほとんご吠えなかったなかなかっか 193y、
神I9 , ~ ~,., 9, ~ ~ ~ ~’’’~ ~ ~ ~ ~’’~ ~ ~ ~ ~’~ 9 9 ~ • 9 9 9 9 9 9 ~ ~ ~ • • • 9 9 9 9 9 9 • • • • 9 9 9 9 9 9 • 9 9 9 ・,  9イス9&5) 

西宮 ~ ・ ・ 9 9 9 ~ ・,  ~ ~ ~ 9 9 9 9 9 ~ • • • • 9 9 ~ • • 9 • • 9 9 9 9 • • • 9 9 9 9 9 • ・,  ~ 9 9 9 9 ~ 9 9 9 ~ 9 9,  9 9 9 9 ~ ~ ~ ~ ~’｛ィヌ氾 5)

C） 則固Clと答えた人へ」どれくらいしたらなきやみましたか。

（打効捺本数神イヌ66，西イヌll)

. a そのHのうも ・ ~ ・ ~ ・ ・ ~ ~ ・ ・ ・ ~ ~ ~ ・ ~ ~ ~ ~ ~ ・ ・ ~ 9打ゴ，イヌ 13，が 西宮［イヌ g,1 ; 

.b: 2~3n後

,c‘4~5日後

d. liり問後

心 1,'H後

:f 2週肥後

:g• 3週問後

,h‘1ヵ月後

9l lヵ月半後

月砂！！悛

ik 3ヵ月後

l• 4カ！」以上

m そうしない

n9わからない

神戸（イヌ 1ふ釘 西宮 iイヌ 9.Ll 

神戸（イス 3.01 西宜，:イヌ 0,0} 

神戸げヌ 12,l) 西宮：イヌ 0.（い

神戸fイヌ 0.Oi 西宮；ィヌ 0.｛n 

神jコ［イヌ 1.6¥ 西官 1イヌ 0.0;, 

神戸（イヌい）：l 四1宮（イヌ 0.IJ:: 

i胆コー（イヌ 16.!) 西官'， 9イヌ31i→3‘l 

神戸＼イヌ 3,0) 西宮：イヌり.0,}

神戸（イス 3.u‘l 四宮〔イヌ認．2，）

神戸lイヌ 6.I¥ 西宮｛イヌ 9.1: 

神戸（イ"6.1) 四宮汀ヌ 9.l}

神戸げヌ 13.G' 西宕（イヌ~. 1、:,

神戸tイヌ 3+0) 西宮げヌ〇．o,:

(3)飼い主力、近づくと、緊張したり視線を追19たりなどせす、話しかけたり、なでたりすることに、

イヌか応えはじめたのは，とれくらいしてからですか，

(a，その日のうち

し］欲

有効標本致：神イ 9309，西イス409

神戸 9イヌ43ふ 西宮，イヌ615] 
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,b:, 2~31:1後 1,11戸（イヌ認．む 西官げヌ認．5｝

{C'4~5日後 . 9 9 9 9,.．． 神戸，＇ィ:;,: fi.5', 西宮げヌ 2.5)

心 1週棚後 神戸（イヌ 11.7) 西宮げヌ 5.IJ、l

;el 1ol:f後 神戸'，'ィヌ 2.3) 西宮（イヌ 0.0)

'，il 2週判後 神戸げヌ 2.~) 四宮（イヌ 0心

;g] 3週周後 ~l1fi; ィヌ z.o, 西宮lイス 0.o;,

(h1 1ヵ月後 神戸げヌ 5ぶl 西宮（イス氏炉

,，i1 l・dJ半後 J1[1戸：ィヌ l.3l 四宮＼イヌ I_I．り）

勺I2ヵ月後 神戸；イズ 2.3} 西官（イヌ 0.o¥

'，kl H 月後 神戸：イヌ 3.~-, 四宮召ヌ 5.0)

:1,かり）1以上 れ[1巨｛イヌ 3.ZJ 西H（イヌ U.0)

叩そうしない 神戸：イヌ 0,7,l 西宮召ヌ 2』 5,l

:n1わからない 神戸｛イヌ〇．o） 四宮（イヌり． Oi

小評 神戸召ヌ [J.7) 西行―｛イヌ〇． II:l

(4)朝、起きたときや外出先から19ったとき、飼い主や家族にイヌが尾を振ったり、耳をねかせて

近づいてくるなどして、再極的に挨拶するようになったのは、どれくらいたってからですかc

（有効標木故：神イヌ307，西イス位

,，alその日のうち 神戸（イヌ3化3‘, 西宮（イヌ42ぶ

,b: 2-3n後 神戸（イヌ］2，7,9 内官召ス15.01 

:c! 4~5H後 神＃lイヌ 4ぶ＇ 西？牙（イヌ 2.51 

.a: 1週問後 神戸（イヌ14,3‘l 西宮（イヌ17.5¥

:e: IUR後 神戸lイ';(1.2,¥ 四宮け~ヌり． O）

,f: 2週間秘 神口（イヌ 3.3} 西宮（イヌ？． 5l

:g: 3週間後 神戸（イヌ 2度I 内官［イヌ 2→5) 

,h:1ヵ月後 祉］g(イヌ 6.8) 西宮（イヌ o.o,

'i I J:t月半後 神戸（イヌ o.J:, 内宮l：イス。→n)

:j: 2ヵJJ後 伽 f,イヌ 3.3) 四宮召~ヌ J.0,9 

.k:釦5月後 神戸（イヌ 6.21 西官（イズ 3.0l

:11 4ヵ月以上 神戸（イヌ 8.1) 四宮し：ィスふni

血そうしない 祉IP（イヌ 1.9, 西宮（イヌ 2.:;, 

:n:わからない 神戸召ヌ 9),0) 西宮（イヌ 0.o:l

不井~ 神戸（イヌ D.,, 西臼.(fヌ u.o)

(5)見知らぬ人や他犬などが家に近づいたり訪問したときイヌがほえるようになったのは、どれ

くらいたってからですか。

,aそのHのうち

⇒ i&？ n 

屯効標本数神イメ309，内イヌ40I

り1’’̀1ヌil心四g［イヌ25・O: 
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lh‘, 2~ 3 H後 神戸（イヌ10.7} 西宮〔イヌ 15.G) 

1l'; 4-5日後 神戸げヌ 2.01 四宮（イヌ 0.0) 

(d', 1週間後 神戸（イヌ10.L] 西宮（イヌ 5.O) 

炉 10日後 神戸｛、イヌ 2.t,i 内宮 1イヌふo:I

,,, 2週問後 神戸；ィヌ i.o) 西宮（イヌ 0.0)

屯＇→1週間後 神戸：イヌ 0→0) 西宮（イズ 5.0)

炉 lヵ月後 神i-'（イヌ 11.,:: 四宮（イヌ 7.5)

廿I1ヵ月半後 神戸［イヌ 2.釣 西官げズ 2.；；¥

,.j I 2ヵ月後 神戸iイヌ 7.2) 西宮（イス 0バ）

:k1 311）」後 神戸（イヌ i.6} 四臼＼イヌ 2.5) 

,］ ： 4ヵ月以上 • 9,．． 神戸（イヌ11+7:＇ 西宮（イヌ12.aJ 

：In:そうしない 神戸lイヌ19.6) 西宮げス15.1)i

:n:わからない 神戸（イヌ 2.6¥ 西官（イヌ 5.O) 

不詳 神戸＼イヌ l.3) 匝宮召ヌ 0,01

問8ネコを譲り受けた方におたすねします。次のような反応や行動をとるようになったのは、いつ

ころからですか。 ((l)以外は、下段の囲みの中から、該当する答えを選んで、番号でお答えくだ

さい。イヌの方は問70へ）

(l)弓lき取った当時はよくなきましたかe

LIまし9

2~ ほとんどなかなかった i13] へ＼

（有効擦木数：神ネコ 69• 四ネコ）3）

． ・・ • 神戸｛ネコ1凡99 西宮（ネコ93.1) 

神戸 9ネコ82・6） 西宮（ネコ96.9)

(2) f前問で1と答えた人へlどれくらいたったら、なきやみましたか。

｛有効標本数~抑ネコ l2，西ネコ 3]

ぶその日のうら ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・ ・ ~ ・ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 神戸iネコ 0曹0｝ 代宮（ネコ°・O) 

伽 e~jn後

心 l~5日後

心 1週間餃

心 JOn後

{f, 2週間後

,g, 3辿問後

h,;,)）後

l'1ヵ月半後

•J'2 ヵ月後

ik’ 砂月後

999 4ヵ月）19 

面そうしない

神戸洋コ＆ 3) 西百 9ネコ認39

神戸オコ °・09 西宮！ネコ °・09

神戸け 内宮（ネコ °・O(

神点（ネコ°・゚ ｝ 西・,！ネコ °・0}

神戸＇,ネコ化 o, '宮 9ネコ °・0)
神戸（ネコ O.Oi 西・g（ネコ°・O' 

．． ．・ • ・ ・ 神戸ぶコ41,9i 西宮9ネコ°・ oi 

神戸沐コ (),0i 内宮！ネコ((,0¥ 

神戸ネコ°・゚ ， 西宮 9ネコ°・ 09 

・ ・ 神戸｛ネコ 0,0) 西宮（ネコ33,3) 

神戸！ネコl氏，） 四g'，ネコ 0,0)

神戸！ネコ °・0) 西宮（ネコ33.4)

E 988ニ



［n,わからない

不詳

第二塁一責料編 ＿ 

神戸オコ 8.3） 西宮9ネコ 0.0] 

神戸（ネコ 8.3｝ 西宮（ネコ 0ふ

(3)ネコが家の中の家具や壁などに頭部や脇膜をこすりつけ（においつけ）はじめたのは、どれくら

いたってからですか， ＼布効1梁木数：神ネコ仰，西ネコ13;

叫そのHのうも 神戸（ネコ17.4,、9 西宮（ネコ 7.,;

lb', 2-3日後 神戸（ネコ］o.t, 西宮｛ネコ 7.7) 

:c: 4~5n 後 神戸（オ、コ屯4:I 西宮（ネコ30.7: 

1d: 1週間後 神戸げ¥:::r8.,::, 西官（ネコ (I.o)

,e,10日後 神戸［ネコ 1.4; Ijg宮（ネコ 0.0)

'fl 2週尚後 神＃（ネコ 5.8:l 西出.（ネコ 0.1))

逗’3週間後 神戸fネコ l.,Ji 西宮（ネコ 0.o)

伽 Iヵ月後 神戸淋コ10.2) 四宮（ネコ？．7)

'i) lヵ！」半後 挿戸 1ネコ 5.8) 西宮（＊コ 0+O) 

u, 2ヵ月後 神戸｛ネコ l..1} 内宮［ネコ13.4)

,，K:, 3,h月後 神戸（ネコ 5.8) 西宮⑱ペコ 0→O) 

;j‘, 4ヵ月以上 神戸（ネコ l.4) 内宮•:，ネコ u.0:,

m：そうしない 神戸年コl礼n} 西g.｛ネコ 7.7: 

in:わからない 神戸＇,ネコ 8.7) 西官（ネコ30.7] 

小許 神戸（ネコ 1.J) 西宮：ネコ 0.(Ji

(4)ネコが里親や家族に対し、しっぽを上げて頭部をごすりつけたり、甘えたような声を出して近

寄ってくるようになったの[9、どれくらい経ってからですか。

[a‘ その日のうち

[b9 2~3日後

c[ 4~5日後

,di l選問後

C'l叫後

f 2週間後

屯'3週間後

,h, Lヵ月1灸

い 1ヵl1キ後

し］＇299月後

:K‘3ヵ月後

.lい月以上

面そうしない

しnわからない

亡パ沿□

看幼標本数：神ネコ69団ネコ13)

神戸：ネコ24．粕 西宮（ネコ 0.0)

神戸｛ネコ1(I十む 西岩（ネコ15.4) 

神戸（ネコ 2.9) 西宮1：ネコ30.8:l 

神戸⑱コ 8,71 四宮（ネコ,.7) 

神戸（ネ :3,1．3: 西宮ほコ n』 0]

神戸（ネコ 4.3} 内宮｛ネコ 0.0)

料Ip(ネコ 5.cl) 西宮淋コ 0.0]

神戸（ネコ1]．6,｝ 酉百（ネコ 0.0,： 

神戸｛ネコ＆令 西宮，'ネコ 0.0)

神点（ネコ l.5,:, 西宮悴コ 0.0) 

神戸⑮コ 4.s:: 内宮；ネコ1ふ41

神戸（ネコ 2.fl) 西宮沐コ 7.7)

神戸（ネコ 7.2; 西宮（ネコ 0』 (1}

神戸ばコ l.5} 西宮（ネコ2'.l)
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不詳 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・ ・ ・ ・ ・ 神戸（ネコ 1▲5） 西宮（ネコ°・゚ 〕

(5)（飼い主がしてほしい場所で）ネコの排泄のしつけがうまくいくようになるまで、どれくらいか

かりましたか。 ｛有効標本数：神ネコ69，西ネコ13)

:a;そのHのうち 神戸―(＊コ6ふ3} 西宮（ネコ61,5) 

:b: 2-3日後 • 9,．． 神戸（ネコ145} 西宮（ネコ30.8l

:c, ＇じ•5 日後 ネ,11戸lネコ 2.8) 西宮（ネコ 0,0}

Id'1週間後 神戸（ネコ L.5:l 西宮，:ネコ 0.oi

te:, 1on後 神戸（ネコ 1.5) 西宮沐コ 0.0)

ff, 2週間後 神戸｛ネコ U.O) 酉宮（ネコ 0.o: 

1g', 3週問後 神戸〈ネコ 0,0] 西宮体コ 0.IJ〕

,t,_¥ lヵJJ後 神戸：ネコ 0.0} 咀宮（ネコ 0.o‘}

行I1ヵ月半後 神戸（ネコ 1.5) 西宮（ネコ 0.0)

,.j,， 2ヵ月後 神戸iネコ l十扮 西宮（＊コ 0.0)

ぶ 3カ｝」後 神戸（＊コ l.5} 四宮（ネコ 1),0)

:l: 4ヵ月以)-. 神戸（オベ32ぷ:, 西宮（ネコ 0.0l

面そうしない 神戸lネコ 2.8) 西宮（ネコ 7,7j 

IJl'え）からない 神戸（ネコ 2.8) 西宮，:ネコ 0.o)

不許 神戸＼ネコ l点I 西宮［＊コ D.D)

問9ネコをうっかり外に逃がした（または悪因的に外に出した）ことはおりますか。

L ある

已ない (90L『ゞ

（有効傑木故~神ネコ 69 ［りネコ JS)

神戸（ネコ5°・ 9) 

内宮 9 ネコ 69.2•,

神戸（ネコ l9.39

西官沿コ3°・8,

開9-l・ 「前関であると答えた方へ」それはどれくらい経ってからですか」

L 譲り受けた後399問以内

2・ 3週間からUII半までの問

ふ lヵ月半から3ヵ月の問

•~ 3ヵ月以卜経ってから

コ⑲ロ

有効捺本数・神ネコ35．内ネコ9)

．．．．・・・ 神戸（ネコ20.0)

両宮（ネコ33.3}

神戸け

西宮（ネコ,，4.19

神戸（ネコ14.2)

四臼~（ネコ22.2) 

神戸沐コ49'，＼

西宮9ネコ11'19



問9-2.ネコはいつころ帰ってきましたか。

L その日のうち

2・ 2nからlj9問以内に

3. 1週問以後からふ迅問の問に

4. 4遠問から3ヵ月の問に

,.. tヵ月以卜たってから

6・ 舟ってこなかった

〔前の飼い主との交流についてJ

闊l°・前の飼い主との交流[9ありますか，

Lある

2・ ない湘」llへ｝

第＝車肖料覇

9有効栢本数＇神ネコ 35，内ネコ99

神戸iネコ88心

四宮ネコ88ふ

袢戸（ネコ 28)

西"'ネコ"・"

神戸（ネコ°・ ((, 

内宮（ネコ'・°'

神戸ネコ 0,O( 

内宮（ネコ 0,（（9

神戸（ネコ'・"'

西宮（不コ 0~o)

神戸（ネコ＆か

西店（ネコiLL) 

9有効標本数：れ,,イヌ309，礼,,ネコ69，西イズ如，西ネコ13;

神戸（イス 2ふネコ 0.［｝9 

曲宮召ヌ即ぶネコ6L5} 

I9l中｛イヌ95・l，ネコ98.6、ネコ小許1=1.4%） 

内宮（イヌ41),11，ネコ岱ふi

問10-1 「前問であると答えた方へ」それはどのような交流ですか。

9布効探本穀：神イヌ9，神ネコ0、酉イス24，四ネコ8,9

Lときどき、曲物に会いにくる

z.ときどき、奄活で●1い方などの相談をしている

ふ丁紙やはがきなどで近i)しを報告をしている ・ ・ 

4．その他

問10-2，その時、動物はどんな反応をしますか，

神p［イヌ44▲4，ネコ

西宮（イスl6ぶネコ

ゃlり＇（イヌ°・ 0，ネコ

西宮げ 9丸 2，す‘-

~ ・ ・ 神戸［イヌ 0. ゜~ネコ

西宮［イヌ50ふネコ

~ ~ ・ ・ 神戸［イヌ 55~ 6，ネコ

匹~呂［イス＆ 3~ 文コ

有効標本数 神イヌ9,ll9ネコ0，四イ丸，西ネコL＊西宮イヌ 1こ一部校数回答あり

L とても＃んでいる

□ 9"9二

神戸 C イス 97ぶ，•コ °·9)9

匹臼［イヌ95心、ネコ °・0,



巳他人1こ示す反応と同じ反応を示す

ふ価視している

tその他・艮1本的に

井~ヽー.＇ 

問lO-3．その後のあなた（里親）に対する反応はどうですか。

第~勇粧綱＿

悼P（イヌ 0.u,ネコ 0.o) 

灼宮（イス。→ 0，ネコ 0.Il} 

神戸（イヌ 0.i)，ネコ 0.0〉

内宮（イヌ 0ぶネコ1001

神戸（イヌ 0.0,ネコ 0.0} 

西宮（イヌ50→0，ネコ 0J卜）

神戸 1'（ス22.2Tネコ 0.0,｝ 

神P-（イヌ 0.il→ネコ 0』 0:'

他宮（イヌ仙0，ネコ 0.o, 

＼有効懐ト数：神イ 99咽冴コ仇西イヌ1．内ネコ99

L 少し j ような反応を示す 栂戸，イヌ 0.0．ネコ o.o>

西宮lイヌ 0ふネコ 0→0) 

＇~会う前より｀生視の印令に従わないことがある 神戸 1イヌり．り，ネコ 0.0)

西宮（イヌ 0.o，ネコ 0→O、)

3.会う前とはとんど変わらない 神戸（イヌ訂．8,ネコ 0.0) 

西宮（イヌ l00,ネ:::r100l

↓・会った後の'Iうかかえってよくなつく 神戸（イヌ 0心，ネコ 0直｝

西宮（イヌ〇.u,ネコ 0.01

ふ不詳 神戸（イヌ22ぶネコ[)→ O) 

西宮げヌ 0.0.ネコ 0.0) 

噂ー動物の窒災の後還症について）

問II.譲り受けた動物に、震災の後遠症と思われるようなことが、な1こかありますか◇

9有効慄本数： 91 イヌ？07，神ネコ 69．内イヌ 40• 西ネコ 13\

i~ ある；あった‘

2・ とくにない 1とくになかった"'晃12へ｝

ふわからなし、

問ll-l・ 育り問で1と答えた方へIそれはどのようなことですかc

神「＇［イヌ 59・ 0，ネコ⑲ l'， 

西官，イヌ 39，ふネコ96・ 9'， 

神戸 9 イス 32~2，ネコ46・4) 

酉宮［イヌ認 5．ネコ 23~ い

神戸［イヌ恥 L ネコ 93~ 0/] 

西~g （イヌ 20~ 0，ネコ°・ O) 

9有効襟本故：神イヌl95国噂コ2＆西イヌ23，西ネコ枷

L癸1乍もちである

2．ちょっとした外界の変化｛刺邸におどろく

L, 992 -

神戸9イヌ］ぶネコ 3・ 5¥ 

酋出げヌ L3、ネコ°・ 09 

神戸しイヌ 59~ 8，ネコ6[9・ 99 



3~ ひとり 9まっちになることを鎌がる

出その他9具イ本的に

（さ意見やこ感想について）

第＝奎資料緬

西宮［イヌ43ぷ，ネコ叫り＼

神戸［イヌ"・'ネコli・ 2} 

西行［イヌ 26· ゜~大コ 20.［l} 

神戸｛イヌ訟o,ネコ3ふ9¥

西~H 〔イヌ 43· 5~ ネコ 40~ か

問12披災動物の里親になって、惑じたことやこ意見など｀こ自由にお言きくださいe

●問12のまとめ （詢杏菜に記述された内容を大まかに分製して記栽した）

l~ 感謝の感想（同様な意見が196件あった）以下は主な内容の抜粋。

〇被災動物という念滋はあまりない，長男がよく柑活をしているのでよかったと思う c 今まですご

くきれい好きの子が今ではフンの始未もしているので、ぴっくりしている，散歩にも行くので、

使康的になったぐ

〇初めて救護センターを知り、イヌを飼うことになったが、おかげで勁物を鮒うことの大切さや立~

びを知ることができte，いつまでも地裟の記悔を心に留め、これからも家族の 貝として大切1こ

飼いたいと思う c

C成熟勁物であっても、性格や能力が新しい飼い字に過当であれば、途91’t,1育もできると世が今

回の限渡活勁を通して、動物を愛する心を学ぷことがでさた」

2・ 困ったことについて（同様意見151牛I

し9以前の剣い上がどのように飼育Lていたか、 9,Jい：卜の過上のデータがほしい求に来てわが気が）

一月になっているが、も＇とこちらの白うことを閉かせるようにしたい：成犬では、どうしても

お可いにわかりあえるまでt抱しなくてはならないので、対応マニュアルがほしい，
〇以前の飼いキとの父流がないので、どのようにしてやれ 9土再んでくれるのかわからず、戸愁うこ

とが多くあっにできることならば、ときどきは前の飼いキとの向会をしてもらってもよいので

はなし；かと思う 3

ぐ）何らかのかたちで1むこ克てればと思ったが、好みのイヌがいなかった 大型）こは世活が人変だか

ら/」

3悲しかった感想（同様意見12件）

〇披災後自宅の近くをウロウロしていたイズをセンターに連れていうたが、譲渡活勁のmに他の人
にはなつかなかったので、連れて悟った，

{2里哉9こなるのは難しい勺丹想と現実のギャ'プが大きか,tら

◇できればもっと引き取ってあげたかったが、飼ってあげられる状態ではなかったので残念だったu

4 飼った動機について（同様意見7件）

□ 993ニ



第二章資料編

0地震の時に死んでしま 99たのが円いイヌだったので、はじめから白いイヌをもらおうと決めてい

た，

（虚初は人間の子供の里雑になることを考えたが、金践面こ無避なので、せめてイスだけでも助け

てあげたいと思った，

5 現在の動物の状況について（同禄意見ID件）

U家族以外には攻2的な態度をとるか、かんでもせいぜい歯を当てる程度で、本気ではかまない．

玄関の外を通る人にほえる時があるし蕊「もテリトリーだと思っているのかもしれないし

C感じやすい年齢だったのか、 ショックをすごく党えている」地宍の時問になると目を党ましてな

きだt また、スーパーの袋の音をきくと異常になく c

6・ 譲渡活動への惹見（同様意見29件）

こH常から勤物の安全を確保したり、釦い主教育を充実していただけれ9I、とっさの災害にも適切

な対処ができるのではないかc

こ激災後の梢神巾な後造症を治‘，てあげたいC]で、そういったカウンセリ 9グを受けられるような

専門的な楼閣がほしいし

皆が理解して、もっと被災勃物を引き取って、なんとかして残っている動物にも引き取り手が現

れることを望んでいる，蒜金などにも協力したいと思う

コ四ロ
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くこの負料は「罰査票の記入上の注意と解説」の主な内容を抜粋したものです＞

調査票の記入上の注意

※この澗査9よ 人と剥物の関係」や剥物の行勁に関する調査ですから｀早親の1愈俎や惹見と、動物

の行勁を正確に購ぺる必要があります。しかしながり、児親の怠見9ご●けますが、甜企貝が勁物

の行動を直接継統的に観察することはできません，

したがって、動物の行勁に関しては、呈視の飼いギとして0沿頃は個々に界なるであろうこと

を承知の上で、星親の日頃の観察を尊●して朗き取る、ということになります。

そこで、調査貝としては、哲l9りの内容や底凶を忠尖に伝兄、そこから得られた罰答をiF確に囲

き取り、自分の意見や考えを芹しはさまないで記録することが大切です。

※各設liliの回答か「その他」の場合は、その内容を必ず記入Lて下さい，

•フヱイスシート（基本項目）について

(1)紐涵動切について

※イス、ネコのいずれかに をつけますー＇品神人樽猫毬 9名では荘種は雑種と共さます，名前

はふだん呼んでいる愛称のことです

※年齢9むむきりわかっている楊合9il段 9こ｀荘定の培合は下段に記入します勺

凜人滴のイヌ・ネコの場合は、できるだ汁月齢で記人して l、さい また年齢が！よっきりしな

い場合は成和」「老犬」などと記緑しても律いませんこの際の某沖としては概ね以卜のよ

うな年齢区分で記入して下さいし

1歳未渦→功若犬（猫i

11l複以上→老齢大嘩）

I歳ヽ 5裟→成犬i999l

は）は汲勘切以外に飼っている動物について

6点～l0哉→成｝し・猫｝ 、）

※まず、いるいないに0をつけ、いる場合はイヌかネごJかを明確にCで囲みますc

※そして頭数や各19体の午齢、性別、不妊去繁の打珊、おりいの血稼関係など、必ず記入してト

さしら

•調査項目について

問3について

※哉り受けた日からかなり時間が経っているので、ます「詞う上で困ったと思われたことなんで

すが、この中(3-l)に該当する項目はありますか」と岡いて、調査票を見せるなり、項目を読

み上lf、内容を理解してもらってから、その前の問3を聞くようにして下さい，

間3-1も援数固答です 該当する番号に0をつけたら、その共体的な内容や経過、日吋、飼いキが

とった上夫、うまくいくようになるまでのH数などを、できるだけ許しく、聞き古きして下さい＾

□ 9が二
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問4について

※回答が、 2.3.4の場合は、 その時期と坪li」.，または原因など9を問いて卜さい／

※また` その特則が引き取ってから3ヵ月以後または6ヵ月以後であれば、 その問までの問',-l}こ

該当する叶期の飼い上と動物の関係園にはご）をつけて下さい。

※引き収り nが、昨年の7!」以前の力はすべて、譲浬後9ヵ月以 9たっていますな

※悶4-lは、なれているかどうかの回笞ざふ どういうことからそう思うか閉し；て下さい， その

際、イヌ、ネコの身体をどの程度自由に触ったり、ポティ・コントロールできるかどうかが直

要です

問5について

※該当する項gにe)をつけたら、 その叶の投子をできるだけ詳しく閲いて下さい

例えば、えは、 どれくらいたうたら、食ぺるようにな＇，たが何を食べさせたか>

3 なら どれ（らしししたら、排泄をしたか」 どこでしたがその後の排泄の様手~

はどうだ-たかなどぐ

Lは、ふるえ1まし)っ どのような状況でなくなったかU

氏は、 どれくらいないていたかc とくにどんなとき、 よくないたか、 など

※これらに対し、餅い上や家族がどう対応したかを、問いて Jさいc

※また嵌初のころは、 どこでどのよう’―飼っていたかの状況も聞いて下さいs

閥6［こついて

これは強い緊伽や小安などが、休調に及ほした彩密を謁ぺるものです，

※ 4, 8 以外のネガテイプな~状況については、

て下さい：

そのときの様子やどれくらい親いたかを囲き取っ

※またそれに対し、呈視や家族はどう対応したかも、 合わせて間き吾きしますc

Q1.2.3について

これらは、 凡仕勁物と丘渡動物＼祈参帥物｝とを、いつ、とこで，どのようにして、引き合わせた

かについての殺間です

※束言1処埋卜、大雑把なloJ谷の中から選択できるよう設計していますので、 19々 の「具休的内容＿

をできるだけ詳しく閲いて下さい

※,-_'体的内容」 とは、動物 1•11、の）又応や様 I 、

※涸き菩きではどちらの助物が｀ どんな反応を、

まと和lい上の対応のことですr

どれだけの期間且薮）示した9らまたその行蛍

9 i ̀  どうしたら、 どのように変化したか、 しなかったかしなどをポイントにして下さいr

Q4,5について

イヌおよびネコの考えられる佃々のに応や9t会的行勁：こついては、講杏梨の作成段階で20~30の

串柄を挙げて佼討しましたが、関連する車柄をできるだけしぼり、暉目の送択肢1こしてありますっ

LI 9% -
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※したがって、食餌至の増減、 j)譴行勁の変化、 しつげや習旧の変化、マ—ーキング行劫の変化、

飢いキヘ9}行勁の変化、許段のば壻所の変化などを、飼い主が記憶している範囲内で具沐的に

即べ下さい

※村会閲係については、

お互いの個体問の距離1親しくなるほど近く＝短くなる！の変化勺食罪の湯所：よどこかーネコ

の場合、一絣の食器で食ぺ合うかー食餌の肱番はどうか。一糀に遊ぷか」毛づくろいをし合う

か。寝るときはどのようにしているか おいしり侵j勺劣位の関係はどうか 威咄をしたりケン

力をするか するとすれば、どこでどんなときするかなど

※また、このような行勅の変化がいつごろから起こったかを記録して下さい

※もう つ）、享なことば、飼いキがそれにとう対応しtこかも閲き取ります：

Q6について

渋該当する項目が4の場令、いつ誤i9したか閲き、かぅこ内に記入して卜ざい」

問78について

※,l) 92以外は卓前に・調企依前i状．＇でお知らせしてある項目ですな

参考 勁物を引き取られてから、かなり叶間的に経過しており、乱l査内容の中にはお訪ね

して、すぐ固笞が頂i9ないこともあると思われますので、あらかじめ勁物を引き取

られた日を下記のカレンダーに印をつけ、お知らせいたします，

また、大変恐甜ですが、次のような行動や＇又応をホすようになったのはいつ頃か、

平記ここ＾家族で確認されたり、記憶をたと>99ておいていただけたら、幸いです，

＜調査依頼状より抜粋＞

※イスの場合は、飼しーし始めてからりllじむまでの行勁を、ほぼlll9番9こ臼問しています」

※イ 9の吠え声9なき声］について、

しばしば小利大に冬く見られるように、 II分の要求を入に伝えるために吠える場合となわば

り意識の発達で見知らぬ人への袋戒や注点から吠える楊合とは、分けておく必安があります，

しかし、小↓JUの愛玩大の場合は、わかりに（い場合があると思いますので、どうしても両名

を区別できない楊合は、無理に判断せず「不明としま丸ただし、どんなとき吠えるのか、

記録しておいて下さいc

問9について

※・・↓し、ネ立湛合、譲渡の際に宰内で飼うよう指尊して浬してあるので、このような閑きhをし

ていますが、該当苔にはでさるだげ、そのときの椋iやネコの打勁をよく問しぺ'さいe

※とくに問9-1,9-2では、時期を具体的に関いて［~さい

問11-1について

※肛答肢は獣医学的な知見と前回●杏の粘果を参苓に作成していますが、どんなとき、そうなの

が町体的に問いて卜さい令

に 999ニ
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あとがき

今固の調査に先すち、平成7年］月17日に発生した兵鹿県南祁地委からー・I」後の211l「Rより 9礼

日本愛祝助物協会では、兵悼県南部地宍勁物救援本部、兵産県保促環境部のご協力を得て、「避難

所における被災勅物の状況及び釦lいキ等の対9心に関する誨全＿を、浜災のショックと桔神的なダメー

ジを受けた人々の中に入って飼い上の協力を得ながら講査を遂行し、その粘果は、早くも同年3月

に公表いたしました。新朗・テレピにも報道され、その後の救援活勁にも役立つことができたと考

えておりますし

今回の「点渡動物の行動と旦親の対応調査」は、地霰後の動物救援活動として突臆されていたイ

ヌ及びネコの語渡訊動について、昨年99月に当協会で調全の実廂を決正し、兵●県南部地震曲物枚

採本部、内宮保姥所位び調杏関係者の協力を得ながら、それ以来実に7カ）Iを要して企画及びi9査

の実施治備を追めてきたも 9)ですく

動物の行動は、型親の観察を通して行う向桜調発であり、 9,J杏貝には、相応の知識と客観骨を要

しますっ当協会では，幸い99正な飼妥・伶迎に関する指屯月として「愛玩勅物飼妾管理十．を育成

しており、 9ii町同様阪神在｛砂 l愛玩勁物創萎菅理上」を甜l壺貝としてお馴いし、'，2名がポラン

テ9アとして参机しました，彼らの知溢と情熱が、回収率と記入の桔度をあげ，桔密な7ィールド

ワークを成功させたといえましょうし

これら・9 連の頭企は、つねに陣如指揮にあたった当協会坪車である尾l'●敬承氏のたゆまざる熱意

と哉見なしには、成しえなかったといっても過言ではあヽ）ませんまた、同氏を含め調企委目会の

メンパーである武宮和文氏、新妾昭文氏、内村尚・氏の努力によって、このf9告吾が竹成されたこ

とを感謝いたしますこまた、飼産湖斉については、勁物研究求の根岸延之氏をお訪ねして、適切な

ご教示をいただきましたc

新しい飢いキに対するなれ共合も、成裟後3ヵ／」では、チイズ、千ネコとも9割であったのに対し，

成犬、成猫とも8割とこれに迫る庶率であし｝、新しい環境への対応も里親との絆の形成においても，

予想を遥かに 9回るものでした；

今後、成熟勁物の渓疫においても、王視が堰えていくことを期待し、また、本調査結果の研究が

進み、これから田親になる方々に譲渡悛の適正な飼蓑方法が伝わっていくことを頌ってやみませんr

平成対F10月

符団法人口本愛坑動物協会

坪車に尾上多喜雄

二，匹口
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